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はじめに

このマニュアルの対象読者は、Sun StorEdge SAM-FS システムのインストール、構
成、および操作に関連して発生する一般的な問題の診断や障害追跡を行う必要がある 
Sun 担当者およびお客様です。このマニュアルでは、問題が発生する状況、問題を診
断するために必要なツール、および問題を解決する方法を説明します。読者は、Sun 
StorEdge SAM-FS および Sun StorEdge QFS のインストール、構成、および基本的な
操作をよく理解している必要があります。

また、このマニュアルでは、障害からの回復に備える方法と、障害が発生した場合の
回復手順について説明します。さらに、保護する必要のあるシステムデータ (メタ
データ)、およびこのデータを使用して、失われたデータを再構築または復元する方
法について説明します。このマニュアルで説明されるデータ復元方法の種類は、失わ
れた 1 つのファイルの復元方法から、火災、水害、そのほかの災害のために失われた
大量のデータの復元方法まで、多岐にわたります。

このマニュアルで説明される手順の多くは、Sun StorEdge SAM-FS ストレージおよ
びアーカイブ管理システムと組み合わせて実行される Sun StorEdge QFS ファイルシ
ステムに関連しています。この組み合わせは SAM-QFS と呼ばれます。このマニュア
ルでは、スタンドアロンの Sun StorEdge QFS ファイルシステムの障害追跡について
は説明されていません。Sun StorEdge QFS の情報については、『Sun StorEdge QFS 
構成および管理マニュアル』を参照してください。

お読みになる前に
このマニュアルでは、対象読者であるシステム管理者が、インストール、構成、アカ
ウントの作成、システムのバックアップなど、Solaris システムおよびネットワーク
の管理作業について十分に理解していることを前提としています。

このマニュアルを読む前に、xv ページの「関連マニュアル」で示されているほかの
マニュアルで説明される、Sun StorEdge QFS および Sun StorEdge SAM-FS 環境の管
理方法を理解する必要があります。
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マニュアルの構成
このマニュアルの最初の 3 つの章では、Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェアおよび 
File System Manager ソフトウェア (以前の名称は SAM-QFS Manager) の一般的な障
害追跡の手順を説明しています。第 4 章～第 8 章では、ファイルシステムのバック
アップおよび復元手順を説明しています。第 4 章で説明するバックアップ手順は、
Sun StorEdge QFS および SAM-QFS ファイルシステム、ならびにすべてのタイプの
アーカイブメディアが対象となります。第 5 章以降で説明される復元手順は、
SAM-QFS ファイルシステムのみが対象となります。

また、第 5 章では、使用できるすべてのタイプのアーカイブメディアから個々のファ
イルを復元する手順を示しますが、第 6 章に示す、破損したファイルシステムの復元
手順は、テープまたは光磁気ディスクに保存されたファイルシステムだけが対象で
す。ハードディスクにアーカイブが保存されたファイルシステムを復元する手順は、
このマニュアルでは説明していません。

このマニュアルは次の章で構成されています。

■ 第 1 章では、障害追跡処理の概要を説明しています。

■ 第 2 章では、Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェアの特定の障害追跡機能を説明し
ています。

■ 第 3 章では、File System Manager ソフトウェアの障害追跡方法を説明していま
す。

■ 第 4 章では、Sun StorEdge SAM-FS 環境におけるデータのバックアップ方法を説
明しています。

■ 第 5 章では、データファイルやディレクトを個別に復元する方法を説明していま
す。

■ 第 6 章では、破損したボリュームからデータを復元する方法を説明しています。

■ 第 7 章では、破損したファイルシステムからデータを復元する方法を説明してい
ます。

■ 第 8 章では、災害による障害後の復元のための全般的な指針を示しています。

用語集では、このマニュアルやそのほかの Sun StorEdge QFS および Sun 
StorEdge SAM-FS のマニュアルで使用される用語を定義しています。
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関連マニュアル
このマニュアルは、Sun StorEdge QFS および Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェア製
品の操作方法を説明するマニュアルセットの一部です。表 P-1 は、これらの製品に関
するリリース 4U4 のマニュアルセット一式の内容を示しています。

インストールのサポート
インストールと構成のサービスについては、Sun の Enterprise Services (1-800-
USA4SUN) またはご購入先にお問い合わせください。

Sun のオンラインマニュアル
Sun StorEdge SAM-FS および SAM-QFS ソフトウェアのディストリビューションに
は、これら製品のマニュアルの PDF ファイルが含まれています。これらの PDF ファ
イルは、次のサイトで見ることができます。

■ 方法 1: オンラインマニュアルのサイト docs.sun.com にアクセスします。

1. このウェブサイトには、次の URL からアクセスできます。

http://docs.sun.com

docs.sun.com ページが表示されます。

2. 検索ボックスに目的の製品名を入力します。

表 P-1 関連マニュアル 

タイトル Part No.

Sun StorEdge QFS インストールおよびアップグレードの手引き 819-4790-10

Sun StorEdge QFS 構成および管理マニュアル 819-4795-10

Sun StorEdge SAM-FS ファイルシステム構成および管理マニュアル 819-4805-10

Sun StorEdge SAM-FS インストールおよびアップグレードの手引き 819-4774-10

Sun StorEdge SAM-FS ストレージ/アーカイブ管理マニュアル 819-4780-10

Sun StorEdge QFS, Sun StorEdge SAM-FS ご使用にあたって 818-4800-10
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■ 方法 2: Sun の Network Storage マニュアルのサイトにアクセスします。

1. このウェブサイトには、次の URL からアクセスできます

http://www.sun.com/products-n-
solutions/hardware/docs/Software/Storage_Software

Storage Software ページが表示されます。

2. 目的の製品リンクをクリックします。

注 – PDF ファイルを表示するには Acrobat Reader ソフトウェアが必要です。このソ
フトウェアは、次のウェブサイトから無料で入手できます: www.adobe.com

UNIX コマンド
このマニュアルには、システムの停止、システムの起動、およびデバイスの構成など
に使用する基本的な UNIX® コマンドと操作手順に関する説明は含まれていない可能
性があります。これらについては、以下を参照してください。

■ 使用しているシステムに付属のソフトウェアマニュアル

■ 下記にある Solaris™ オペレーティングシステムのマニュアル

http://docs.sun.com
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書体と記号について
表 P-2 に、このマニュアルで使用している書体と記号について示します。

表 P-2 書体と記号について

書体または記号*

* 使用しているブラウザにより、これらの設定と異なって表示される場合があります。

意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディ
レクトリ名、画面上のコン
ピュータ出力、コード例。

.login ファイルを編集します。

ls -a を実行します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画
面上のコンピュータ出力と区別
して表します。

% su

Password:

AaBbCc123 コマンド行の可変部分。実際の
名前や値と置き換えてくださ
い。

rm filename と入力します。

[ ] コマンド構文で、角括弧は、引
数が任意であることを表します。

scmadm [–d sec] [–r n[:n][,n]...] [–z] 

{ arg | arg} コマンド構文で、中括弧および
縦棒は、引数を 1 つ指定する必
要があることを表します。

sndradm -b {phost | shost}

『 』 参照する書名を示します。 『Solaris ユーザーマニュアル』

「 」 参照する章、節、または、強調
する語を示します。

第 6 章「データの管理」を参照。

この操作ができるのは「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキ
ストがページ行幅を超える場合
に、継続を示します。

% grep ‘^#define \

  XV_VERSION_STRING’
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シェルプロンプトについて
表 P-3 に、このマニュアルで使用しているシェルプロンプトを示します。

コメントをお寄せください
マニュアルの品質改善のため、お客様からのご意見およびご要望をお待ちしておりま
す。コメントは下記よりお送りください。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback

ご意見をお寄せいただく際には、下記のタイトルと Part No. を記載してください。

Sun StorEdge SAM-FS 障害追跡マニュアル, Part No. 819-4785-10

表 P-3 シェルプロンプトについて

シェル プロンプト

UNIX の C シェル machine_name%

UNIX の Bourne シェルと Korn シェル $

スーパーユーザー (シェルの種類を問わない) #
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第 1 章

障害追跡の概要

Sun StorEdge SAM-FS の問題の多くは、インストールまたはアップグレード時に
ハードウェアおよびソフトウェアが正しく構成されていないことが原因で発生しま
す。この章では、Sun StorEdge SAM-FS 環境で発生するこのような問題の診断およ
び障害追跡に関する基本的な情報を示し、障害回復計画の準備についても説明しま
す。

この章には、次の項目があります。

■ 1 ページの「問題の障害追跡」

■ 14 ページの「構成ファイルの障害追跡」

■ 21 ページの「障害回復への備え」

■ 22 ページの「バックアップおよび復元方法のテスト」

問題の障害追跡
次の項では、Sun StorEdge SAM-FS 環境で発生する可能性があるハードウェアおよ
びソフトウェアの構成の問題のいくつかについて概要を示します。

項目は、次のとおりです

■ 2 ページの「デーモン」

■ 4 ページの「構成ファイル」

■ 5 ページの「ログファイルとトレースファイル」

■ 10 ページの「障害追跡ユーティリティーと samexplorer(1M) 診断レポート」

■ 12 ページの「一般的な問題」
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デーモン

ここでは、SAM-QFS 環境で使用できるデーモンについて説明し、これらのデーモン
が機能しているかどうかを確認する方法を示します。

SAM-QFS デーモン

プロセスを生成する init(1M) が、inittab(4) で定義された情報に基づいて、sam-
fsd(1M) デーモンを開始します。sam-fsd(1M) デーモンは、SAM-QFS 環境の初期
化を全体的に制御します。このプロセスの一部として、多くの子デーモンを開始しま
す。これらの子デーモンは、次のとおりです。

■ sam-archiverd(1M) デーモン。SAM-QFS 環境のファイルアーカイブプロセスを
制御します。sam-archiverd(1M) デーモンは、マウント済みファイルシステム 1 
つにつき 1 つの sam-arfind(1M) プロセスを開始します。さらに、sam-
archiverd(1M) デーモンは、sam-arcopy(1M) プロセスを開始します。開始さ
れるプロセスの数は、アーカイブの稼働状況および sam-arfind(1M) プロセスで
生成されるアーカイブ要求の数によって異なります。

■ sam-stagerd(1M) デーモン。ファイル書き込み処理を制御します。このデーモ
ンは、アーカイブメディアからオンラインディスクキャッシュにアーカイブ済み
ファイルをコピーする sam-stagerd_copy(1M) プロセスを開始します。

■ sam-stagealld(1M) デーモン。ファイルの結合書き込みを制御します。

■ sam-ftpd(1M) デーモン。Sun SAM-Remote を構成した場合に、ローカルとリ
モートの Sun StorEdge SAM-FS システムの間でデータを転送します。

■ sam-amld(1M) デーモン。システムのいくつかの部分を初期化し、必要に応じて
次のほかのデーモンを開始します。

■ sam-scannerd(1M) デーモン。手動でマウントされたすべてのリムーバブルメ
ディア装置を監視します。アーカイブメディアのカートリッジが挿入されてい
ないか、スキャナが定期的に各装置を検査します。

■ sam-catserverd(1M) デーモン。自動ライブラリ用にライブラリカタログ
ファイルを構築し、維持します。

■ sam-robotsd(1M) デーモン。自動ライブラリおよびメディアチェンジャー用
のロボット制御デーモンを開始し、監視します。次に sam-robotsd(1M) デー
モンが、接続されているロボットの種類および直接接続かネットワーク接続化
かに応じてさまざまなデーモンを開始します。

SAM-QFS デーモンの確認

ある構成で実行する必要があるデーモンおよびプロセスは、SAM-QFS のデーモンお
よびプロセス、およびこれらを開始する環境に関する知識に基づいて判断できます。
正しいデーモンまたはプロセスが実行されていることを確認するには、ps(1) コマン
ドと ptree(1) コマンドを使用します。
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コード例 1-1 は、ACSLS で SAM-QFS システムに接続された StorageTek L700 ライ
ブラリを含み、2 つのマウント済みファイルシステム (samfs1 と samfs2) がある 
SAM-QFS 環境で、ps(1) コマンドを実行した例です。この例では、
sam-stkd(1M) デーモンが実行されています。このデーモンは、ACSLS ソフトウェ
アによって実装された ACSAPI インタフェースを使用して、ネットワーク接続され
た StorageTek メディアチェンジャーを制御します。このような装置がある場合、
ネットワーク接続された IBM (sam-ibm3494d(1M)) および 
Sony (sam-sonyd(1M)) の自動ライブラリ、およびメディアチェンジャーの SCSI-II 
標準に準拠した標準の直接接続自動ライブラリ (sam-genericd(1M)) 用に、同様の
デーモンが開始されます。

▼ ps(1) の出力および関連する要素を確認する

次の手順で、ps(1) コマンドの出力で何を調べるかを示します。

1. 欠落または重複しているデーモンプロセスおよび機能していないプロセスの出力を確
認します。

これらのプロセスは 1 つずつ存在する必要がありますが、次の例外があります。

■ マウント済みファイルシステム 1 つにつき 1 つの sam-arfind(1M) プロセスがあ
ります。

■ mcf ファイルで定義されている自動ライブラリ 1 つにつき 1 つの sam-stkd、
sam-ibm3494d、sam-sonyd、または sam-genericd プロセスがあります。詳
細は、sam-robotsd(1M) のマニュアルページを参照してください。

■ 構成およびアーカイブの負荷に応じて、ゼロ個以上の sam-arcopy(1M) プロセス
があります。

コード例 1-1 SAM-QFS デーモンの確認 

skeeball # ps -ef | grep sam-fsd | grep -v grep
    root   656     1  0 10:42:26 ?        0:00 /usr/lib/fs/samfs/sam-fsd
skeeball # ptree 656
656   /usr/lib/fs/samfs/sam-fsd
  681   sam-archiverd
    931   sam-arfind samfs2
    952   sam-arfind samfs1
  683   sam-stagealld
  682   sam-ftpd
  684   sam-stagerd
  685   sam-amld
    687   sam-catserverd 1 2
    689   sam-scannerd 1 2
    690   sam-robotsd 1 2
      691   sam-stkd 1 2 30
        692   /opt/SUNWsamfs/sbin/ssi_so 692 50014 23
        694   sam-stk_helper 1 30
skeeball #
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■ 構成および書き込みの負荷に応じて、ゼロ個以上の sam-stagerd_copy(1M) プ
ロセスがあります。

2. 構成ファイルを確認します。

sam-fsd(1M) デーモンは、次の構成ファイルを読み取ります。mcf(4)、
defaults.conf(4)、diskvols.conf(4)、および samfs.cmd(4)。sam-fsd(1M) コ
マンドを手動で実行し、エラーメッセージを確認して、これらの構成ファイルにエ
ラーがないことを確認します。コード例 1-2 で示すように、sam-fsd(1M) は、これ
らのファイルの処理中にエラーが発生した場合、SAM-QFS 環境を起動せずに終了し
ます。

構成ファイル

ソフトウェアパッケージをインストールしたあと、システムを動作可能な状態にする
ために、サイトインストールに合わせて SAM-QFS 構成ファイルをカスタマイズする
必要があります。これらの構成ファイルに構文エラーおよび入力ミスによるエラーが
あると、予期せぬ動作が発生します。表 1-1 で、関連するファイルを示します。

コード例 1-2 sam-fsd(1M) の出力

skeeball # sam-fsd
6: /dev/dsk/c1t2d0s0    10   md    samfs1     on     /dev/rdsk/c1t2d0s0
 *** Error in line 6: Equipment ordinal 10 already in use
1 error in ’/etc/opt/SUNWsamfs/mcf’
sam-fsd:Read mcf /etc/opt/SUNWsamfs/mcf failed.
skeeball #

表 1-1 構成ファイルとその場所 

構成ファイルの目的 デフォルトの場所

マスター構成ファイル /etc/opt/SUNWsamfs/mcf

st デバイスファイル /kernel/drv/st.conf

samst(7) デバイスファイル /kernel/drv/samst.conf

デバイスマッピング /etc/opt/SUNWsamfs/inquiry.conf

デフォルト設定ファイル /etc/opt/SUNWsamfs/defaults.conf

mount(1M) コマンドオプション /etc/opt/SUNWsamfs/samfs.cmd

ディスクアーカイブ構成ファイル /etc/opt/SUNWsamfs/diskvols.conf

st.conf サンプルファイル /opt/SUNWsamfs/examples/st.conf_changes

アーカイバ構成ファイル /etc/opt/SUNWsamfs/archiver.cmd
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これらのファイルの多くについては、次の項で説明します。

■ 14 ページの「/etc/opt/SUNWsamfs/mcf ファイル」

■ 18 ページの「/kernel/drv/st.conf ファイル」

■ 18 ページの「/kernel/drv/samst.conf ファイル」

■ 20 ページの「/etc/opt/SUNWsamfs/inquiry.conf ファイル」

■ 21 ページの「/etc/opt/SUNWsamfs/defaults.conf ファイル」

表 1-1 で示した残りのファイルは、このマニュアルのあとの章で説明します。

ログファイルとトレースファイル

適切なログトレースファイルを使用すると、SAM-QFS の問題の診断が大幅に簡単に
なります。表 1-2 で、関連するファイルを示します。

次の項では、障害追跡時にログファイルとトレースファイルを使用する方法について
説明します。

リリーサ構成ファイル /etc/opt/SUNWsamfs/releaser.cmd

ステージャ構成ファイル /etc/opt/SUNWsamfs/stager.cmd

リサイクラ構成ファイル /etc/opt/SUNWsamfs/recycler.cmd

表 1-2 ログファイルとトレースファイルのまとめ

ファイル デフォルトの場所

Sun StorEdge SAM-FS ロ
グファイル

構成可能。/etc/syslog.conf で定義されます。

システムメッセージファイ
ル

/var/adm/messages

デバイスログ /var/opt/SUNWsamfs/devlog/eq

デーモントレースファイル 構成可能。/var/opt/SUNWsamfs/trace で定義されま
す。

アーカイバログファイル 構成可能。archiver.cmd(4) で定義されます。

リリーサログファイル 構成可能。releaser.cmd(4) で定義されます。

ステージャログファイル 構成可能。stager.cmd(4) で定義されます。

リサイクラログファイル 構成可能。recycler.cmd(4) で定義されます。

表 1-1 構成ファイルとその場所  (続き)

構成ファイルの目的 デフォルトの場所
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■ 6 ページの「システムログの有効化」

■ 7 ページの「装置停止通知の有効化」

■ 7 ページの「デーモントレースの有効化」

■ 8 ページの「デバイスログの有効化」

システムログの有効化

SAM-QFS ソフトウェアは、標準の Sun StorEdge SAM-FS ログファイルインタ
フェースを使用してログエントリを作成します (syslogd(1M)、syslog.conf(4)、
syslog(3C) を参照してください)。すべてのログは、「レベル」と「機能」に基づい
て作成されます。レベルは、レポートの対象となる条件の重大度を表します。機能
は、syslogd(1M) デーモンと情報を共有するシステムの構成要素を表します。
SAM-QFS ソフトウェアはデフォルトで、機能 local7 を使用します。

▼ システムログを有効にする

syslogd(1M) デーモンを有効にして SAM-QFS ソフトウェアからシステムログ用の
情報を受け取るには、次の手順を行います。

1. /etc/syslog.conf ファイルに、ログを有効にする行を追加します。

たとえば、次のような行を追加します。

この行は、/opt/SUNWsamfs/examples/syslog.conf_changes からコピーでき
ます。このエントリは 1 行に収まっており、各フィールドは、空白文字ではなく、タ
ブで区切られています。

2. touch(1) を使用して、空の /var/adm/sam-log ファイルを作成します。

例:

3. syslogd(1M) プロセスに SIGHUP 信号を送信します。

例:

local7.debug /var/adm/sam-log

skeeball # touch /var/adm/sam-log

コード例 1-3 SIGHUP を syslogd(1M) に送信

skeeball # ps -ef | grep syslogd | grep -v grep
    root   216     1  0   Jun 20 ?        0:00 /usr/sbin/syslogd
skeeball # kill -HUP 216
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4. vi(1) または別のエディタを使用して defaults.conf ファイルを開き、デバッグレ
ベルを追加します。(省略可能)

この手順は、ログレベルを上げる場合にのみ実行します。

defaults.conf ファイルで debug キーワードを使用して、SAM-QFS デーモンが
システムメッセージをログに記録するためのデバッグフラグのデフォルトレベルを設
定できます。この行の構文は次のとおりです。

デフォルトのデバッグレベルは logging なので、debug=logging がデフォルトの
指定です。option-list には、空白文字で区切られたデバッグオプションのリストを指
定します。利用可能なオプションの詳細については、samset(1M) と 
defaults.conf(4) のマニュアルページを参照してください。

装置停止通知の有効化

ロボットデーモン sam-robotsd(1M) は、SAM-QFS システムのメディアチェン
ジャー制御デーモンの実行を開始および監視します。mcf ファイルで定義されたメ
ディアチェンジャーがある場合、sam-amld(1M) デーモンは、自動的に 
sam-robotsd(1M) デーモンを開始します。詳細は、sam-robotsd(1M) のマニュア
ルページを参照してください。

sam-robotsd(1M) デーモンは、リムーバブルメディアデバイスが down または off 
としてマークされたときに、/opt/SUNWsamfs/sbin/dev_down.sh 通知スクリプ
トを実行します。デフォルトでは、関連情報を含む電子メールを root に送信しま
す。syslogd(1M) を使用するように、またはサイトで使用しているシステム管理ソ
フトウェアとインタフェースを取るようにカスタマイズできます。詳細については、
dev_down.sh(4) のマニュアルページを参照してください。

デーモントレースの有効化

defaults.conf(4) ファイルの設定を構成することによって、デーモントレースを
有効にできます。コード例 1-4 で、defaults.conf(4) ファイルで使用する構文を示
します。

debug = option-list

コード例 1-4 すべてのデーモンのデーモントレースを有効にする構文

trace
all = on
endtrace
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コード例 1-4 は、すべてのデーモンに対してデーモントレースを有効にします。シス
テムは、各デーモンのトレースファイルを次のデフォルトの場所に書き込みます。

また、sam-archiverd(1M)、sam-catserverd(1M)、sam-fsd(1M)、
sam-ftpd(1M)、sam-recycler(1M)、および sam-stagerd(1M) プロセスのト
レースファイルは、個別にオンにできます。コード例 1-5 は、
/var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-archiverd のアーカイバのデーモントレース
を有効にし、アーカイバトレースファイルの名前を filename に設定し、option-list で
定義したとおりにトレースファイルに含めるオプションのトレースイベントまたは要
素のリストを定義します。

デフォルトでは、デーモントレースファイルは自動的に切り換えられないことに注意
してください。その結果、トレースファイルが非常に大きくなり、/var ファイルシ
ステムがいっぱいになることがあります。daemon-name.size パラメータを使用し
て、defaults.conf(4) ファイルでトレースファイルの自動切り換えを有効にでき
ます。

トレースファイルが指定されたサイズに達すると、sam-fsd(1M) デーモンが 
trace_rotate.sh(1M) スクリプトを呼び出します。現在のトレースファイルの名
前は filename.1 に変更され、次に新しいファイルの名前は filename.2 に変更されま
す。同様にファイル名を変更し、7 世代まで作成されます。コード例 1-5 では、アー
カイバトレースファイルが 10M バイトに達したときに、ファイルを切り換えます。

選択できるイベントの詳細については、defaults.conf(4) のマニュアルページを
参照してください。

デバイスログの有効化

SAM-QFS システムは、アーカイブデバイス (自動ライブラリおよびテープドライブ) 
のメッセージを /var/opt/SUNWsamfs/devlog に保存されるログファイルに書き
込みます。このファイルディレクトリには、各デバイスごとに 1 つのログファイルが
作成され、これらのファイルにはデバイス固有の情報が含まれます。各リムーバブル
メディアデバイスごとに独自のデバイスログがあり、mcf ファイルで定義された装置

/var/opt/SUNWsamfs/trace/daemon_name

コード例 1-5 sam-archiverd(1M) のトレースを有効にする構文

trace
sam-archiverd = on
sam-archiverd.file = filename
sam-archiverd.options = option-list
sam-archiverd.size = 10M
endtrace
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番号 (eq) によってファイル名が付けられます。履歴 (装置タイプ hy) のデバイスログ
ファイルもあります。ファイル名は mcf ファイルで定義されている最も高い eq に 1 
を加算したものです。

defaults.conf(4) ファイルで devlog キーワードを使用し、次の構文を使用して
デバイスログを設定できます。

eq に all を設定した場合、option-list で指定されたイベントフラグがすべてのデバイ
スに設定されます。

option-list には、空白文字で区切られた devlog イベントオプションのリストを指定
します。option-list を省略した場合、デフォルトのイベントオプションは err、
retry、syserr、および date です。使用できるイベントオプションのリストにつ
いては、samset(1M) のマニュアルページを参照してください。

samset(1M) コマンドを使用して、コマンド行からデバイスログをオンにできます。
デバイスログはシステムでは管理されないため、ログファイルを定期的に切り換える
ポリシーを各サイトで実装する必要があります。

コード例 1-6 で、デフォルトの出力設定を使用したデバイスログの出力例を示しま
す。これは、9840A テープドライブの最初の初期化を示しています。ドライブは、
mcf ファイルで装置番号 31 として指定されています。

devlog eq [option-list]

コード例 1-6 デバイスログの出力例 

skeeball # cat mcf
#
# Equipment             Eq   Eq    Family   Device   Additional
# Identifier            ORD Type    Set     State    Parameters
#-----------            --- ----   ------   ------   ----------
samfs1                  10   ms    samfs1     on
/dev/dsk/c1t2d0s0       11   md    samfs1     on     /dev/rdsk/c1t2d0s0
#
samfs2                  20   ms    samfs2     on
/dev/dsk/c1t2d0s1       21   md    samfs2     on     /dev/rdsk/c1t2d0s1
#
#
#        ---------- STK ACSLS Tape Library -----------
#
# Equipment                   Eq   Eq  Family Device Additional
# Identifier                  Ord Type  Set   State  Parameters
#-----------                  --- ---- ------ ------ ----------
/etc/opt/SUNWsamfs/stk30       30  sk  stk30    on     -
/dev/rmt/0cbn                  31  sg  stk30    on     -
/dev/rmt/1cbn                  32  sg  stk30    on     -
skeeball #



10 Sun StorEdge SAM-FS 障害追跡マニュアル • 2005 年 9 月

コード例 1-6 は、9840A デバイスが初期化され、約 3 時間後に、アーカイブのために
テープがスロット 0 からテープドライブに読み込まれたことを示しています。テープ
の VSN ラベルが 3 回確認され、システムが毎回、メディアは空であると報告してい
ます。3 回確認したあと、システムはテープが空であると判断し、ラベルを付け、そ
の VSN ラベル (700181)、日付、時刻、およびメディアブロックサイズを報告しま
す。

障害追跡ユーティリティーと samexplorer(1M) 
診断レポート

SAM-QFS ソフトウェアは、いくつかの障害追跡ユーティリティーと、診断レポート 
samexplorer(1M) スクリプト (4U1 以前のバージョンでは info.sh(1M)) をサポー
トします。ここでは、これらのツールについて説明します。

skeeball # ls /var/opt/SUNWsamfs/devlog
30  31  32  33
skeeball # more /var/opt/SUNWsamfs/devlog/31
2003/06/11 11:33:31*0000 Initialized. tp
2003/06/11 11:33:31*1002 Device is STK     , 9840
2003/06/11 11:33:31*1004 Rev 1.28
2003/06/11 11:33:31*1005 Known as STK 9840 Tape(sg)
2003/06/11 11:33:37 0000 Attached to process 691
2003/06/11 14:31:29 1006 Slot 0
2003/06/11 14:31:29 0000 cdb - 08 00 00 00 50 00
2003/06/11 14:31:29 0000       00 00 00 00 00 00
2003/06/11 14:31:29 0000 sense - f0 00 80 00 00 00 50 12 00 00
2003/06/11 14:31:29 0000         00 00 00 01 00 00 00 00 00 00
2003/06/11 14:31:30 0000 cdb - 08 00 00 00 50 00
2003/06/11 14:31:30 0000       00 00 00 00 00 00
2003/06/11 14:31:30 0000 sense - f0 00 80 00 00 00 50 12 00 00
2003/06/11 14:31:30 0000         00 00 00 01 00 00 00 00 00 00
2003/06/11 14:31:31 0000 cdb - 08 00 00 00 50 00
2003/06/11 14:31:31 0000       00 00 00 00 00 00
2003/06/11 14:31:31 0000 sense - f0 00 80 00 00 00 50 12 00 00
2003/06/11 14:31:31 0000         00 00 00 01 00 00 00 00 00 00
2003/06/11 14:31:31 3021 Writing labels
2003/06/11 14:31:32 1006 Slot 0
2003/06/11 14:31:32 3003 Label 700181 2003/06/11 14:31:31 blocksize = 262144
.
.

コード例 1-6 デバイスログの出力例  (続き)
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障害追跡ユーティリティー

表 1-3 に、SAM-QFS の構成の問題の診断に役立つユーティリティーの一覧を示しま
す。

表 1-3 で、これらのユーティリティーの一般的な形式を簡単に説明します。詳細につ
いては、関連するマニュアルページおよび SAM-QFS のマニュアル (特に『Sun 
StorEdge QFS 構成および管理マニュアル』と『Sun StorEdge SAM-FS ストレージ/
アーカイブ管理マニュアル』) を参照してください。

samexplorer(1M) スクリプト

samexplorer(1M) スクリプト (4U1 以前のバージョンでは info.sh(1M)) は、
SAM-QFS 環境からの情報を照合し、ファイル /tmp/SAMreport に書き込みます。
SAMreport に含まれる情報は、複雑な SAM-QFS の問題を診断するために重要で、
技術者に調査を依頼する場合に必要です。

SAMreport には、次の情報が含まれています。

■ パッケージ、リビジョンレベル、ライセンス情報

■ 構成ファイル (mcf(4)、archiver.cmd(4)、recycler.cmd(4)、
inquiry.conf(4)、defaults.conf(4))

■ ログファイル (sam-log、メッセージ、archiver.log、recycler.log、
releaser.log、トレースファイル)

■ メモリーダンプ情報

ログファイルを定期的に収集していないと、診断情報の重要な情報源が SAMreport 
から失われます。標準システム管理手順の一部として、サイトで総合的なログポリ
シーを実装することが重要です。

表 1-3 障害追跡ユーティリティー 

ユーティリティー 説明

sam-fsd(1M) 環境を初期化します。特に、新規インストールでの基本的な構成の
問題をデバッグします。

samu(1M) SAM-QFS システムへの全画面オペレータインタフェース。総合的
な画面に、ファイルシステムとデバイスの状態が表示されます。オ
ペレータは、ファイルシステムおよびリムーバブルメディアデバイ
スを制御できます。

sls(1) GNU ls(1M) コマンドの Sun Microsystems による拡張コマンド。
-D オプションで、拡張 SAM-QFS 属性が表示されます。

samset(1M) SAM-QFS 環境のパラメータを設定します。

samexplorer(1M) SAM-QFS 診断レポートを生成します。11 ページの
「samexplorer(1M) スクリプト」にも説明があります。
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次の場合に SAMreport を生成することをお勧めします。

■ システムパニック、コアダンプ、クラッシュ、ハングアップ、機能停止が発生し
たとき

■ システムのイベントにできるだけ近い時期

回復を試行する前に、samexplorer スクリプトを実行し、SAMreport ファイルを保
存します。再起動の前に、SAMreport を /tmp から移動します。samexplorer の機
能は、Sun Explorer Data Collector リリース 4U0 と完全に一体化しています。ただ
し、samexplorer は、素早く簡単に収集でき、迅速な診断のために上位の技術者に
送信できる SAM-QFS 環境用に調整した、集中したデータのセットを提供します。

一般的な問題

次の項では、診断および修正が可能なシステム構成のさまざまな問題について説明し
ます。

■ 12 ページの「ハードウェア構成の問題」

■ 13 ページの「SAN 接続デバイスの構成の問題」

ハードウェア構成の問題

SAM-QFS の問題は、ハードウェア関係の問題として現れることがあります。広範囲
な障害追跡を実行する前に、次のことを確認してください。

■ システムのハードウェアが正しく設定され、SAM-QFS システムから参照できる。

■ SAM-QFS で操作できるように、デバイスが正しく識別され、構成されている。

▼ ハードウェアを確認する

ハードウェア構成を確認する最も簡単な方法は、次の手順を実行することです。ただ
し、この手順を実行するには、システムを停止する必要があります。システムを停止
できない場合は、/var/adm/messages ファイルで、最後の再起動以降のデバイス
チェックインメッセージを調べてください。

Solaris OS がサーバーに接続されているデバイスと通信できることを確認するには、
次の手順を実行します。

1. システムを停止します。

2. ok プロンプトで probe-scsi-all コマンドを実行します。

3. 起動シーケンスメッセージを監視します。

メッセージの監視中に、正しいデバイスがチェックインされていることを確認しま
す。
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コード例 1-7 は、st テープデバイスのチェックインを示しています。

デバイスが応答しない場合は、Solaris OS 用にデバイスを構成する方法について、
Solaris のマニュアルを参照してください。

インストールまたは構成の問題を診断する手順で、ハードウェアが正しく設置および
構成されていることを確認し、ハードウェアの障害がないことを確認したら、次に、
正しい SAM-QFS デーモンが実行されていることを確認します。デーモンの詳細につ
いては、2 ページの「デーモン」を参照してください。

SAN 接続デバイスの構成の問題

cfgadm(1M) コマンドを使用して、ファイバチャネルドライブや自動ライブラリなど
の SAN 接続デバイスが構成され、Solaris OS で参照できることを確認する必要があ
ります。コード例 1-8 に、ファブリック接続されたライブラリコントローラおよびド
ライブの場合を示します。

コード例 1-7 st テープデバイスのチェックイン

Jun  9 13:29:39 skeeball scsi: [ID 365881 kern.info] 
/pci@1f,0/pci@1/scsi@3/st@4,0 (st18):
Jun  9 13:29:39 skeeball     <StorageTek 9840>
Jun  9 13:29:39 skeeball scsi: [ID 193665 kern.info] st18 at glm2: target 4 lun 0
Jun  9 13:29:39 skeeball genunix: [ID 936769 kern.info] st18 is 
/pci@1f,0/pci@1/scsi@3/st@4,0
Jun  9 13:29:39 skeeball scsi: [ID 365881 kern.info] 
/pci@1f,0/pci@1/scsi@3/st@5,0 (st19):
Jun  9 13:29:39 skeeball     <StorageTek 9840>
Jun  9 13:29:39 skeeball scsi: [ID 193665 kern.info] st19 at glm2: target 5 lun 0
Jun  9 13:29:39 skeeball genunix: [ID 936769 kern.info] st19 is 
/pci@1f,0/pci@1/scsi@3/st@5,0.
.

コード例 1-8 cfgadm(1M) コマンドの出力 

# cfgadm -al
Ap_Id                   Type            Receptacle      Occupant        Condition
n
c0                      scsi-bus        connected       configured      unknown
c0::dsk/c0t0d0          disk            connected       configured      unknown
c0::dsk/c0t6d0          CD-ROM          connected       configured      unknown
c1                      scsi-bus        connected       configured      unknown
c2                      scsi-bus        connected       unconfigured    unknown
c4 fc-fabric       connected       configured      unknown
c4::210000e08b0645c1 unknown connected       unconfigured    unknown
.
.
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デバイスが未構成の状態の場合、cfgadm(1M) コマンドと -c configure オプションを
使用して、Solaris 環境に対してデバイスを構成します。ファイバチャネルテープデ
バイスおよびライブラリの SAN 構成規則を理解する必要があります。詳細について
は、最新の Sun StorEdge Open SAN Architecture または SAN Foundation Kit 
Package のマニュアルを参照してください。

構成ファイルの障害追跡
ここでは、Sun StorEdge SAM-FS および Sun StorEdge QFS の構成ファイルの問題を
識別する特定の障害追跡手順について説明します。

/etc/opt/SUNWsamfs/mcf ファイル

mcf(4) ファイルは、SAM-QFS のデバイスおよびデバイスファミリセットを定義しま
す。

mcf ファイルは、sam-fsd(1M) が開始するときに読み取られます。このファイル
は、sam-fsd の実行中を含めていつでも変更できますが、デーモンを再起動するま
で sam-fsd(1M) は mcf ファイルの変更を認識しません。コード例 1-9 に、
SAM-QFS 環境の mcf ファイルを示します。

c4::500104f00041182b    med-changer     connected       configured      unknown
c4::500104f00043abfc    tape            connected       configured      unknown
c4::500104f00045eeaf    tape            connected       configured      unknown
c4::5005076300416303    tape            connected       configured      unknown
.

コード例 1-9 SAM-QFS mcf ファイルの例 

#

# SAM-QFS ファイルシステムの構成例
#
# Equipment       Eq Eq Family Dev Additional
# Identifier      Or Tp Set    St  Parameters
# --------------- -- -- ------ --- ----------
samfs1            60 ms samfs1
/dev/dsk/c1t1d0s6 61 md samfs1 on
/dev/dsk/c2t1d0s6 62 md samfs1 on
/dev/dsk/c3t1d0s6 63 md samfs1 on
/dev/dsk/c4t1d0s6 64 md samfs1 on
/dev/dsk/c5t1d0s6 65 md samfs1 on

コード例 1-8 cfgadm(1M) コマンドの出力  (続き)
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mcf ファイルの詳細な形式については、『Sun StorEdge QFS 構成および管理マニュ
アル』を参照してください。

mcf ファイルの最も一般的な問題は、構文エラーおよび入力ミスによるエラーです。
sam-fsd(1M) コマンドは、mcf ファイルのデバッグに役立つツールです。mcf ファ
イルの処理中に sam-fsd(1M) がエラーを検出すると、Sun StorEdge SAM-FS ログ
ファイルにエラーメッセージが書き込まれます (構成されている場合)。次に示すその
ほかのファイルで検出されたエラーがある場合は、これらのエラーもレポートされま
す。

■ diskvols.conf

■ samfs.cmd

■ defaults.conf

新しく作成された、または変更された mcf ファイルに対して sam-fsd(1M) コマンド
を実行し、エラーメッセージを確認します。必要に応じて、mcf ファイルを訂正し、
sam-fsd(1M) コマンドを再実行し、エラーが訂正されたことを確認します。すべて
のエラーがなくなるまで、この手順を繰り返します。mcf ファイルのエラーがなく
なったら、SIGHUP コマンドを送信し、sam-fsd(1M) デーモンを再初期化します。
コード例 1-10 に、この処理を示します。

#
samfs2             2 ms samfs2
/dev/dsk/c1t1d0s0 15 md samfs2 on
/dev/dsk/c1t0d0s1 16 md samfs2 on
#
/dev/samst/c0t2d0 20 od -      on
#
/dev/samst/c1t2u0 30 rb hp30   on   /var/opt/SUNWsamfs/catalog/hp30_cat
/dev/samst/c1t5u0 31 od hp30   on
/dev/samst/c1t6u0 32 od hp30   on
#
/dev/rmt/0cbn     40 od -      on
#
/dev/samst/c1t3u1 50 rb ml50   on   /var/opt/SUNWsamfs/catalog/ml50_cat
/dev/rmt/2cbn     51 tp ml50   on

コード例 1-10 mcf ファイルの確認 

skeeball # sam-fsd
6: /dev/dsk/c1t2d0s0    10   md    samfs1     on     /dev/rdsk/c1t2d0s0
 *** Error in line 6: Equipment ordinal 10 already in use
1 error in ’/etc/opt/SUNWsamfs/mcf’
sam-fsd:Read mcf /etc/opt/SUNWsamfs/mcf failed.
skeeball #
skeeball # cat mcf
#

コード例 1-9 SAM-QFS mcf ファイルの例  (続き)
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# Equipment             Eq   Eq    Family   Device   Additional
# Identifier            ORD Type    Set     State    Parameters
#-----------            --- ----   ------   ------   ----------
samfs1                  10   ms    samfs1     on
/dev/dsk/c1t2d0s0       10   md    samfs1     on
#
samfs2                  20   ms    samfs2     on
/dev/dsk/c1t2d0s1       21   md    samfs2     on
#
#
#        ---------- STK ACSLS Tape Library -----------
#
# Equipment                   Eq   Eq  Family Device Additional
# Identifier                  Ord Type  Set   State  Parameters
#-----------                  --- ---- ------ ------ ----------
/etc/opt/SUNWsamfs/stk30       30  sk  stk30    on
/dev/rmt/0cbn                  31  sg  stk30    on    
/dev/rmt/1cbn                  32  sg  stk30    on    
skeeball #
<correct error>
skeeball #
skeeball # sam-fsd
Trace file controls:
sam-archiverd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-archiverd
              cust err fatal misc proc date
              size    0    age 0
sam-catserverd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-catserverd
              cust err fatal misc proc date
              size    0    age 0
sam-fsd       /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-fsd
              cust err fatal misc proc date
              size    0    age 0
sam-ftpd      /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-ftpd
              cust err fatal misc proc date
              size    0    age 0
sam-recycler  /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-recycler
              cust err fatal misc proc date
              size    0    age 0
sam-sharefsd  /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-sharefsd
              cust err fatal misc proc date
              size    0    age 0
sam-stagerd   /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-stagerd
              cust err fatal misc proc date
              size    0    age 0
Would stop sam-archiverd()
Would stop sam-ftpd()
Would stop sam-stagealld()

コード例 1-10 mcf ファイルの確認  (続き)
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config オプションを指定して samd(1M) コマンドを実行するか (コード例 1-10 を参
照)、SIGHUP 信号を sam-fsd(1M) に送信して、実行中のシステムに対する mcf 
ファイルの変更を有効にします。sam-fsd(1M) を再初期化して mcf ファイルの変更
を認識させる手順は、mcf ファイルで行った変更の性質によって異なることに注意し
てください。特定の場合に実行する手順の詳細については、『Sun StorEdge QFS 構
成および管理マニュアル』を参照してください。

mcf のドライブ順序が直接接続ライブラリと一致することの
確認

複数のドライブが含まれるライブラリでは、mcf ファイルでのドライブエントリの出
現順序が、ライブラリコントローラで識別される順序と一致している必要がありま
す。ライブラリコントローラが最初のドライブとして識別するドライブは、mcf で、
そのライブラリの最初のドライブエントリである必要があり、そのほかのドライブも
同様です。直接接続ライブラリのドライブ順序を確認するには、『Sun StorEdge 
SAM-FS インストールおよびアップグレードの手引き』の「ドライブ順序の検査」の
項の手順に従います。

mcf のドライブ順序がネットワーク接続ライブラリと一致す
ることの確認

ネットワーク接続ライブラリは、直接接続とは異なる手順を使用します。この違い
は、ネットワーク接続ライブラリのドライブ順序がライブラリコントローラソフト
ウェアによって定義されるために生じます。

たとえば、ネットワーク接続された StorageTek ライブラリの場合、ACSLS パラメー
タファイルのドライブマッピングが、ACSLS インタフェースで表されるドライブと
一致する必要があります。この場合の手順は、フロントパネルなしのライブラリの場
合と似ていますが、ACSLS パラメータファイルのマッピングが正しいことを確認す
る追加の確認が必要です。

Would stop sam-stagerd()
Would stop sam-amld()
skeeball #
skeeball # samd config
skeeball #

コード例 1-10 mcf ファイルの確認  (続き)
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/kernel/drv/st.conf ファイル

SAM-QFS ソフトウェアと互換性のあるテープデバイスの一部は、Solaris オペレー
ティングシステム (OS) カーネルでデフォルトではサポートされません。ファイル 
/kernel/drv/st.conf は、サポートされるすべてのテープドライブ用の Solaris 
st(7D) テープドライバ構成ファイルです。このファイルを変更して、通常はサポー
トされないドライブを SAM-QFS システムで機能させることができます。st.conf 
ファイルを更新せずに、または間違った変更を行なって SAM-QFS 環境でこのような
デバイスを使用しようとすると、次のようなメッセージがデバイスログファイルに書
き込まれます。

Solaris OS でサポートされないデバイスが構成に含まれている場合は、次のファイル
で st.conf ファイルの変更方法を調べてください。

たとえば、IBM LTO ドライブは、デフォルトでは Solaris カーネルでサポートされま
せん。コード例 1-11 で、IBM LTO ドライブを SAM-QFS 環境に含めるために、
st.conf ファイルに追加する必要がある行を示します。

st.conf ファイルは、st ドライバが読み込まれるときにだけ読み取られます。その
ため、/kernel/drv/st.conf ファイルを変更した場合は、システムが変更を認識
するように、次の操作のいずれかを実行します。

■ unload(1M) コマンドと modload(1M) コマンドを使用して、ドライバを再読み込
みします。

■ システムを再起動します。

/kernel/drv/samst.conf ファイル

SCSI メディアチェンジャーおよび光磁気ディスクドライブ用の samst(7) ドライバ
は、直接接続 SCSI またはファイバチャネルテープライブラリおよび光磁気ディスク
ドライブおよびライブラリに対して使用します。

Aug  3  19:43:36 samfs2 scanner[242]: Tape device 92 is default 
type. Update /kernel/drv/st.conf

/opt/SUNWsamfs/examples/st.conf_changes

コード例 1-11 st.conf に追加する行

"IBM    ULTRIUM-TD1",           "IBM Ultrium",  "CLASS_3580",
CLASS_3580      =       1,0x24,0,0x418679,2,0x00,0x01,0;
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インストール処理の一部として、SAM-QFS ソフトウェアは、インストールを開始す
る pkgadd(1M) コマンドが入力される前に接続され、システムで認識されていたす
べてのデバイスのエントリを /dev/samst ディレクトリに作成します。

pkgadd(1M) コマンドを実行したあとでデバイスを追加した場合は、次のように 
devfsadm(1M) コマンドを使用して、適切なデバイスエントリを /dev/samst に作
成する必要があります。

コマンドを実行したあと、/dev/samst にデバイスエントリが作成されたことを確
認します。作成されていない場合は、再構成再起動を実行し、エントリを作成し直し
てください。

自動ライブラリコントローラ用の /dev/samst デバイスがない場合は、
samst.conf ファイルを更新する必要があります。通常、ファイバチャネルライブ
ラリ、7 より大きなターゲットがあるライブラリ、0 より大きな LUN があるライブ
ラリでは、samst.conf ファイルを更新する必要があります。これらのライブラリ
のサポートを追加するには、次のような行を /kernel/drv/samst.conf ファイル
に追加します。

この例の行で、500104f00041182b は、ファイバ接続自動ライブラリの WWN ポー
ト番号です。必要に応じて、cfgadm(1M) コマンドの出力から WWN ポート番号を
取得できます。コード例 1-12 で、このコマンドを示します。

# /usr/sbin/devfsadm -i samst

name="samst" parent="fp" lun=0 fc-port-wwn="500104f00041182b";

コード例 1-12 WWN を取得する cfgadm(1M) の使用方法

# cfgadm -al
Ap_Id           Type            Receptacle      Occupant        Condition
c0                      scsi-bus        connected       configured      unknown
c0::dsk/c0t0d0          disk            connected       configured      unknown
c0::dsk/c0t6d0          CD-ROM          connected       configured      unknown
c1                      scsi-bus        connected       configured      unknown
c2                      scsi-bus        connected       unconfigured    unknown
c4                      fc-fabric       connected       configured      unknown
c4::210000e08b0645c1    unknown connected       unconfigured    unknown
.
.
c4::500104f00041182b    med-changer     connected       configured      unknown
c4::500104f00043abfc    tape            connected       configured      unknown
c4::500104f00045eeaf    tape            connected       configured      unknown
c4::5005076300416303    tape            connected       configured      unknown
.
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ACSLS で制御される StorageTek ライブラリなど、ネットワーク接続テープライブラ
リの場合、samst ドライバは使用されず、/dev/samst デバイスエントリは作成さ
れません。

/etc/opt/SUNWsamfs/inquiry.conf ファイ
ル

/etc/opt/SUNWsamfs/inquiry.conf ファイルは、認識する SCSI デバイスまた
はファイバデバイスのベンダー ID および製品 ID の文字列を定義し、これらを 
SAM-QFS 製品文字列と照合します。inquiry.conf で定義されていないデバイスが
ある場合は、適切なデバイスエントリでファイルを更新する必要があります。ほとん
どのデバイスがファイルで定義されているため、通常、更新する必要はありません。
コード例 1-13 に、inquiry.conf ファイルの一部を示します。

このファイルを変更する必要がある場合は、変更したあと、次のコマンドを実行して 
SAM-QFS ソフトウェアを再初期化する必要があります。

再初期化中に inquiry.conf ファイルのエラーがシステムで検出された場合は、
Sun StorEdge SAM-FS ログファイルにメッセージが書き込まれます。
inquiry.conf を変更し、SAM-QFS ソフトウェアを再初期化したあと、コード例 
1-15 に示すようなエラーメッセージを確認してください。

コード例 1-13 inquiry.conf ファイルの一部

"ATL",          "ACL2640",      "acl2640"       # ACL 2640 tape library
"HP",           "C1160A",       "hpoplib"       # HP optical library
"IBM"           "03590",        "ibm3590"       # IBM3590 Tape
"MTNGATE"       "V-48"          "metd28"        # metrum v-48 tape library
"OVERLAND",     "LXB",          "ex210"  # Overland LXB2210 robot
"Quantum"       "DLT2000",      "dlt2000"       # digital linear tape
"STK",          "9490",  "stk9490"       # STK 9490 tape drive
"STK",          "97",           "stk97xx"       # STK 9700 series SCSI
"STK",          "SD-3"          "stkd3"  # STK D3 tape drive

コード例 1-14 SAM-QFS ソフトウェアの再初期化

# samd stop
# samd config

コード例 1-15 inquiry.conf の問題に関連するメッセージ

.
May 22 16:11:49 ultra1 samfs[15517]: Unknown device, eq 30 
("/dev/samst/c0t2u0"), dtype (0x8)
May 22 16:11:49 ultra1 samfs[15517]: Vender/product OVERLAND LXB.



 第 1 章 障害追跡の概要 21

/etc/opt/SUNWsamfs/defaults.conf ファイ
ル

defaults.conf 構成ファイルを使用して、SAM-QFS 環境の特定のデフォルトパラ
メータ値を設定できます。sam-fsd(1M) が開始または再構成されたときに、システ
ムが defaults.conf ファイルを読み取ります。このファイルは、
sam-fsd(1M) デーモンの実行中に、いつでも変更できます。変更は、
sam-fsd(1M) デーモンを再起動するか、信号 SIGHUP が送信されたときに、有効に
なります。多くの値を一時的に変更するには、samset(1M) コマンドを使用します。

sam-fsd(1M) コマンドは、defaults.conf(4) ファイルのデバッグにも役立ちま
す。defaults.conf(4) ファイルの処理中に sam-fsd(1M) デーモンがエラーを検出
すると、Sun StorEdge SAM-FS ログファイルにエラーメッセージが書き込まれま
す。

新しく作成された、または変更された defaults.conf(4) ファイルに対して 
sam-fsd(1M) コマンドを実行し、エラーメッセージを確認します。必要に応じて、
ファイルを訂正し、sam-fsd(1M) コマンドを再実行し、エラーが訂正されたことを
確認します。すべてのエラーがなくなるまで、この手順を繰り返します。

実行中のシステムで defaults.conf(4) ファイルを変更した場合は、
sam-fsd(1M) デーモンを再起動し、再初期化する必要があります。samd(1M) コマ
ンドと config オプションを使用して、sam-fsd(1M) を再起動します。特定の場合
に実行する手順については、『Sun StorEdge QFS 構成および管理マニュアル』を参
照してください。

障害回復への備え
次の場合にデータを取り出せるようにするには、データをバックアップし、障害回復
プロセスを計画する必要があります。

■ データが誤って削除された場合

■ 記憶メディアの障害が発生した場合

■ システムで障害が発生した場合

■ 上記の小規模または大規模な任意の組み合わせ

May 22 16:11:49 ultra1 samfs[15517]: Update /etc/opt/SUNWsamfs/inquiry.conf (see 
inquiry.conf(4)).
May 22 16:11:49 ultra1 samfs[15517]: Device being offed eq 30.
.

コード例 1-15 inquiry.conf の問題に関連するメッセージ
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メタデータと、そのほかの重要な構成データのバックアップについて必要な情報は、
第 4 章で説明しています。このマニュアルのそのほかの章では、バックアップした
データを使用して、さまざまなタイプの障害から回復する方法について説明していま
す。

バックアップとシステムダンプを行うプロセスを設定することは、障害回復への備え
の一部にすぎません。次の作業も必要です。

■ 文書化

■ ハードウェア構成、バックアップのポリシーやスクリプト、および回復プロセ
スをすべて文書に残します。 

■ 文書を印刷したコピーと、バックアップメディアのコピーをオフサイトで保管
します。

■ ファイルとシステムが復元可能であることの確認

■ 作成するすべてのスクリプトをテストします。23 ページの「バックアップスク
リプトと cron ジョブのテスト」を参照してください。

■ このマニュアルのほかの章で説明している復元手順を定期的にテストします。
22 ページの「バックアップおよび復元方法のテスト」を参照してください。

オペレーティング環境ディスクの障害回復

システムのオペレーティング環境が含まれるディスクで障害が発生した場合は、ディ
スクを交換したあとでまず「ベアメタル回復」を行う必要があります。ベアメタル回
復には、次の 2 つの方法があります。

■ オペレーティング環境、パッチ、およびバックアップされた構成ファイルを再イ
ンストールします。

この方法は、次に示す方法よりも時間がかかります。

■ 別のハードディスクに事前に作成されたシステムのイメージバックアップを復元
します。

イメージバックアップは、システム構成が変更されたときだけに作成する必要が
あります。この方法の短所は、ハードディスクを安全にオフサイトに運ぶことが
難しいことです。

バックアップおよび復元方法のテスト
この章に示す回復への備えを完了したら、次の各節に示すテストを行います。

■ 23 ページの「バックアップスクリプトと cron ジョブのテスト」

■ 23 ページの「障害回復プロセスのテスト」
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バックアップスクリプトと cron ジョブのテスト

バックアップスクリプトと cron(1) ジョブは、開発用システムまたはテストシステム
でテストしてから、すべてのシステムに展開します。

■ 各スクリプトの構文をテストする。

■ 各スクリプトを 1 つのシステムでテストする。

■ 各スクリプトを少数のシステムでテストする。

■ バックアップ中に発生する可能性があるすべてのエラーのシミュレーションを行
う。

■ ボリュームを取り出す。

■ マシンの電源を切る。

■ ネットワーク接続ケーブルを抜く。

■ バックアップサーバーまたは装置の電源を切る。

障害回復プロセスのテスト

このマニュアルのほかの章の情報を使用して、次のテストを行い、障害回復プロセス
が正常に完了するかどうかを確認します。これらのテストは定期的に行います。特
に、ソフトウェアを変更したときは必ずテストを行なってください。

■ システムにある 1 つのファイルを復元する。

■ ファイルの旧バージョンを復元する。

■ ファイルシステム全体を復元し、元のファイルシステムと比較する。

■ システムが停止したと想定して、システムを復元する。

■ オフサイトの保管場所からボリュームを取り出す。

■ 前の晩のバックアップが失敗したと想定し、システムとアーカイバのログを使用
してデータを復元する。

■ システムが破壊されたと想定し、システムのデータを復元する。

■ オペレーティング環境が含まれるディスクで障害が発生したと想定する。



24 Sun StorEdge SAM-FS 障害追跡マニュアル • 2005 年 9 月



25

第 2 章

Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェ
アの障害追跡

この章では、Sun StorEdge SAM-FS の基本的な機能の障害追跡方法を説明します。
この章の内容は、次のとおりです。

■ 25 ページの「アーカイバの障害追跡」

■ 28 ページの「リリーサの障害追跡」

■ 29 ページの「リサイクラの障害追跡」

アーカイバの障害追跡
アーカイバは、SAM-QFS のファイルを自動的にアーカイブメディアに書き込みま
す。ファイルのアーカイブと書き込みには、オペレータの操作は不要です。アーカイ
バは、SAM-QFS ファイルシステムがマウントされると自動的に起動されます。次の
ファイルにアーカイブ指示を挿入すると、アーカイバの動作をサイトのニーズに合わ
せてカスタマイズできます。

/etc/opt/SUNWsamfs/archiver.cmd

初期設定後、アーカイバが所定のタスクを行わないことがあります。次のツールを使
用して、システムのアーカイブの稼働状況を監視するようにしてください。

■ File System Manager ソフトウェア。アーカイブの稼働状況を表示するには、
「サーバー」ページに移動し、アーカイブの稼働状況を表示するサーバーの名前を
クリックします。「ジョブ」タブをクリックして「現在のジョブ概要」ページを表
示します。「ジョブ」タブで該当のローカルタブをクリックして、現在のアーカイ
ブの稼働状況、保留中のアーカイブの稼働状況、すべてのアーカイブの稼働状況の
うちのどれを表示するかを選択します。「フィルタ」メニューで「アーカイブコ
ピー」または「アーカイブスキャン」を選択し、いずれかのタイプのジョブをすべ
て表示します。
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File System Manager を使用してジョブを監視する方法についての詳細は、File 
System Manager のオンラインヘルプファイルを参照してください。

■ samu(1M) ユーティリティーの a 表示。各ファイルシステムのアーカイバ稼働状
況が表示されます。次のような、アーカイバのエラーと警告メッセージも表示さ
れます。

samu(1M) ユーティリティーの a 表示には、ファイルシステムごとのメッセージ
が含まれます。このメッセージは、アーカイバが .inodes ファイルを次に走査す
る時間、および現在アーカイブされているファイルを示しています。

■ アーカイブログ。これらのログは、archiver.cmd ファイルで定義することがで
きます。また、定期的に監視することによって、ファイルがボリュームにアーカ
イブされていることを確認できます。アーカイブログは大きくなりすぎることが
あるため、手動で、または cron(1) ジョブを使用して、定期的にサイズを縮小す
ることをお勧めします。データの回復に必要な情報が含まれているため、これら
のログファイルをアーカイブして保管してください。

■ sfind(1)。このコマンドを使用して、アーカイブ解除ファイルの有無を定期的に
チェックします。アーカイブ解除ファイルがある場合には、アーカイブされない
理由を確認してください。

■ sls(1)。有効なアーカイブのコピーが存在していないかぎり、ファイルは解放対
象となりません。sls -D コマンドは、ファイルに関する i ノード情報を表示し、
これには、コピー情報も含まれます。

注 – sls -D コマンドの出力で、ファイルに archdone という単語が付いているこ
とがあります。これは、そのファイルのアーカイブコピーがあることを示すものでは
ありません。そのファイルがアーカイバによって走査され、アーカイバ自身に関連付
けられた作業がすべて完了したことを示すだけです。アーカイブのコピーが存在する
のは、sls(1) コマンドを実行してコピー情報が表示された場合だけです。

カートリッジ容量の不足やカートリッジがないことを示すメッセージが表示されるこ
とがあります。これらのメッセージは、次のとおりです。

■ アーカイブセットにカートリッジが割り当てられていない場合、アーカイバは次
のメッセージを出力します。

Errors in archiver commands - no archiving will be done

No volumes available for Archive Set setname
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■ アーカイブセットに割り当てられているカートリッジの容量がなくなった場合、
アーカイバは次のメッセージを出力します。

ファイルがアーカイブされない理由

次のチェックリストは、Sun StorEdge SAM-FS 環境がファイルをアーカイブしない
理由を示すものです。

■ archiver.cmd ファイルに構文エラーがある。archiver -lv コマンドを実行し
てエラーを確認し、フラグが設定されている行を修正します。

■ archiver.cmd ファイルに wait 指示が入っている。wait 指示を削除するか、
samu(1M) ユーティリティーの :arrun コマンドを使用して上書きします。

■ 使用可能なボリュームがない。これは、archiver(1M) –lv コマンド出力で表示
されます。必要に応じてボリュームを追加します。既存のカートリッジをエクス
ポートし、自動ライブラリのスロットを解放する必要がある場合があります。

■ アーカイブセット用ボリュームに空きがない。カートリッジをエクスポートして
新しいカートリッジと交換するか (新しいカートリッジに必ずラベル付けする)、
あるいはカートリッジをリサイクルします。リサイクルについての詳細は、104 
ページの「破損したテープをリサイクルする (ほかにコピーがある場合)」を参照
してください。

■ archiver.cmd ファイルの VSN セクションのメディアのリストが正しくない。
正規表現と VSN プールが正しく定義されていることを確認します。

■ ファイルをアーカイブできる十分な空間がボリューム上にない。ファイルが大き
く、ボリュームにほとんど空きがない場合には、Sun StorEdge SAM-FS 環境にお
ける上限までカートリッジがいっぱいになっている可能性があります。その場合
には、カートリッジを追加するか、あるいはリサイクルします。

-join path パラメータが指定されており、かつディレクトリ内のすべてのファ
イルをアーカイブできる十分な空間を持つボリュームがない場合、アーカイブは
行われません。カートリッジの追加またはリサイクルを行うか、パラメータ 
-sort path または -rsort path を使用します。

■ archiver.cmd ファイルで、サイズの大きいファイルを含むディレクトリやファ
イルシステムを対象として no_archive 指示が設定されています。

■ archive(1) -n (archive never) コマンドを使用して指定したディレクトリの数が
多すぎるため、ファイルがアーカイブされません。

■ サイズの大きいファイルがビジー状態にある。このため、ファイルがアーカイブ
経過時間に達することがなく、アーカイブされません。

■ 自動ライブラリのハードウェアや構成に問題がある。

No space available on Archive Set setname
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■ クライアントとサーバーのネットワーク接続に問題がある。クライアントとサー
バーの間に通信が確立されていることを確認します。

そのほかのアーカイバ診断

アーカイバの障害追跡を行う際には、上記のチェックリスト以外に、次の点も確認し
てください。

■ syslog ファイル (デフォルトの場合、/var/adm/sam-log)。このファイルには、
問題の原因を示すアーカイバメッセージが入っていることがあります。

■ ボリューム容量。必要なすべてのボリュームが利用可能であり、アーカイブ用の
容量が十分にあることを確認します。

■ 原因不明の過剰なカートリッジの稼働をアーカイバが引き起こしているか、ある
いはアーカイバが何も処理を行わないような場合には、トレース機能を起動し
て、トレースファイルを確認します。トレースファイルについては、
defaults.conf(4) のマニュアルページを参照してください。

■ アーカイバプロセス (sam-archiverd) に対して truss(1) -p pid コマンドを使
用して、どのシステムコールが応答していないかを確認します。truss(1) コマン
ドの詳細については、truss(1) のマニュアルページを参照してください。

■ showqueue(1M) コマンドを使用して、アーカイブ待ち行列ファイルの内容を表示
します。このコマンドにより、スケジューリングやアーカイブが行われている
アーカイバ要求の状態を監視できます。スケジューリングが行えないアーカイブ
要求は、その理由を示すメッセージが生成されます。このコマンドは、アーカイ
ブの進行状況も表示します。

ファイルが解放されない理由

アーカイバとリリーサが同時に稼働することにより、ディスクキャッシュ上で利用で
きるデータ量が調整されます。ディスクキャッシュからファイルが自動的に解放され
ない場合、その主な理由は、これらのファイルのアーカイブが行われていないからで
す。

ファイルが解放されない理由についての詳細は、次の項目を参照してください。

リリーサの障害追跡
リリーサがファイルを解放しない場合の原因はいくつかあります。可能性としては、
次のような原因が考えられます。
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■ 解放できるファイルは、アーカイブ済みのものだけです。アーカイブのコピーが
存在しない可能性があります。詳細については、27 ページの「ファイルがアーカ
イブされない理由」を参照してください。

■ ファイルを解放しないようにアーカイバが要求した。これは、次の状況で発生す
る可能性があります。

■ コピーをもう 1 つ作成するため、アーカイバによってオフラインファイルに書
き込みが行われたばかりである。

■ archiver.cmd ファイルの –norelease 指示が設定されているときに、
–norelease のフラグが付いたコピーがアーカイブされていない。リリーサの
サマリー出力は、archnodrop フラグが設定されているファイルの総数を表示
します。

■ ファイルが部分的解放の対象として設定されている。ファイルサイズが、ディス
ク割り当て単位 (DAU) サイズ (ブロックサイズ) に切り上げられた部分サイズと同
じまたは小さい。

■ ファイルの常駐性が過去 min_residence_age 分の間に変更された。

■ release -n コマンドにより、ディレクトリとファイルの解放が禁止されてい
る。

■ archiver.cmd ファイルに設定されている -release n オプションの対象であ
るディレクトリとファイルが多すぎる。

■ リリーサの最高ウォーターマークの設定値が高すぎるため、自動解放の発生時期が
遅すぎる。samu(1M) ユーティリティーの m 表示または File System Manager に
よって確認し、設定値を下げる必要があります。

■ リリーサの最低ウォーターマークの設定値が高すぎるため、自動解放の停止が早す
ぎる。samu(1M) ユーティリティーの m 表示または File System Manager によって
確認し、設定値を下げる必要があります。

■ サイズの大きいファイルがビジー状態にある。これらのファイルは、アーカイブ
経過時間に達することも、アーカイブされることも、解放されることもありませ
ん。

リサイクラの障害追跡
リサイクラでは、呼び出し時に次のようなメッセージが生成される場合に、最も頻繁
に問題が生じます。

次のいずれかの条件下で、リサイクラはこのメッセージを生成することがあります。

Waiting for VSN mo:OPT000 to drain, it still has 123 active archive 
copies.
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■ 条件 1: ボリューム上の 123 個のアーカイブのコピーを、アーカイバが再アーカイ
ブできなかった。

■ 条件 2: 123 個のアーカイブのコピーが、ファイルシステム内のファイルを参照せ
ず、123 個のメタデータアーカイブのコピーを参照している。

条件 1 が存在する理由としては、次のいずれかが考えられます。

■ 再アーカイブが必要なファイルが no_archive とマークされている。

■ 再アーカイブが必要なファイルが no_archive アーカイブセットに属している。

■ 利用できる VSN がないため、ファイルをアーカイブできない。

■ archiver.cmd ファイルに wait 指示が含まれている。

どの条件が該当するのかを確認するには、-v オプションを指定してリサイクラを実
行します。コード例 2-1 に示すように、このオプションは、リサイクラログファイル
で、123 個のアーカイブコピーに関連付けられたファイルのパス名を表示します。

この出力例では、「Cannot find pathname...」というテキストを含む 1 つの
メッセージ、および 7 つのパス名を含むメッセージが表示されます。空にならないと
いう LSDAT1 の問題を解決するには、この 7 つのファイルを再アーカイブできない
理由を特定する必要があります。7 つのファイルの再アーカイブを行うと、ファイル
と関連付けられていないアーカイブのコピーは 1 つだけとなります。こういった事態
が発生するのは、システムに障害が発生したために、.inodes ファイルが部分的に
破壊された場合だけです。

パス名の検索に関する問題を解決するには、samfsck(1M) を実行して、親のない i 
ノードを回収します。samfsck(1M) を実行しないことを選択した場合や、
samfsck(1M) を実行するためのファイルシステムのマウント解除ができない場合に
は、recycler -v の出力に有効なアーカイブのコピーがないことを確認してから
カートリッジを手動で再ラベル付けすることができます。ただし、リサイクラは、
.inodes ファイルに残っている無効な i ノードを引き続き検出するので、この VSN 
が再度リサイクルの候補となった場合には、同じ問題が発生する可能性があります。

コード例 2-1 リサイクラメッセージ 

Archive copy 2 of /sam/fast/testA resides on VSN LSDAT1

Archive copy 1 of /sam3/tmp/dir2/filex resides on VSN LSDAT1

Archive copy 1 of Cannot find pathname for file system /sam3 
inum/gen 30/1 resides on VSN LSDAT1

Archive copy 1 of /sam7/hgm/gunk/tstfilA00 resides on VSN LSDAT1

Archive copy 1 of /sam7/hgm/gunk/tstfilF82 resides on VSN LSDAT1

Archive copy 1 of /sam7/hgm/gunk/tstfilV03 resides on VSN LSDAT1

Archive copy 1 of /sam7/hgm/gink/tstfilA06 resides on VSN LSDAT1

Archive copy 1 of /sam7/hgm/gink/tstfilA33 resides on VSN LSDAT1

Waiting for VSN dt:LSDAT1 to drain, it still has 8 active archive 
copies.
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リサイクラがリサイクル対象の VSN を選択できなかった場合も問題となります。各 
VSN が拒否された理由を確認するには、-d オプションを指定してリサイクラを実行
します。この結果、リサイクラがリサイクル対象の VSN を選択する方法に関する情
報が表示されます。
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第 3 章

File System Manager の障害追跡

この章では、File System Manger ソフトウェアを使用しているときに発生する可能
性がある問題の障害追跡方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 33 ページの「File System Manager のメッセージ」

■ 35 ページの「ログファイルとトレースファイル」

■ 40 ページの「遠隔手続き呼び出し (RPC) デーモン情報」

File System Manager のメッセージ
ここでは、File System Manager ソフトウェアの使用時に表示されることがあるメッ
セージをいくつか示します。

メッセージ:

An unrecoverable error occurred during the page display.
If the problem persists, please restart the web server.

処置:

「ホーム」ボタンをクリックして、「Server Selection」ページに戻ります。これは 
File System Manager アプリケーションのデフォルトページです。

「Server Selection」ページが表示されない場合は、Web サーバーに移動し、次のコ
マンドを入力して Web サーバーを再起動してください

問題が解決しない場合は、ご購入先に連絡してください。

# /usr/sbin/smcwebserver restart
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メッセージ:

HTTP 500 Internal server error

処置:

Web サーバーに移動し、次のコマンドを実行して Web サーバーを再起動します。

問題が解決しない場合は、ご購入先に連絡してください。

メッセージ:

The page cannot be displayed.

処置:

Web サーバーに移動し、次のコマンドを実行して Web サーバーを再起動します。

問題が解決しない場合は、ご購入先に連絡してください。

メッセージ:

Starting Sun(TM) Web Console Version 2.2.4.
Startup failed.See /var/log/webconsole/console_debug_log for 
detailed error information.

処置:

Web サーバーにある次のファイルの内容を調べます。

ポート (6789) がほかのプロセスで使用中であることがログに示されている場合は、
コード例 3-1 に示すコマンドを入力します。

問題が解決しない場合は、ご購入先に連絡してください。

# /usr/sbin/smcwebserver restart

# /usr/sbin/smcwebserver restart

/var/log/webconsole/console_debug_log

コード例 3-1 Web コンソールの再起動 

# pkill -9 noaccess
# /usr/sbin/smcwebserver restart
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メッセージ:

Failed to create the filesystem
mount_samfs:fopen(mnttab) error:: Too many open files

処置:

多数の LUN でファイルシステムを作成しようとしている場合に、このメッセージが
表示されます。この問題を修正するには、次の手順を行います。

1. ファイルシステムサーバーで、ps(1) コマンドと grep(1) コマンドを使用して、
fsmgmtd プロセスのプロセス ID を検索します。

例:

2. plimit(1) コマンドを使用して、プロセスの記述子を増やします。

例:

process-id には、プロセス番号を指定します。

3. ファイルシステムを作成します。

ログファイルとトレースファイル
File System Manager ソフトウェアのインストール後にログは自動的に有効になりま
すが、トレースが必要な場合は手動で有効にする必要があります。File System 
Manager のトレースを有効にするには、38 ページの「トレース」で説明される指示
に従います。

ログファイルまたはトレースファイルでは、ログのローテーションはサポートされて
いません。

# ps -ef | grep fsmgmtd

# plimit -n 512 process-id
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表 3-1 には、File System Manager がログおよびトレースのために使用するファイル
を示します。

次の項では、ログファイルとトレースファイルについて説明します。

File System Manager のログ

File System Manager ソフトウェアは、起動時に fsmgr.log ログファイルを作成し
ます。これはユーザーが実行した処理と、その処理が成功したかどうかに関する情報
を記録します。このファイルを削除または変更しないでください。このファイルを削
除または変更した場合は、ログは記録されなくなります。Web サーバーの再起動時
に、このファイルの内容が消去され、新しい fsmgr.log ファイルが作成されます。

File System Manager ソフトウェアは、追加のファイル 
/var/webconsole/fsmgr.log.lck を使用して、一度に 1 つのプロセスだけがロ
グファイルに書き込まれるようにします。このロックファイルを削除または変更しな
いでください。

Web サーバーのログ

Sun Common Console Framework は、/var/webconsole/console_debug_log 
ファイルを作成します。このファイルには、コンソールが使用する環境変数設定、コ
ンソールにログインしたユーザーの記録などのコンソール固有の情報が格納されま
す。

表 3-1 File System Manager ログファイルとトレースファイル

処理 ファイルの場所

ユーザーによっ
て作成されるか
どうか

File System 
Manager のロ
グ

/var/log/webconsole/fsmgr.log 不可

TomCat Web 
コンソールの
ログ

/var/log/webconsole/console_debug_log 不可

File System 
Manager と
ネーティブ
コードのト
レース

/var/log/webconsole/fsmgr.trace_syslog 可
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このファイルが大きくなりすぎた場合は、このファイルを削除しても構いません。
Web サーバーを次に再起動したときに、このファイルの別のインスタンスが作成さ
れます。

File System Manager Portal Agent の構成ファイ
ルおよびログファイル

File System Manager ソフトウェアをインストールすると、File System Manager 
Portal Agent もインストールされます。このアプリケーションは、Sun StorEdge 
Management Portal アプリケーションの情報源として動作します。デフォルトでは、
File System Manager Portal Agent は無効になります。このアプリケーションを有効
にするのは、Sun StorEdge Management Portal ソフトウェアの使用時に限定するよ
うにしてください。このエージェントは File System Manager と同じ基本ソフトウェ
アを使用します。File System Manager Portal Agent からのデータの構成およびログ
を行うために、次のファイルが使用されます。

■ /etc/opt/SUNWfsmgr/agent/conf.sh - Tomcat プロセスの起動時に使用され
る構成スクリプト。このスクリプトは、TomCat、Java、およびそのほかの重要な
コンポーネントの場所を定義します。

■ /var/opt/SUNWfsmgr/agent/tomcat/logs - 次のログファイルが含まれてい
ます。

■ catalina.out - これは一般的なログファイルです。Tomcat およびエージェン
トサーブレットから出力されたログメッセージが記録されています。エラーが
発生すると、ログメッセージがこのファイルに書き込まれます。

■ fsmgr.<date-stamp>.log - これはアプリケーションおよびサーブレットのログ
ファイルです。エージェントサーブレットの読み込みおよび実行に固有なメッ
セージが記録されています。また、基本ソフトウェアから出力されたスタック
トレースおよび重大なエラーの情報も含まれています。

このエージェントが実行されていることを確認するには、catalina.out ログファ
イルをチェックするか、ps および grep コマンドを使用してエージェントプロセス
を検索します。

# /usr/ucb/ps -augxww | grep SUNWfsmgr/agent/tomcat



38 Sun StorEdge SAM-FS 障害追跡マニュアル • 2005 年 9 月

トレース

File System Manager トレースファイルには、次の情報が記録されます。

■ 処理が成功したかどうかに関するメッセージ。

■ アプリケーションスタックで呼び出された関数。これは冗長である場合がありま
す。

■ デバッグのために開発者にとって重要なメッセージ。

デフォルトでは、トレースは有効になっていません。

▼ File System Manager およびネイティブコードのトレースを
有効にする

syslog デーモンは、File System Manager およびネイティブコードの詳細なトレー
スを実行します。File System Manager とネイティブコードの詳細なトレースを有効
にするには、次の手順を行います。

1. touch(1) コマンドを使用して、トレースファイルを作成します。

例:

2. vi(1) または別のエディタを使用して、次の行を /etc/syslog.conf ファイルに追
加します。

タブ文字を使用して、この行の 2 つのフィールドを区切ります。

3. 次のコマンドを入力します。

4. (省略可能) トレースファイルのローテーションを有効にします。

トレースファイルは非常に大きくなることがあります。logadm(1M) を使用して、
File System Manager のトレースファイルを管理します。

注 – log_rotate.sh(1M) スクリプトを使用して、File System Manager のトレース
ファイルを管理することはできません。

# touch /var/log/webconsole/fsmgr.trace_syslog

local6.debug   /var/log/webconsole/fsmgr.trace_syslog

# pkill -HUP syslogd
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▼ トレースを有効にする/トレースレベルを調整する

トレースを有効にしたり、トレースレベルを調整したりするには、次のコマンドを使
用します。

trace_level では、表 3-2 に示すいずれかの値を指定します。

fsmgr(1M) コマンドを使用して、実行時にトレースを動的に有効および無効にでき
ます。

File System Manager Portal Agent のトレース

File System Manager Portal Agent は、Sun StorEdge Management Portal アプリケー
ションの情報源として動作します。このエージェントは File System Manager と同じ
トレース機構を使用しており、どちらのアプリケーションも同じトレース出力ファイ
ルに書き込みます。トレースを有効にすると、File System Manager とこのエージェ
ントの両方に対するトレースが有効になります。そのため、このエージェントと File 
System Manager の両方が同時に実行されている場合、トレース出力の解読が困難に
なることがあります。トレースを有効にする必要がある場合、File System Manager 
とこのエージェントの両方ではなくいずれか一方を実行するのが望ましい方法です。

トレースを有効にしているのにエージェントのトレースが表示されない場合は、ト
レースログファイルのアクセス権をチェックします。このエージェントアプリケー
ションはルートとして実行されるので、ルートがトレースログファイルに書き込むた
めのアクセス権を持っていることを確認する必要があります。

# /opt/SUNWfsmgr/bin/fsmgr trace trace_level

表 3-2 trace_level の引数 

trace_level 要求されるトレース

off トレースを無効にします。

1 すべての重要なメッセージのみに対してトレースを有効にします。これには、
アプリケーション内で発生した重大なエラーが含まれます。

2 中程度に重要なメッセージに対してトレースを有効にします。これには、レベ
ル 1 のメッセージと、開発者に役立つアプリケーション内のデバッグ文が含ま
れます。

3 すべてのメッセージに対してトレースを有効にします。これには、レベル 1 お
よびレベル 2 のメッセージと、スタック上のアプリケーション内の関数の開始
ポイントおよび終了ポイントが含まれます。
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遠隔手続き呼び出し (RPC) デーモン情
報
次の手順では、RPC デーモン、fsmgmtd(1M) の障害追跡情報を示します。

▼ RPC デーモンが実行されているかどうかを調べる

次の手順に従って、RPC デーモンが実行されているかどうかを確認し、ステータス
情報を取得します。

1. SAM-QFS サーバーにログインします。

2. スーパーユーザーになります。

3. File System Manager デーモン (fsmgmtd) のステータス情報を表示します。

次のコマンドを入力して、デーモンを表示します。

デーモンが起動していない場合は、デーモンのステータスは表示されません。次のコ
マンドを入力して、デーモンを起動します。

上記のコマンドによりデーモンが起動します。デーモンが停止すると、自動的に再起
動されます。

# /opt/SUNWsamfs/sbin/fsmadm status

# /opt/SUNWsamfs/sbin/fsmadm config -a
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第 4 章

データのバックアップ

この章では、バックアップとダンプのプロセス、およびデータを安全に、障害に備え
て保存するために必要な情報を示します。

この章には、次の項目があります。

■ 42 ページの「データロスの対策と障害追跡」

■ 43 ページの「データ復元開始前の注意事項」

■ 44 ページの「データ復元の前提条件」

■ 44 ページの「障害回復に使用するメタデータ」

■ 47 ページの「SAM-QFS の障害回復機能」

■ 48 ページの「ダンプのガイドライン」

■ 49 ページの「SAM-QFS ファイルシステムのメタデータのバックアップ」

■ 51 ページの「samfsdump のダンプファイルの作成」

■ 55 ページの「障害回復用のコマンドとツール」

■ 57 ページの「samexplorer スクリプト」

■ 57 ページの「バックアップの対象と頻度」

■ 61 ページの「バックアップに関するそのほかの考慮事項」

■ 63 ページの「アーカイバのログの使用」

■ 64 ページの「障害回復用のファイルとメタデータのコピーを保存する方法と場
所」
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データロスの対策と障害追跡
表 4-1 に、データロスの一般的な原因と、それぞれの防止または対処の方法を示しま
す。

表 4-1 データロスの原因

原因 説明 推奨事項

ユーザーエラー Sun StorEdge QFS ファイルシステム
は、UNIX のスーパーユーザーメカニ
ズムによって、権限のないユーザーの
アクセスが許可されていません。

管理グループだけに管理作業を制限す
ることも可能です。

システムの再構
成

次のような原因でファイルシステムが
使用できなくなることがあります。

• SAN のコンポーネントが動的に構
成された

• システムの構成ファイルが上書き
された

• 接続コンポーネントで障害が発生
した

構成の問題が障害の原因ではな
いことが確認できたら、ファイ
ルシステムを再構築します。43 
ページの「データ復元開始前の
注意事項」、43 ページの「アク
セスできないファイルシステム
の障害追跡を行う」、119 ページ
の「災害からの回復」 を参照し
てください。

ハードウェア障
害

ハードウェア RAID で管理されてい
るディスク記憶システムは、ソフト
ウェア RAID を使用して管理されて
いるシステムと比べて、次の利点があ
ります。

• 信頼性が高い

• ホストシステムで使用される資源
が少ない

• 性能が高い

Sun StorEdge QFS ファイルシステム
でのハードウェアベースの不整合は、
ファイルシステムのマウントを解除
し、samfsck(1M) コマンドを実行す
ることで、チェックし、修正できま
す。

可能な場合はハードウェア RAID 
のディスク記憶を使用してくだ
さい。

samfsck(1M) を使用して、ファ
イルシステムでのハードウェア
ベースの整合性の問題をチェッ
クし、修正します。例について
は、43 ページの「アクセスでき
ないファイルシステムの障害追
跡を行う」を参照してくださ
い。119 ページの「災害からの回
復」も参照してください。
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データ復元開始前の注意事項
データロスと思われる問題が、実際にはケーブル接続の問題や、構成の変更を原因と
する場合があります。

注意 – ディスクまたはテープ上のデータがまったく復元できないことが確認できる
まで、ディスクの再フォーマット、テープのラベル付け、または元に戻せないそのほ
かの変更を行わないでください。
元に戻せない変更を行う前に、障害の根本的な原因を排除してください。変更を行う
場合は、なるべく変更前にバックアップを行なってください。

データ復元プロセスを開始する前に、次の「アクセスできないファイルシステムの障
害追跡を行う」の手順を実行してください。

▼ アクセスできないファイルシステムの障害追跡を
行う

1. ケーブルとターミネータをチェックします。

2. テープまたは光磁気ディスクのカートリッジから読み取れない場合は、ドライブの
ヘッドのクリーニングを行うか、あるいは別のドライブでカートリッジの読み取りを
試します。

3. ハードウェア構成の現在の状態と、文書化されたハードウェア構成を比較します。

構成のエラーが原因ではない場合は、手順 4 に進みます。

4. ファイルシステムのマウントを解除し、samfsck(1M) を実行します。

例:

5. ファイルシステムがまだアクセスできない場合は、このマニュアルのほかの章の手順
を使用して、ファイルシステムを復元します。

# umount ファイルシステム名
# samfsck ファイルシステム名
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データ復元の前提条件
SAM-QFS ファイルシステムで障害から回復するための前提条件を次に示します。

■ 最新のアーカイブのコピー

SAM-QFS を効果的に回復するには、頻繁にアーカイブを行うことがもっとも重要
です。

■ 最新のメタデータのダンプ

44 ページの「障害回復に使用するメタデータ」を参照してください。

■ アーカイバのログ

最新のメタデータがない場合は、アーカイバのログを使用して、アーカイブメ
ディアから直接ファイルシステムを再作成できます。

63 ページの「アーカイバのログの使用」を参照してください。

注 – アーカイバのログを使用する方法は、メタデータを使用してデータを取り出す
方法よりも時間を要します。そのため、この方法は推奨されません。ほかに方法がな
い場合にだけ使用してください。

障害回復に使用するメタデータ
「メタデータ」は、ファイル、ディレクトリ、アクセス制御リスト、シンボリックリ
ンク、リムーバブルメディア、セグメントに分割されたファイル、およびセグメント
に分割されたファイルのインデックスに関する情報から構成されます。メタデータ
は、紛失したデータを取り出す前に復元する必要があります。

最新のメタデータを使用して、次のようにデータを復元できます。

■ ファイルがファイルシステムから削除されていた場合も、ファイルデータを復元
できます。

■ 個々のファイルまたはファイルシステム全体を、1 つのファイルシステムから別の
ファイルシステム、または 1 つのサーバーから別のサーバーに移動できます。

.inodes ファイルの特徴

Sun StorEdge QFS ファイルシステムでは、ディレクトリの名前空間を除くすべての
メタデータが .inodes ファイルに含まれます。ディレクトリの名前空間は、ファイ
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ルが保存されたディレクトリのパス名から構成されます。.inodes ファイルは、
ファイルシステムのルート (/) ディレクトリにあります。ファイルシステムを復元す
るには、.inodes ファイルとそのほかのメタデータが必要です。

図 4-1 に、.inodes ファイルの特徴を示します。矢印は、ディスク上のファイルの
内容と、ディレクトリの名前空間に関する情報が、.inodes ファイルに含まれるこ
とを示します。名前空間には、.inodes ファイルに関する情報が含まれます。ま
た、SAM-QFS ファイルシステムでアーカイブを行った場合は、アーカイブのコピー
に関する情報も .inodes ファイルに含まれます。

図 4-1 Sun StorEdge QFS ファイルシステムの .inodes ファイル

注 – Sun StorEdge QFS にはアーカイブの機能はありません。Sun StorEdge QFS メ
タデータのバックアップ方法については、『Sun StorEdge QFS インストールおよび
アップグレードの手引き』を参照してください。

.inodes ファイルはアーカイブに保存されません。このようなファイルシステムの 

.inodes ファイルの保護の詳細については、47 ページの「SAM-QFS の障害回復機
能」および 49 ページの「SAM-QFS ファイルシステムのメタデータのバックアッ
プ」を参照してください。

/directory_path_name_a
/directory_path_name_b
. . .

/directory_path_name_N

SSun torEdge QFS Sun StorEdge SAM-QFS

/qfs/.inodes
/sam-fs/.inodes

/sam-qfs/.inodes

Sun SAM-QFS :
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ディレクトリのパス名について

図 4-1 に示すように、名前空間 (ディレクトリ形式) には、アーカイブメディアに関す
る情報は含まれません。アーカイブに保存される各ファイルのディレクトリのパス名
は、ファイルを含むアーカイブメディアの tar(1) ファイルのヘッダーにコピーされ
ますが、表 4-3 に示す理由により、tar ファイルのヘッダーにあるディレクトリのパ
ス名は、ディスク上のファイルの実際の場所と一致しなくなる場合があります。

2 つのパス名が一致しなくなる理由の 1 つは、tar ファイルのヘッダーのパス名が元
のファイルシステムを示さないためです。表 4-2 では、左側の列のディレクトリパス
名が、tar ファイルのヘッダーでは元のファイルシステム名 /samfs1 を示す構成要
素がなくなり、どのようになるかを右側の列で示します。

表 4-3 に、シナリオの例、その結果、および注意事項を示します。

アーカイブからデータを復元するときは、tar のヘッダーにあるパス名は使用しない
ため、不整合の可能性があったとしても、ほとんどの場合は、復元が可能です。アー
カイブメディアの tar のヘッダーにあるパス名は、メタデータがなく、tar コマン
ドを使用してファイルシステムを最初から再構築する必要がある場合にだけ使用しま
す。

表 4-2 フルパス名と、tar のヘッダーにあるパス名の比較

フルパス名 アーカイブメディアの tar のヘッダーにあるパス名

/samfs1/dir1/filea dir1/

dir1/filea

表 4-3 考えられる落とし穴の例

シナリオ 結果 注意事項

ファイルをディスクに
保存し、アーカイブに
保存したあと、mv(1) コ
マンドを使用するか、
あるいは 
samfsrestore(1M) を
使用して 
samfsdump(1M) の出
力ファイルから復元す
ることで、別のパスま
たはファイルシステム
に移動した。

• アーカイブのコピーはまだ有効
である。

• .inodes ファイルには、まだ
アーカイブメディアに関する情
報が含まれる。

• tar ファイルのヘッダーにある
パス名は、ディスク上の名前空
間と一致しなくなっている。

• tar ファイルのヘッダーに、
ファイルシステムの名前はな
い。

データは、ファイルシステ
ムごとに別個のテープまた
はそのほかのアーカイブメ
ディアに保存し、複数の
ファイルシステムのデータ
を混在させないでくださ
い 。
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SAM-QFS の障害回復機能
表 4-4 に示す、SAM-QFS ファイルシステムの機能によって、データの復元が合理化
および加速され、予期せずにシステムが停止したときにデータが紛失するリスクが最
小限に抑えられます。

表 4-4 SAM-QFS ファイルシステムの障害回復

機能 比較 利点

識別情報レコード、逐次書き
込み、およびエラーチェック
を動的に使用して、ファイル
システムの整合性がチェック
および管理されます。

ファイルシステムの再マウント
の前に fsck(1M) コマンドを実
行してファイルシステムを
チェックしたり、ジャーナル回
復メカニズムを使用したりする
必要がありません。

高速。停止後にサーバー
を再起動したときには各
ファイルシステムはすで
にチェックされ、修復さ
れているので、サーバー
の稼働をより短時間で再
開できます。

ファイルは透過的かつ継続的
にアーカイブされます。アー
カイブは設定可能です。指定
した休眠間隔後、cron(1M) で
設定したジョブ間隔で、また
は必要時に手動で実行できま
す。

毎晩または毎週のバックアップ
は、システムの通常使用を妨
げ、かつ保護が連続しません。

データ保護。アーカイブ
は連続して行われるの
で、データ保護がとぎれ
ません。データのバック
アップは稼働を妨げませ
ん。

データは、ディスクに残す
か、自動的にディスクから解
放して、必要なときに透過的
にアーカイブメディアから復
元できます。

ファイルがディスク容量を占有
しません。ディスクから削除さ
れたファイルは、管理者の操作
がなくてもすぐに使用できま
す。

高速。ユーザーに不便を
強いずに必要なディスク
容量を削減できます。

ファイルのアーカイブを最大 
4 つの異なるメディアに保存
できます。Sun SAM-Remote 
を使用すると、リモートの場
所に保存可能です。 

複数の場所に複数のコピーを簡
単に作成できます。

データ保護。複数の場所
に複数のコピーを保存で
きるので、1 つのコピー
または 1 つの場所のすべ
てのコピーを紛失しても
データが完全に紛失する
ことはありません。
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ダンプのガイドライン
■ ダンプは、ファイルシステムがマウントされた状態で行います。

■ メタデータのダンプは、ファイルが作成または変更されていないときに行いま
す。

システムには、アーカイブに保存する必要のあるファイルが常にあります。新規
のファイルはアーカイブに保存する必要があります。また、変更されたファイ
ル、またはアーカイブメディアがリサイクルされるファイルは、再度アーカイブ
に保存する必要があります。アーカイブメディアに保存するファイルに関する用
語を表 4-5 に示します。

ファイルが作成または変更されていないときにメタデータをダンプすると、無効
なファイルのメタデータのダンプを避け、破損したファイルの作成を最小限に抑
えることができます。

ファイルのアーカイブは標準
の tar(1) 形式のファイルに保
存されます。

tar ファイルは、任意のタイプ
のファイルシステムに復元でき
ます。

柔軟性。SAM-QFS ファ
イルシステムを利用する
必要はありません。

メタデータをデータとは別に
復元できます。ファイルの内
容は、アクセスされたときに
だけディスクに復元するか、
あるいは必要性を予測して事
前に復元できます。

メタデータを復元すると、ユー
ザーはすべてのデータがディス
クに復元されるのを待たずにシ
ステムとデータにアクセスでき
ます。

高速。すべてのデータが
復元されないとユーザー
がアクセスできない場合
に比べて、サーバーにア
クセスできるようになる
までの時間が短くなりま
す。

表 4-5 メタデータのダンプに関連する用語

用語 意味 備考

無効 アーカイブのコピーがオ
ンラインのファイルと一
致しません。

新しいコピーを作成する必要があります。無効な
ファイルは、-D オプションを指定した sls コマンド
を使用して検出できます。sls(1M) のマニュアル
ページを参照してください。

期限切
れ

アーカイブのコピーを示
す i ノードがありませ
ん。

新しいアーカイブのコピーがすでに作成され、ファ
イルの i ノードが誤って新しいアーカイブのコピーを
示しています。

表 4-4 SAM-QFS ファイルシステムの障害回復 (続き)

機能 比較 利点
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■ ファイルが破損しているというエラーメッセージが表示される場合は、指定され
たファイルをアーカイブに保存したあとに samfsdump(1M) コマンドを再度実行
します。

メタデータとファイルデータのダンプ中に無効なファイルがあると、samfsdump 
コマンドで警告メッセージが生成されます。ファイルに最新のアーカイブのコ
ピーがない場合は、次の警告メッセージが表示されます。

注意 – 上記のメッセージが表示され、指定されたファイルがアーカイブに保存され
たあとに samfsdump コマンドを再度実行しなかった場合は、ファイルを取り出すこ
とができません。

あとで samfsrestore(1M) を使用して、破損したファイルを復元しようとする
と、次のメッセージが表示されます。

SAM-QFS ファイルシステムのメタデー
タのバックアップ
SAM-QFS ファイルシステムの archiver(1M) コマンドは、ファイルデータと 
.inodes ファイル以外のメタデータの両方をアーカイブメディアにコピーできま
す。たとえば、ファミリセット名 samfs1 の SAM-QFS ファイルシステムを作成した
場合は、archiver コマンドで、samfs1 というアーカイブセットを作成するように
指定できます。詳細は、archiver.cmd(4) のマニュアルページを参照してくださ
い。アーカイブのコピーを保存したアーカイブメディアが消去されておらず、最新の
メタデータのダンプファイルがある場合は、破損した、または破壊されたファイルシ
ステム、ファイル、およびディレクトリをあとで取り出すことができます。

samfsdump(1M) コマンドを使用すると、ファイルシステムのデータとは別にメタ
データをバックアップできます。samfsdump コマンドでは、ファイルシステムの全
体または一部のメタデータのダンプ (.inodes ファイルを含む) が作成されます。
cron(1M) ジョブを設定して、プロセスを自動化できます。

/pathname/filename: Warning! File data will not be recoverable (file 
will be marked damaged).

/pathname/filename: Warning! File data was previously not recoverable 
(file is marked damaged).
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samfsdump を使用してメタデータを頻繁にダンプすると、常にメタデータを使用し
てファイルデータをアーカイブから復元できる状態になります。ファイルデータの復
元には、samfsrestore(1M) を使用します。

注 – メタデータのダンプ開始後にファイルシステムに書き込まれたファイルは、
アーカイブに保存されず、カートリッジ上のアーカイブのコピーがメタデータのダン
プに反映されない可能性があります。その結果、このダンプを使用してファイルシス
テムを復元すると、システムでファイルが認識されない可能性があります。メタデー
タのダンプ後にファイルシステムに書き込まれるか、アーカイブに保存されたファイ
ルは、次のメタデータのダンプ時に反映されます。

samfsdump を使用したメタデータのダンプには、次の利点があります。

■ samfsdump コマンドでは、各ファイルの相対パスが保存される。

■ samfsdump コマンドは、マウントされたファイルシステムに対して実行される。

■ samfsdump コマンドで生成されるメタデータのダンプファイルには、SAM-QFS 
ファイルシステムの復元に必要な情報がすべて含まれます。メタデータのダンプ
ファイルには、.inodes ファイル、ディレクトリ情報、およびシンボリックリン
クが含まれます。

■ samfsdump と samfsrestore を使用した方法は柔軟です。この方法では、ファ
イルシステム全体、1 つのディレクトリ構造、または 1 つのファイルを復元できま
す。samfsdump(1M) と samfsrestore(1M) を使用すると、既存のファイルシス
テムを複数のファイルシステムに分割したり、複数のファイルシステムを 1 つの
ファイルシステムに結合できます。

■ samfsrestore コマンドでは、.inodes ファイル、ファイルシステムの名前空
間、およびファイルデータのフラグメントが解除されます。

ファイルシステムの復元中、ファイルとディレクトリには、ディレクトリの位置
に基づいて新しい i ノード番号が割り当てられます。必要な数の i ノードだけが割
り当てられます。i ノードは、samfsrestore プロセスでディレクトリ構造が復
元されるときに割り当てられます。

小さなディスクアロケーションユニット (DAU) と大きな DAU を組み合わせて書
き込まれたファイルは、適切なサイズの DAU を使用してディスクに復元されるの
で、ファイルデータのフラグメントが解除されます。

■ samfsrestore プロセスが完了すると、すべてのディレクトリとシンボリックリ
ンクがオンラインになり、ファイルにアクセスできるようになります。
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samfsdump のダンプファイルの作成
SAM-QFS ファイルシステムが複数ある場合は、すべてのファイルシステムのメタ
データを定期的にダンプする必要があります。/etc/vfstab ファイルで、samfs タ
イプのすべてのファイルシステムを確認できます。

各ファイルシステムのダンプは、それぞれ別個のファイルに保存する必要がありま
す。

次の各手順では、すべての samfs タイプのファイルシステムを検索する方法、およ
び samfsdump(1M) を使用してメタデータをダンプする方法を示します。

■ 52 ページの「Sun StorEdge QFS ファイルシステムを検索する」

■ 52 ページの「File System Manager を使用して Sun StorEdge SAM-FS メタデータ
のダンプファイルを手動で作成する」

■ 53 ページの「コマンド行を使用して Sun StorEdge SAM-FS メタデータのダンプ
ファイルを手動で作成する」

■ 54 ページの「File System Manager から Sun StorEdge SAM-FS メタデータのダン
プファイルを自動的に作成する」

■ 54 ページの「cron を使用して Sun StorEdge SAM-FS メタデータのダンプファイ
ルを自動的に作成する」

注 – これらの手順で使用する例では、SAM-QFS ファイルシステムのマウントポイン
トに /sam1 を使用し、ダンプファイルシステムに /dump_sam1 を使用します。

–u オプションを指定した samfsdump の使用

samfsdump(1M) コマンドの –u オプションを指定すると、アーカイブに保存してい
ないファイルデータをメタデータとともに保存できます。–u オプションを使用する
ときは、次の点に注意してください。

■ SAM-QFS ファイルシステムのバージョン 3.5 または 4.x で –u オプションを指定
して samfsdump コマンドを実行した場合、バージョン 3.5 および 4.x はデータ構
造が新しいため、同じタイプの旧バージョン (3.3.x) のファイルシステムに復元で
きません。バージョン 4.x のダンプは、どちらのタイプのファイルシステムでも
バージョン 3.5 に復元でき、また、3.5 のダンプはバージョン 4.x に復元できま
す。

■ –u オプションを使用して作成する samfsdump のダンプは、非常に大きくなる可
能性があります。samfsdump コマンドには、ufsdump(1M) のようなテープ管理
や予測の機能はありません。–u オプションを使用するときは、データ保護手順を
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設定するときと同様、ダンプ用記憶領域の空き容量と、データをアーカイブに保
存しないリスクを考慮する必要があります。詳細は、samfsdump と ufsdump の
マニュアルページを参照してください。

▼ Sun StorEdge QFS ファイルシステムを検索する

● vfstab(4) ファイルで、samfs タイプのすべてのファイルシステムのマウントポイン
トを検索します。

コード例 4-1 に、samfs1、samfs2、samfs3 というファイルシステム名の 3 つの 
samfs タイプのファイルシステムを示します。マウントポイントは、/sam1、
/sam2、/sam3 です。

▼ File System Manager を使用して Sun StorEdge 
SAM-FS メタデータのダンプファイルを手動で作
成する
File System Manager インタフェースから「メタデータスナップショット」を作成す
ることは、コマンド行から samfsdump コマンドを使用することと同じです。いつで
も、File System Manager インタフェースからメタデータスナップショットを作成で
きます。

メタデータスナップショットを作成する手順は、次のとおりです。

1. 「サーバー」ページで、管理するファイルシステムがあるサーバーをクリックしま
す。

「ファイルシステムの概要」ページが表示されます。

2. メタデータスナップショットをスケジュールするファイルシステムの隣のラジオボタ
ンを選択します。

3. 「操作」メニューから「Take Metadata Snapshots」を選択します。

「Take Metadata Snapshot」ポップアップウィンドウが表示されます。

4. 「Fully Qualified Snapshot File」フィールドに、作成するスナップショットファイル
のパスと名前を入力します。

コード例 4-1 /etc/vfstab で定義されたファイルシステム

# vi /etc/vfstab

samfs1 -       /sam1 samfs   -       no high=80,low=70,partial=8

samfs2 -       /sam2 samfs   -       no high=80,low=50

samfs3 -       /sam3 samfs   -       no high=80,low=50
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注 – 「Schedule Metadata Snapshot」ページの「Snapshot File Path」フィールド
で、このファイルシステムに対して指定したパスと同じパスを入力してください。そ
れ以外を入力した場合、ファイルシステムのファイルを復元しようとしたときに、こ
のスナップショットファイルは「Restore File System」ページに表示されません。

5. 「送信」をクリックします。

メタデータスナップショット作成の詳細については、File System Manager のオンラ
インヘルプファイルを参照してください。

▼ コマンド行を使用して Sun StorEdge SAM-FS メ
タデータのダンプファイルを手動で作成する

1. root でログインします。

2. samfs タイプのファイルシステムのマウントポイント、またはダンプするディレク
トリに移動します。

必要に応じて、52 ページの「Sun StorEdge QFS ファイルシステムを検索する」を参
照してください。

3. samfsdump(1M) コマンドを入力して、メタデータのダンプファイルを作成します。

コード例 4-2 では、2004 年 2 月 14 日に、ダンプファイルシステム 
/dump_sam1/dumps の dumps サブディレクトリに SAM-QFS ファイルシステムの
メタデータのダンプファイルを作成しています。ls(1) コマンドの出力は、ダンプ
ファイルの名前として、yymmdd 形式で日付 040214 が割り当てられたことを示しま
す。

# cd /sam1

コード例 4-2 メタデータダンプファイルの作成

# samfsdump -f /dump_sam1/dumps/‘date +\%y\%m\%d‘

# ls /dump_sam1/dumps

040214
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▼ File System Manager から Sun StorEdge SAM-
FS メタデータのダンプファイルを自動的に作成
する
File System Manager インタフェースからメタデータスナップショットのスケジュー
ルを設定することは、Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェアの samfsdump(1M) プロ
セスを自動化する crontab(1) エントリを作成することと同じです。

メタデータスナップショットのスケジュールを設定する手順は、次のとおりです。

1. 「サーバー」ページで、管理するアーカイブファイルシステムがあるサーバーをク
リックします。

「ファイルシステムの概要」ページが表示されます。

2. メタデータスナップショットをスケジュールするアーカイブファイルシステムの隣の
ラジオボタンを選択します。

3. 「操作」メニューから「Schedule Metadata Snapshots」を選択します。

「Schedule Metadata Snapshots」ページが表示されます。

4. 「Schedule Metadata Snapshots」ページで値を指定します。

このページの使用方法の詳細については、File System Manager のオンラインヘルプ
ファイルを参照してください。

5. 「保存」をクリックします。

▼ cron を使用して Sun StorEdge SAM-FS メタ
データのダンプファイルを自動的に作成する

1. root でログインします。

2. -e オプションを指定して crontab(1M) コマンドを入力し、各ファイルシステムの
メタデータをダンプするエントリを作成します。

コード例 4-3 の crontab エントリでは、毎日午前 2 時 10 分に次の処理が行われま
す。

■ ダンプされたファイルシステムのダンプディレクトリ (/dump_sam1/dumps) 
で、3 日を過ぎているファイルを削除します。

■ メタデータを /sam1 からダンプします。
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■ メタデータのダンプの日付を yymmdd 形式でファイルの名前として割り当てま
す。

注 – crontab のエントリは 1 行で入力します。上記の出力例では、1 行が長すぎて
このページに収まらないため、複数の行に分かれています。

上記の例の crontab エントリが 2005 年 3 月 20 日に実行されると、ダンプファイル
のフルパス名は次のようになります。/dump_sam1/dumps/050320。

障害回復用のコマンドとツール
表 4-6 に、障害回復にもっとも使用する機会が多いコマンドをまとめます。

これらのコマンドについては、それぞれのマニュアルページ (man(1) ページ) を参照
してください。そのほかのスクリプトや役立つサンプルファイルは、
/opt/SUNWsamfs/examples、またはご購入先から入手できます。

コード例 4-3 crontab エントリ

# crontab -e
10 2 * * * ( find /dump_sam1/dumps -type f -mtime +72 -print | 
xargs -l1 rm -f; cd /sam1 ; /opt/SUNWsamfs/sbin/samfsdump -f 
/dump_sam1/dumps/‘date +\%y\%m\%d ‘ )
:wq

表 4-6 障害回復用のコマンドとツール

コマンド 説明
使用するソフ
トウェア

qfsdump(1M) Sun StorEdge QFS ファイルシステムのメタデータ
とデータをダンプします。

Sun StorEdge 
QFS

qfsrestore(1M) Sun StorEdge QFS ファイルシステムのメタデータ
とデータを復元します。

Sun StorEdge 
QFS

samfsdump(1M) SAM-QFS ファイルシステムのメタデータをダンプ
します。

SAM-QFS

samfsrestore(1M) SAM-QFS ファイルシステムのメタデータを復元し
ます。

SAM-QFS

star(1M) アーカイブからファイルデータを復元します。 SAM-QFS
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表 4-7 に、/opt/SUNWsamfs/examples ディレクトリにある障害回復用ユーティリ
ティーとその用途を示します。recover.sh(1M) を除くすべてのシェルスクリプト
は、使用する前に構成に合わせて変更する必要があります。詳細は、各ファイル内の
コメントを参照してください。

注意 – restore.sh、recover.sh、または tarback.sh の各スクリプトの使用方
法を誤ると、ユーザーまたはシステムのデータが破損する可能性があります。これら
のスクリプトを使用する前に、マニュアルページを読んでください。これらのスクリ
プトの詳細については、ご購入先にお問い合わせください。

表 4-7 障害回復用ユーティリティー

ユーティリティー 説明

restore.sh(1M) samfsdump(1M) を実行したときにオンラインであった、すべての
ファイルとディレクトリを復元する、実行可能なシェルスクリプ
ト。このスクリプトでは、samfsrestore(1M) で生成されたログ
ファイルを、入力として使用する必要があります。スクリプト内の
コメントを参考にして、スクリプトを変更してください。
restore.sh(1M) のマニュアルページも参照してください。

recover.sh(1M) アーカイバのログファイルからの入力を使用して、テープからファ
イルを復元する実行可能なシェルスクリプト。SAM-Remote クライ
アントまたはサーバーで使用する場合は、テープライブラリが接続
されているサーバーで回復を実行する必要があります。このスクリ
プトについては、recover.sh(1M) のマニュアルページと、スクリ
プト内のコメントを参照してください。63 ページの「アーカイバの
ログの使用」も参照してください。

stageback.sh 部分的に破損したテープのアクセス可能な部分に保存されたファイ
ルを復元する、実行可能なシェルスクリプト。スクリプト内のコメ
ントを参考にして、スクリプトを変更してください。スクリプトの
使用方法については、105 ページの「破損したテープボリューム (ほ
かにコピーがない場合)」を参照してください。

tarback.sh(1M) tar(1) ファイルを読み取ってテープからファイルを復元する、実行
可能なシェルスクリプト。スクリプト内のコメントを参考にして、
スクリプトを変更してください。このスクリプトについては、
tarback.sh のマニュアルページを参照してください。108 ページ
の「テープのラベルが読み取り不可 (ほかにコピーがない場合)」も
参照してください。
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samexplorer スクリプト
/opt/SUNWsamfs/sbin/samexplorer スクリプト (バージョン 4U1 以前のソフト
ウェアでは、info.sh) はバックアップユーティリティーではありませんが、システ
ム構成を変更したときに実行する必要があります。

samexplorer(1M) スクリプトでは、システムの再構築が必要になった場合に、
SAM-QFS のインストールを最初から再構築するために必要なすべての構成情報を含
むファイルが作成されます。-e オプションを指定した crontab(1) コマンドを使用
して、必要な間隔で samexplorer スクリプトを実行する cron(1M) ジョブを作成で
きます。

samexplorer スクリプトでは、再構成情報が /tmp/SAMreport に書き込まれま
す。

作成された SAMreport ファイルは、/tmp ディレクトリから移動する必要がありま
す。移動先は、SAM-QFS 環境の外部にある、構成ファイルとは別の固定ディスクで
ある必要があります。SAMreport ファイルの管理については、samexplorer(1M) 
のマニュアルページを参照してください。

バックアップの対象と頻度
表 4-8 に、ファイルシステム環境の外部へのバックアップが必要なファイルと、バッ
クアップが必要な頻度を示します。

「バックアップの頻度」の列に「定期的」とある場合は、各サイトのシステム管理者
が、そのサイトの条件に基づいて適切な間隔を決定する必要があります。指定のない
かぎり、どのバックアップ手順を使用してもかまいません。

表 4-8 バックアップの対象と頻度

データのタイプ バックアップの頻度 備考

サイトで変更した、ファ
イルシステムのバック
アップおよび復元用の
シェルスクリプト。

変更後。 55 ページの「障害回復用のコマンドとツー
ル」のデフォルトのスクリプトのリストを参
照。

サイトで作成した、バッ
クアップと復元用のシェ
ルスクリプトと cron(1) 
ジョブ。

作成後、および変更した場合は変更
後。
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samexplorer(1M) スク
リプトの SAMreport 出
力。

インストール時、および構成を変更
した場合は変更後。

57 ページの「samexplorer スクリプト」で
説明されている samexplorer スクリプトお
よび SAMreport 出力ファイルを参照。

Sun StorEdge QFS メタ
データおよびデータ (定義
については 44 ページの
「障害回復に使用するメ
タデータ」を参照)。

定期的 qfsdump(1M) の実行後に変更されたファイ
ルは qfsrestore(1M) で復元できないの
で、頻繁にダンプを行う必要があります。詳
細は、44 ページの「障害回復に使用するメ
タデータ」を参照。

SAM-QFS メタデータ (定
義については 44 ページの
「障害回復に使用するメ
タデータ」を参照)。

定期的 samfsdump(1M) コマンドを使用してメタ
データをバックアップします。samfsdump 
の実行後に変更されたファイルは 
samfsrestore(1M) で復元できないので、
ダンプを頻繁に行うか、あるいは少なくとも 
i ノード情報を頻繁に保存する必要がありま
す。詳細は、49 ページの「SAM-QFS ファイ
ルシステムのメタデータのバックアップ」を
参照。

SAM-QFS デバイスカタロ
グ。

定期的 履歴ファイルを含むライブラリのカタログ
ファイルをすべてバックアップします。

各自動化ライブラリ、Sun SAM-Remote の
クライアントの各擬似ライブラリ、および履
歴 (自動化ライブラリの外部にあるカート
リッジ) のライブラリカタログは、
/var/opt/SUNWsamfs/catalog にありま
す。

アーカイバを使用する 
SAM-QFS ファイルシステ
ムのアーカイバログファ
イル。

定期的 archiver.cmd ファイルにアーカイバのロ
グファイルのパス名と名前を指定して、アー
カイバのログファイルをバックアップしま
す。各ファイルシステムのアーカイバのログ
ファイルを指定する方法については、
archiver.cmd(4) のマニュアルページを参
照。63 ページの「アーカイバのログの使
用」も参照。

表 4-8 バックアップの対象と頻度 (続き)

データのタイプ バックアップの頻度 備考
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サイトで変更した、構成
ファイルとそのほかの同
様のファイル。これらの
ファイルは SAM-QFS 
ファイルシステムの外部
にあることに注意してく
ださい。

インストール時、および変更した場
合は変更後

サイトで /etc/opt/SUNWsamfs ディレク
トリに作成される可能性があるファイルは次
のとおりです。

archiver.cmd(4)
defaults.conf(4)
diskvols.conf(4)
hosts.fsname
hosts.fsname.local
mcf(4)
preview.cmd(4)
recycler.cmd(4)
releaser.cmd(4)
rft.cmd(4)
samfs.cmd(4)
stager.cmd(4)

ネットワークに接続され
たライブラリの構成ファ
イル。

インストール時、および変更した場
合は変更後

ネットワークに接続されたライブラリを使用
する場合は、構成ファイルをバックアップす
る必要があります。ファイルの名前は、
/etc/opt/SUNWsamfs/mcf ファイル内
で、ネットワークに接続されたロボットを定
義する各行の装置 ID (Equipment 
Identifier) フィールドで指定します。詳
細は、mcf(4) のマニュアルページを参照。

Sun SAM-Remote の構成
ファイル。

インストール時、および変更した場
合は変更後

Sun SAM-Remote ソフトウェアを使用する
場合は、構成ファイルをバックアップする必
要があります。ファイルの名前は、
/etc/opt/SUNWsamfs/mcf ファイル内
で、Sun SAM-Remote のクライアントまた
はサーバーを定義する各行の装置 ID 
(Equipment Identifier) フィールドで指
定します。詳細は、mcf(4) のマニュアル
ページを参照。

インストールファイル。 インストール時、および変更した場
合は変更後

ソフトウェアのインストール処理時に作成さ
れるファイルは次のとおりです。ローカルで
変更した場合は、これらのファイルを保存 
(バックアップ) する必要があります。

/etc/opt/SUNWsamfs/inquiry.conf*

/opt/SUNWsamfs/sbin/ar_notify.sh*

/opt/SUNWsamfs/sbin/dev_down.sh*

/opt/SUNWsamfs/sbin/recycler.sh*

/kernel/drv/samst.conf*

/kernel/drv/samrd.conf

表 4-8 バックアップの対象と頻度 (続き)

データのタイプ バックアップの頻度 備考
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インストール時に変更さ
れたファイル。

インストール時、および変更した場
合は変更後

ソフトウェアのインストール処理時に変更さ
れるファイルは次のとおりです。

/etc/syslog.conf

/etc/system

/kernel/drv/sd.conf*

/kernel/drv/ssd.conf*

/kernel/drv/st.conf*

/usr/kernel/drv/dst.conf*

上記のファイルをバックアップして、ファイ
ルが紛失したとき、または Solaris OE を再
インストールしたときにファイルを復元でき
るようにします。ファイルを変更した場合
は、再度バックアップする必要があります。

SUNWqfs と SUNWsamfs 
のソフトウェアパッケー
ジおよびパッチ。

ダウンロード直後に一度 Sun StorEdge QFS および Sun 
StorEdge SAM のソフトウェアは、リリース
パッケージおよびパッチから簡単に再インス
トールできます。現在、実行されているソフ
トウェアのバージョンを記録しておく必要が
あります。

ソフトウェアが CD-ROM にある場合は、
CD-ROM を安全な場所に保管してくださ
い。

ソフトウェアを Sun Download Center から
ダウンロードした場合は、ダウンロードした
パッケージとパッチをバックアップします。
すると、データを紛失したときに再度ダウン
ロードする必要がないので、ソフトウェアを
再インストールする必要があるときに時間を
節約できます。

Solaris OS とパッチ、およ
びバンドルされていない
パッチ。

インストール時 Solaris OE は、CD-ROM から簡単に再イン
ストールできますが、インストール済みパッ
チを記録しておく必要があります。この情報
は、samexplorer(1M) スクリプトによって
生成される SAMreport ファイルに含まれま
す。このスクリプトについては 57 ページの
「samexplorer スクリプト」を参照。この
情報は、Sun Explorer ツールでも確認でき
ます。

* 変更した場合にだけこのファイルを保護します。

表 4-8 バックアップの対象と頻度 (続き)

データのタイプ バックアップの頻度 備考
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バックアップに関するそのほかの考慮事
項
サイトの障害回復計画を立てるときに考慮する必要のある点を次に示します。

■ サイトで保存する適切な samfsdump(1M) または qfsdump(1M) のファイル数

表 4-9 に、各タイプのファイルシステムで行うダンプのタイプの比較を示します。

ファイルシステムの復元に十分なデータとメタデータを保存します。保存するの
に適切なダンプ数は、システム管理者がダンプの出力を監視する頻度によっても
異なります。管理者が毎日システムを監視し、samfsdump(1M) または 
qfsdump(1M) のダンプが正常に行われていることを確認 (十分なテープ数の準備
や、ダンプエラーの対処) する場合は、休暇など管理者が不在のときにも、最小限
のダンプファイル数で十分と考えられます。

■ データをアーカイブに保存する場合は、アーカイブメディアをリサイクルするか
どうか。アーカイブメディアをリサイクルする場合は、リサイクルの完了後にメ
タデータのコピーが行われるようにします。

サイトで sam-recycler(1M) コマンドを使用してアーカイブメディアの容量を再
生する場合は、sam-recycler の完了後にメタデータのコピーを作成する必要が
あります。sam-recycler の終了前にメタデータのダンプを作成すると、メタ

表 4-9 Sun StorEdge QFS と SAM-QFS ファイルシステムで行うダンプのタイプの比
較

ファイルシス
テムのタイプ ダンプコマンドの出力 説明

Sun StorEdge 
QFS

qfsdump(1M) コマンド
で、メタデータとデータ
の両方のダンプが生成さ
れます。

Sun StorEdge QFS メタデータのバックアップ
方法については、『Sun StorEdge QFS インス
トールおよびアップグレードの手引き』を参
照。

 SAM-QFS -u オプションを指定し
ない samfsdump(1M) コ
マンドでは、メタデータ
のダンプファイルが生成
されます。

メタデータのダンプファイルは比較的小さいの
で、データのダンプファイルよりも多く保存で
きます。-u オプションを指定しない 
samfsdump の出力は、復元に要する時間が比
較的短くてすみます。これは、ユーザーがアク
セスするまでデータが復元されないためです。

-u オプションを指定し
た samfsdump(1M) コマ
ンドでは、アーカイブの
コピーがないファイルの
ファイルデータがダンプ
されます。

ダンプファイルは大きく、コマンドの処理に要
する時間が長くかかります。ただし、-u を指
定した samfsdump の出力を復元すると、ファ
イルシステムがダンプしたときの状態に戻りま
す。
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データのダンプ内にあるアーカイブのコピーに関する情報は、sam-recyler の実
行時に最新のものではなくなります。また、sam-recyler コマンドでは、アーカ
イブメディアのラベルが付け替えられることがあるので、一部のアーカイブのコ
ピーにアクセスできなくなる可能性もあります。

root の crontab(1) のエントリで、sam-recycler コマンドの実行スケジュール
を確認し、必要な場合は、sam-recycler の実行時刻を避けて、メタデータのダ
ンプファイルが作成されるようにします。リサイクルの詳細については、『Sun 
StorEdge SAM-FS ストレージ/アーカイブ管理マニュアル』を参照してくださ
い。

■ オフサイトで保存するデータの量および形式

オフサイトでのデータ保管は、障害回復計画に不可欠です。災害が発生した場
合、唯一の安全なデータリポジトリが、オフサイトの保管場所である場合があり
ます。メディアの障害に備えてすべてのファイルとメタデータのコピーを 2 つ、
サイト内で保管することに加えて、リムーバブルメディア装置にもう 1 つのコ
ピーを作成して、オフサイトで保管することをお勧めします。

Sun SAM-Remote では、LAN または WAN 上のリモートの場所にアーカイブのコ
ピーを作成することもできます。相互の障害回復戦略として、Sun SAM-Remote 
の複数のサーバーをそれぞれ別のサーバーのクライアントとして構成できます。

■ メタデータだけを障害前の状態に回復するだけで十分か、障害の発生時にオンラ
インであったすべてのファイルを復元する必要があるか。

■ samfsrestore(1M) コマンドでは、SAM-QFS のファイルまたはファイルシス
テムを、samfsdump(1M) ファイルに反映された状態に復元できます。
samfsrestore(1M) コマンドの実行後、メタデータは復元されるが、ファイル
データはオフラインのままです。

オンラインであったすべてのファイルを復元する必要がある場合は、-g オプ
ションを指定して、samfsrestore コマンドを実行する必要があります。

-g オプションを指定した samfsrestore コマンドで生成されるログファイル
には、samfsdump(1M) コマンドの実行時にディスク上にあったすべてのファ
イルのリストが含まれます。このログファイルを restore.sh シェルスクリプ
トとともに使用して、ディスク上のファイルを障害前の状態に復元できます。
restore.sh スクリプトでは、ログファイルを入力として、ログに含まれる
ファイルの復元要求が生成されます。restore.sh スクリプトでは、デフォル
トで、ログファイルに含まれるすべてのファイルが復元されます。

サイトで数千個のファイルの復元が必要な場合は、ログファイルを管理しやす
い大きさに分割し、それぞれのログファイルごとに別個に restore.sh スクリ
プトを実行できます。すると、システムに対する復元処理の負荷を軽減できま
す。この方法を使用して、もっとも重要なファイルを先に復元することもでき
ます。詳細は、/opt/SUNWsamfs/examples/restore.sh 内のコメントを参
照してください。
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アーカイバのログの使用
アーカイバのログは、archiver.cmd(4) ファイルで有効にします。アーカイバのロ
グには、アーカイブに保存されたすべてのファイルと、カートリッジ上でのその場所
が含まれるので、アーカイバのログを使用して、メタデータのダンプとバックアップ
のコピーを最後に作成したあとでアーカイブした、紛失したファイルを復元できま
す。

次の考慮事項に注意してください。

■ アーカイバのログに書き込むプロセスは、プロセスが完了するまで書き込みを続
けてください。

■ ログファイルが見つからない場合は、プロセスが新しいログへの書き込みを開始
したときに、SAM-QFS ファイルシステムが新しいログファイルを作成します。

■ ログファイルが存在する場合、データは既存のファイルに付加されます。

■ アーカイバのログファイルは大きくなるので、管理が必要です。

次の手順を実行して、アーカイブのログを設定および管理します。

■ 「アーカイバのログを設定する」

■ 63 ページの「アーカイバのログを保存する」

▼ アーカイバのログを設定する

● /etc/opt/SUNWsamfs ディレクトリの archiver.cmd ファイルでアーカイブのロ
グを有効にします。

詳細は、archiver.cmd(4) のマニュアルページを参照してください。アーカイバの
ログファイルは、通常は /var/adm/ログファイル名 に書き込まれるようにします。
ログの書き込み先ディレクトリは、SAM-QFS 環境の外部のディスクにある必要があ
ります。

▼ アーカイバのログを保存する

● 現在のアーカイバのログファイルを別の場所に移動する cron(1M) ジョブを作成し
て、アーカイバのログファイルが定期的に循環するようにします。

次の例は、/var/adm/archlog というアーカイバのログの日付付きコピーを毎日午
前 3 時 15 分に作成する方法を示しています。日付付きコピーは /var/archlogs に
保存されます。
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注 – アーカイバのログが複数ある場合は、それぞれに crontab のエントリを作成し
ます。

障害回復用のファイルとメタデータのコ
ピーを保存する方法と場所
この章で説明している障害回復に必要なすべてのファイルとメタデータのコピーを含
む tar(1) ファイルを作成し、ファイルシステムの外部に保存するスクリプトを作成
できます。サイトのポリシーによって、ファイルは、次の 1 つまたは複数の場所に保
存します。

■ 任意のタイプの別のファイルシステム

■ リムーバブルメディアファイル (直接ファイルを保存)

リムーバブルメディアファイルについては、request(1) のマニュアルページを参
照してください。

■ SAM-QFS ファイルシステムに対して archiver(1M) を実行する場合は、別の
カートリッジセットに保存されている、SAM-QFS の別個のファイルシステムに
ファイルを保存します。

この方法によって、障害回復に必要なファイルとメタデータが、ファイルシステ
ムとは別個に保存されます。冗長性を高めるには、複数のバックアップコピーを
保存することもできます。

次の点に注意してください。

■ 障害回復に必要なファイルの保管場所を (電子データとしてではなく) 書き留めて
おきます。

リムーバブルメディアファイルを含むディレクトリのリストは、sls(1M) コマン
ドを使用して確認できます。このリストは、電子メールで送信できます。ファイ
ル情報の確認の詳細については、sls(1M) のマニュアルページを参照してくださ
い。

■ ハードウェア構成を書き留めておきます。

■ リムーバブルメディアファイルに使用されているカートリッジをアーカイバに割
り当てないでください。

# crontab -e
15 3 * * 0 (mv /var/adm/archlog /var/archlogs/‘date +%y%m%d‘; touch 
/var/adm/archlog)

:wq
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第 5 章

ファイルとディレクトリの復元

この章では、個々のファイルとディレクトリを復元する方法について説明します。こ
の章の内容は、次のとおりです。

■ 67 ページの「samfsdump(1M) の出力を使用した通常のファイルまたはディレク
トリの復元」

■ 71 ページの「samfsdump(1M) の出力を使用しないファイルまたはディレクトリ
の復元」

■ 72 ページの「ファイルの復元に必要な情報」

■ 72 ページの「ファイルのタイプの判別」

■ 77 ページの「アーカイバのログの情報を使用しない通常のファイルの復元」

■ 84 ページの「アーカイバのログの情報を使用した、セグメントに分割されたファ
イルの復元」

■ 90 ページの「アーカイバのログの情報を使用した、ボリュームオーバーフロー
ファイルの復元」

■ 92 ページの「ディスクにアーカイブされたファイルの復元」

■ 102 ページの「アーカイブに保存していなかったファイルのファイルシステムから
の取り出し」
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表 5-1 に、ファイルとディレクトリを復元する手順と、その手順についての参照先を
示します。

注 – mv(1) コマンドを使用してアーカイブ済みファイルを別のディレクトリに移動し
た場合、ファイルはアーカイブ復元されません。star(1M) コマンドを使用して、移
動したファイルを復元した場合、アーカイブメディアの star(1M) ヘッダーには元の
パス名がそのまま保存されています。star(1M) コマンドを使用してファイルを再読
み込みすると、ファイルは元の場所に復元されます。

tvbf 引数を指定して star(1M) コマンドを実行すると、パスを表示できます。次
に、star(1M) コマンドをもう一度実行すると、ファイルを元の場所に抽出できま
す。最後に、mv(1) コマンドを実行して、ファイルを新しいディレクトリに移動しま
す。

表 5-1 ファイルとディレクトリを復元する手順

参照先 説明

1. 67 ページの「samfsdump(1M) の出力
を使用した通常のファイルまたはディ
レクトリの復元」*。

2. 71 ページの「samfsdump(1M) の出力
を使用しないファイルまたはディレク
トリの復元」†。

3. 92 ページの「ディスクにアーカイブさ
れたファイルの復元」。

4. 102 ページの「アーカイブに保存して
いなかったファイルのファイルシステ
ムからの取り出し」。

* 通常のファイル、セグメントに分割されたファイル、ボリュームオーバーフローファイル、およびディレク
トリに同じ手順を使用します。

† 表 5-2 では、ファイルのタイプ (ファイルが通常のファイル、セグメントに分割されたファイル、ボリューム
オーバーフローファイル、ディスクにアーカイブされたファイル) によって異なる手順を示しています。

最初の 2 つの手順は、テープまたは光磁気カー
トリッジにアーカイブされたファイルを復元す
る手順です。これらの手順は、復元するファイ
ルの最新の samfsdump ファイルと最新のアーカ
イブのコピーがある場合にだけ有効です。
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samfsdump(1M) の出力を使用した通常
のファイルまたはディレクトリの復元
次のいずれかの手順によって、samfsdump(1M) で作成したダンプファイルを使用し
て、ファイルとディレクトリを復元できます。

注 – samfsdump および samfsrestore は、SAM-QFS ファイルシステムで動作し
ますが、Sun StorEdge QFS スタンドアロンファイルシステムでは動作しません。必
要に応じて『Sun StorEdge QFS 構成および管理マニュアル』を参照してください。

▼ File System Manager を使用してファイルを復元
する

1. 「サーバー」ページで、目的のファイルシステムがあるサーバーの名前をクリックし
ます。

「ファイルシステムの概要」ページが表示されます。

2. ファイルを復元するファイルシステムの隣のラジオボタンを選択します。

3. 「操作」ドロップダウンメニューから「Restore」を選択します。

「Restore File System」ページが表示されます。

4. 「Metadata Snapshot Summary」テーブルにリンクとしてメタデータスナップ
ショットファイルが表示された場合は、次の手順に進みます。表示されない場合は、
利用できないスナップショットの隣のラジオボタンを選択し、「Make Available for 
Browsing」をクリックして、スナップショットを利用可能にします。

5. 「Metadata Snapshot Summary」テーブルで、次のいずれかを実行します。

■ メタデータスナップショットファイルをクリックし、内容を閲覧します。

■ メタデータスナップショットファイルの隣のラジオボタンを選択し、「Browse」
をクリックします。

「Restore File System」ページが更新され、選択したメタデータスナップショットの
最上位項目が「Metadata Snapshot Entries」テーブルに表示されます。

6. 復元するファイルを検索します。

復元するファイルを検索する方法の詳細については、File System Manager のオンラ
インヘルプファイルを参照してください。
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7. 「Metadata Snapshot Entries」テーブルで、復元するファイルまたはディレクトリ
の隣のラジオボタンを選択します。

選択したファイルまたはディレクトリが「File to Restore」フィールドに表示されま
す。

8. 「Online Status After Restoring」ドロップダウンメニューから、ファイルを復元す
る方法を選択します。

9. 「Restore」をクリックします。

注 – File System Manager ソフトウェアは、File System Manager ソフトウェアで作
成されたスナップショットからのみファイルを復元できます。

▼ samfsdump(1M) ファイルを使用して復元する

次の手順の例では、samfsdump コマンドを使用して作成されたダンプファイルか
ら、samfsrestore(1M) コマンドを使用してファイルを復元します。この例では、
samfsdump を使用して作成されたメタデータのダンプファイル 
/dump_sam1/041126 から、パス名 /sam1/mary/mary1 のファイルを復元しま
す。この例では、ファイルシステム /sam1 に restore という復元用の一時ディレ
クトリを作成します。

1. mkdir(1) コマンドを使用して、ファイルを復元するディレクトリを SAM-QFS ファ
イルシステムに作成します。

2. -r オプションと -n オプションを指定して archive(1) コマンドを実行し、アーカ
イバによってこの一時ディレクトリからアーカイブされないようにします。

3. cd(1) コマンドを使用して、復元用の一時ディレクトリに移動します。

# mkdir restore

# archive -r -n restore

# cd restore
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4. -t オプションと -f オプションを指定して samfsrestore(1M) コマンドを使用し、
ダンプファイルの内容を表示します。

コード例 5-1 で示すように、-f オプションのあとにダンプファイルのパス名を指定
します。

5. 前の手順の出力を検索して、復元するファイルがダンプファイル内にあることを確認
します。

ファイルがある場合は、次の手順で使用するためにパス名を記録します。

上記の出力例では、復元するファイル mary1 は ./mary ディレクトリにあります。

6. -T オプションと -f オプションを指定して samfsrestore コマンドを使用し、ファ
イルの i ノード情報を現在のディレクトリに復元します。

ファイル名は、手順 4 の出力に表示されたパス名と完全に一致している必要がありま
す。次のコマンド例では、samfsrestore を使用して、ダンプファイル 
/dump_sam1/041126 からファイル ./mary/mary1 を取り出しています。

コード例 5-1 ダンプファイルの内容を表示する

# samfsrestore -t -f /dump_sam1/041126

samfsrestore -t -f /dump_sam1/041126

./lost+found

./neptune

./mary

./fileA

./fileB

./fileC

./fileD

./fileE

./mary/mary1

./mary/mary2

./neptune/vmcore.0

./neptune/unix.0

./neptune/bounds

# samfsrestore -T -f /dump_sam1/041126 ./mary/mary1
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7. -D オプションを指定して sls(1) コマンドを使用し、ファイルに関する詳細情報を表
示し、正しいファイルの i ノード情報が取り出されたことを確認します。

コード例 5-2 に、ファイル ./mary/mary1 の i ノード情報を示します。

8. mv(1) コマンドを使用して、ファイルを必要な場所に移動します。

コード例 5-2 i ノード情報を確認する

# sls -D ./mary/mary1

mary/mary1:

mode: -rw-rw---- links: 1 owner: mary group: sam

length: 53 inode: 43

offline; archdone;

copy 1: ---- Nov 17 12:35 8ae.1 xt 000000

copy 2: ---- Nov 17 15:51 cd3.7f57 xt 000000

access: Nov 17 12:33 modification: Nov 17 12:33

changed: Nov 17 12:33 attributes: Nov 17 15:49

creation: Nov 17 12:33 residence: Nov 17 15:52

# cd mary
# mv mary1 /sam1/mary/
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samfsdump(1M) の出力を使用しない
ファイルまたはディレクトリの復元
表 5-2 に、samfsdump(1M) の出力がないときにファイルを復元する手順を、ファイ
ルのタイプごとに示します。

復元するファイルのエントリを含むアーカイバのログがある場合は、アーカイバのロ
グファイル内の情報を解釈する方法と、上記のどの手順を使用するかを判断する方法
について、次の各節を参照してください。

■ 72 ページの「ファイルの復元に必要な情報」

■ 72 ページの「ファイルのタイプの判別」

samfsdump(1M) の出力を使用せずにファイルを復元した場合、.inodes ファイル
が再作成されることに注意してください。さらに、元の .inodes ファイルの内容が
失われます。chmod(1)、chown(1)、またはファイル属性を変更するそのほかのコマ

表 5-2 samfsdump(1M) の出力がないときにファイルを復元する手順

ファイルのタイプ 条件 参照先

リムーバブルメディ
アカートリッジに
アーカイブされた通
常のファイル

ファイルのエントリを含むアーカイ
バのログファイルがあるか、ファイ
ルを含む -D オプションを指定した 
sls コマンドの出力があります。

• 75 ページの「アーカイバ
のログまたは sls コマン
ドの出力の情報を使用し
て通常のファイルを復元
する」。

リムーバブルメディ
アカートリッジに
アーカイブされた通
常のファイル

アーカイバのログファイルがない • 77 ページの「アーカイバ
のログの情報を使用しな
い通常のファイルの復
元」。

ディスクにアーカイ
ブされた通常のファ
イル

ファイルのエントリを含むアーカイ
バのログファイルがあるか、ファイ
ルを含む -D オプションを指定した 
sls コマンドの出力があります。

• 92 ページの「ディスクに
アーカイブされたファイ
ルの復元」。

セグメントに分割さ
れたファイル

ファイルのエントリを含む、アーカ
イバのログファイルがあります。

• 84 ページの「アーカイバ
のログの情報を使用し
た、セグメントに分割さ
れたファイルの復元」。

ボリュームオーバー
フローファイル

ファイルのエントリを含む、アーカ
イバのログファイルがあります。

• 90 ページの「アーカイバ
のログの情報を使用し
た、ボリュームオーバー
フローファイルの復
元」。
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ンドを使用していた場合、これらの属性は失われます。ファイルは、デフォルトの属
性で復元されます。これは、すべてのタイプのファイルに当てはまります (通常の
ファイル、セグメントに分割されたファイルなど)。

ファイルの復元に必要な情報
表 5-3 に、通常のファイルを復元するときに必要な情報を示します。

アーカイバのログ、または -D オプションを指定した sls(1) コマンドの出力から、
通常のファイルについて必要な情報を取得できる場合は、request(1M) コマンドと 
star(1M) コマンドを使用してファイルを復元できます。このあとの各例に示すよう
に、まず request コマンドを使用して、1 つまたは複数のリムーバブルメディア装
置の内容を表すファイル (「要求ファイル」) を作成します。次に 75 ページの「アー
カイバのログまたは sls コマンドの出力の情報を使用して通常のファイルを復元す
る」で示すように、star コマンドを使用して、ファイルを抽出します。

ファイルのタイプの判別
ここでは、アーカイブのログファイルから、ファイルのタイプ (通常のファイル、セ
グメントに分割されたファイル、またはボリュームオーバーフローファイル) を判別
する方法を示します。この情報は、71 ページの「samfsdump(1M) の出力を使用しな
いファイルまたはディレクトリの復元」で示された復元手順のうち、どれを使用する
かを判断するために必要です。

表 5-3 通常のファイルの復元に必要な情報

定義
アーカイバのログ内の
フィールド

sls -D の出力でのアーカイブのコ
ピーの行のフィールド

メディアのタイプ 4 5

ボリュームシリアル名 
(VSN)

5 6

位置*

* 位置は、次の形式になっているフィールドの左側の値です。position.offset。

7 4
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通常のファイル

「通常」のファイルは、アーカイバのログに 1 つのエントリがあります。通常のファ
イルは、アーカイバのログでフィールド 12 が f になっています。次の例で、通常の
ファイルに対する、アーカイバのログ内のエントリを示します。

セグメントに分割されたファイル

「セグメントに分割された」ファイルは、セグメント属性が設定され、segment(1) 
コマンドを使用してセグメントサイズが指定されたファイルです。セグメント属性が
設定されたファイルは、セグメントサイズ単位でアーカイブへの保存と復元が行われ
ます。セグメントの長さ (セグメントサイズ) は、アーカイバのログファイルの
フィールド 10 にキロバイト単位で示されます。

セグメントに分割されたファイルは、アーカイバのログに複数のエントリがありま
す。コード例 5-3 に、セグメントに分割されたファイル seg/aaa の 3 つのエントリ
を示します。フィールド 12 の「S」は、ファイルのタイプがファイルセグメントであ
ることを示します。

A 96/01/05 10:55:56 mo v1 set_1.1 d2e.1 samfs2 770.11 2673 test/file3 f 0 0

コード例 5-3 セグメントに分割されたファイルに対する、アーカイバのログのエン
トリ

A 2000/06/15 17:07:28 ib E00000 all.1 1276a.1 samfs4 14.5 10485760 
seg/aaa/1 S 0 51

A 2000/06/15 17:07:29 ib E00000 all.1 1276a.5002 samfs4 15.5 
10485760 seg/aaa/2 S 0 51

A 2000/06/15 17:07:29 ib E00000 all.1 1276a.a003 samfs4 16.5 184 
seg/aaa/3 S 0 51
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ボリュームオーバーフローファイル

ボリュームオーバーフローファイルは、複数のボリュームに書き込まれたファイルで
す。ボリュームオーバーフローファイルは、アーカイバのログで、ファイルのセク
ションごとにエントリがあります。コード例 5-4 に、ファイル big2d の 2 つのセク
ションに対する 2 つのエントリを示します。

big2d ファイルは、2 つのエントリがあり、フィールド 12 の f が通常のファイルの
エントリを示し、フィールド 13 の 0 と 1 がセクション番号なので、ボリュームオー
バーフローファイルであることがわかります。フィールド 5 は、ファイルが VSN 
CFX600 から開始し、VSN CFX603 にオーバーフローすることを示します。

判別方法のまとめ

表 5-4 に、通常のファイル、セグメントに分割されたファイル、およびボリューム
オーバーフローファイルの判別方法をまとめます。

コード例 5-4 ボリュームオーバーフローファイルに対する、アーカイバのログのエ
ントリ

A 2001/10/31 09:47:29 lt CFX600 arset1.1 3668e.1 samfs9 71950.15 
2011823616 testdir1/big2d f 0 43

A 2001/10/31 09:47:29 lt CFX603 arset1.1 3844a.0 samfs9 71950.15 
1209402048 testdir1/big2d f 1 41

表 5-4 通常のファイル、セグメントに分割されたファイル、およびボリュームオー
バーフローファイルの判別方法

ファイルのタイプ 定義

通常のファイル エントリが 1 つだけ。

フィールド 12 のファイルタイプが f。

セグメントに分割さ
れたファイル

エントリが複数。

フィールド 5 の VSN が各エントリで同じ。

フィールド 12 のファイルタイプが S。
フィールド 13 のセクション番号が各エントリで同じ。

ボリュームオーバー
フローファイル

エントリが複数。

フィールド 5 の VSN がエントリごとに異なる。

フィールド 12 のファイルタイプが f。
フィールド 13 のセクション番号がエントリごとに異なる。
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▼ アーカイバのログまたは sls コマンドの出力の
情報を使用して通常のファイルを復元する

注 – この手順を実行するには、SAM-QFS ファイルシステムがマウントされている必
要があります。

1. root でログインするか、あるいは root ユーザーに切り替えます。

2. メディアのタイプ、ファイルの位置、および VSN を確認します。

a. アーカイバのログがある場合は、cat(1M) または別のコマンドを使用してアーカ
イバのログファイル内でファイルのエントリを検索します。

コード例 5-5 に、アーカイブがテープに保存されたファイルのエントリ例と、アー
カイブが光磁気ディスクに保存されたファイルのエントリ例を示します。

アーカイバのログファイルの各フィールドの定義については、表 5-3 を参照してく
ださい。

b. -D オプションを指定した sls コマンドの出力がある場合は、その出力を検索しま
す。

コード例 5-6 に、ファイル tape_test/file4 に対する -D オプションを指定し
た sls(1) コマンドの出力を示します。

コード例 5-5 cat(1) コマンドを使用してアーカイバログを検索する

# cat

...

A 96/06/04 10:55:56 lt DLT001 arset0.1 286.1324f samfs1 770.11 
130543 tape_test/file4 0 0 0

A 96/01/05 10:55:56 mo v1 set_1.1 d2e.1 samfs2 770.11 2673 
test/file3 0 0 0

コード例 5-6 -D オプションを指定した sls(1) の出力

# sls -D /sam1/tape_test/file4

/sam1/tape_test/file4:

 mode: -rw-rw----  links:   1  owner: root      group: other 

 length:    130543

 offline;

 copy 1:   Jun  4 10:55       286.1324f lt DLT001

 access:   May 24 16:55  modification: May 24 16:38

 changed:  May 24 16:38  attributes:   Jun  4 10:55

 creation: May 24 16:38  residence:    Jun  4 10:55
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c. 次の手順で request(1M) コマンドの入力として使用するため、メディアのタイ
プ、ファイルの位置、および VSN を記録します。

3. -p オプションで位置を指定して request(1M) コマンドを使用し、ファイルの 
tar(1) ヘッダーの先頭に移動します。

-p オプションで指定する位置番号は 16 進数で表し、前に「0x」を付けます。

次の例では、テープにあるサンプルファイルを含むアーカイブの内容によって、要求
ファイルが作成されます。

次の例では、光磁気ディスクにあるサンプルファイルの内容によって、要求ファイル
が作成されます。

注 – request(1M) コマンドを使用して指定する VSN は、ローカルの自動ライブラ
リに存在する必要があります。

4. コード例 5-7 で示すように、star(1M) コマンドを使用してファイルを抽出します。

注 – star(1M) コマンドでは、要求ファイルで指定しているアーカイブファイルのす
べてのファイルが復元されます。

# request -p 0x286 –m lt –v DLT001 /sam1/xxxx

# request -p 0xd2e –m mo –v v1 /sam2/xxxx

コード例 5-7 star(1M) を使用してファイルを復元する

# cd /sam1
# star -xv -b 32 -f /sam1/xxxx

...
tape_test/file4
...
tar: directory checksum error

# cd /sam2
# star -xv -b 32 -f /sam2/xxxx
...
test/file3
...
tar: directory checksum error
# 



 第 5 章 ファイルとディレクトリの復元 77

注 – ディレクトリの検査合計エラーは無視してかまいません。

デフォルト (16K バイト) 以外のブロックサイズでテープにラベルを付けた場合は、
star コマンドの -b オプションに、値 32 の代わりに、ブロックサイズ (バイト単位) 
を 512 で割った値を使用します。テープのブロックサイズを確認するには、テープを
マウントして samu(1M) ユーティリティーの t 表示、samu ユーティリティーの v 表
示 (詳細を表示するには Ctrl キーと i を押す)、または dump_cat(1M) コマンドの出
力を確認します。

5. sls(1) コマンドを使用して、ファイルが抽出されたことを確認します。

コード例 5-8 に、光磁気ディスクにあるファイルに対する、sls -D の出力を示しま
す。

アーカイバのログの情報を使用しない通
常のファイルの復元
ファイルのエントリが含まれている使用可能なアーカイブログがない場合は、78 
ページの「アーカイバのログの情報を使用しないで、通常のファイルを復元する」の
手順を使用できます。

注 – 使用可能な資源が、アーカイブのコピーの含まれるカートリッジと、
Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェアがインストールされていない Solaris システムだ
けの場合は、この手順の手順 3 から実行してファイルを復元できます。

手順 78 ページの「アーカイバのログの情報を使用しないで、通常のファイルを復元
する」は、次の条件の下で、自動ライブラリ、または手動でマウントするスタンドア
ロンのドライブを使用して実行できます。

コード例 5-8 sls(1) を使用して抽出ファイルを確認する

# sls -D /sam2/test/file3
/sam2/test/file3:

mode: -rw-rw----  links:   1  owner: root      group: other

length:       2673 admin id: 7 inode:      161.2

copy 1:---- May  1 15:41       286.1324f mo v1

access:   May  1 16:50  modification: May  1 15:41

changed:  May  1 15:40  attributes:   May  1 15:44

creation: May  1 15:40  residence:    May  1 16:50
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■ 自動化ライブラリを使用している場合は、自動化ライブラリのデーモンがシステ
ムで動作中です。

■ 手動でマウントするスタンドアロンのドライブを使用している場合は、
/kernel/drv/st.conf で、使用しているテープドライブが正しく構成されてい
ます。この手順の実行の詳細については、『Sun StorEdge SAM-FS インストール
およびアップグレードの手引き』に記載されている st.conf ファイルにテープサ
ポートを追加する方法を参照してください。

復元するファイルがどのカートリッジに含まれるかを判別するには、ファイルのアー
カイブセットに割り当てられたボリュームだけを確認します。手順、78 ページの
「アーカイバのログの情報を使用しないで、通常のファイルを復元する」で説明され
ているように、各ボリュームで、-t オプションを使用して tar または star を繰り
返し実行し、アーカイブコピーが含まれているボリュームを検索します。ファイルの
アーカイブのコピーが見つかったら、tar または star の -x オプションを使用して
ファイルを抽出します。

▼ アーカイバのログの情報を使用しないで、通常の
ファイルを復元する

1. (省略可能) Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェアからテープドライブを使用できない
ようにします。

注 – 手動でマウントするスタンドアロンのドライブを使用している場合は、この手
順を飛ばしてください。

:unavail eq オプションを指定して samu(1M) コマンドを使用するか、unavail eq 
オプションを指定して samcmd(1M) コマンドを使用するか、devicetool(1M) を使
用するか、libmgr(1M) コマンドを使用します。samu コマンドと samcmd コマンド
では、eq として、ドライブの装置番号を指定します。各装置の装置番号は mcf(4) 
ファイルで指定されています。

次の例では、装置番号 51 に対して samcmd コマンドと unavail サブコマンドを使
用しています。

2. (省略可能) samload(1M) コマンドを使用して、必要なボリュームをドライブに読み
込みます。

# samcmd unavail 51
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注 – 手動でマウントするスタンドアロンのドライブを使用している場合は、この手
順を飛ばしてください。

使用するコマンド行オプションについては、samload(1) のマニュアルページを参照
してください。次の例では、samload コマンドを使用して、ライブラリ 50 のスロッ
ト 3 にあるカートリッジを、装置番号が 51 であるドライブに読み込んでいます。

3. mt(1M) コマンドを使用して、テープを巻き戻します。

次の例は、mt(1M) コマンドを使用してこの操作を行う方法を示します。テープドラ
イブが /dev/rmt/2 ではない場合は、正しい名前に置き換えてください。

注 – これらの例で使用している装置名は、末尾が n (巻き戻しなし) なので、このあ
との各手順のコマンドでは、テープ上の次のファイルがアクセスされます。

4. od(1M) またはそのほかのコマンドを使用してカートリッジの ANSI ラベルを確認
し、0000240 で始まる行を検索します。

カートリッジの最初のファイルが ANSI ラベルです。次の例では、必要な情報は、
0000240 で始まる行にあります。

# samload 50:03 51

# mt -f /dev/rmt/2cbn rewind

# od -c /dev/rmt/2cbn
0000000   V   O   L   1   X   X   X
0000020                                   S   A   M   -   F   S       1
0000040   .   0
0000060
0000100                                                               4
0000120   H   D   R   1
0000140                                               0   0   0   1   0
0000160   0   0   1   0   0   0   1   0   0       2   4   9   0   9
0000200                                                   S   A   M   -
0000220   F   S       1   .   0
0000240   H   D   R   2       1   6   3   8   4                   1
0000260                                                   2   0   g 031
0000300
*
0000360
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5. 0000240 で始まる行で、「H D R 2」に続く 5 文字を記録します。

0000240 で始まる行で「H D R 2」に続く 5 文字は、10 進数のブロックサイズの下 
5 桁です。上記の例では、5 文字は「1 6 3 8 4」です。

6. ブロックサイズの下 5 桁を使用して、メディアで使用されているブロックサイズを
確認します。

ブロックサイズの下 5 桁を、表 5-5 の左側の列で検索します。2 番目の列は dd(1M) 
コマンドで指定するブロックサイズを示します。3 番目の列は、star(1M) コマンド
と tar(1) コマンドで指定するブロックサイズを 512 バイトのブロック単位で示しま
す。

注 – このあとの各例では、すべてのファイルは 2 度アーカイブに保存されているの
で、各ファイルを 2 度確認しています。

7. star(1M) コマンドを使用できる場合は、上記の手順で確認した 512 バイトのブロッ
ク数を指定してコマンドを入力し、アーカイブ内でファイルを検索します。

star コマンドは、Sun StorEdge SAM-FS システムから任意の Solaris システムにダ
ウンロードできます。star コマンドを使用できない場合は、手順 8 に示すように、
dd(1M) コマンドと tar(1) コマンドを使用できます。

表 5-5 ANSI ラベルのブロックサイズの下 5 桁に対応するブロックサイズ

ブロックサイズの下 5 桁
dd(1) のブロック
サイズ

tar(1) と star(1M) の 512 バイトのブ
ロック数

16384 16 キロバイト 32 ブロック

32768 32 キロバイト 64 ブロック

65536 64 キロバイト 128 ブロック

31072 128 キロバイト 256 ブロック

62144 256 キロバイト 512 ブロック

24288 512 キロバイト 1024 ブロック

48576 1024 キロバイト 2048 ブロック

97152 2048 キロバイト 4096 ブロック
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注 – star のファイルは、最大のファイルサイズが 1T バイト -1 です。tar と star 
のファイルは、8G バイト -1 以下のファイルサイズだけで形式の互換性があります。
8G バイトを超えると、star と tar のファイルの形式に互換性はありません。した
がって、8G バイト -1 を超えるアーカイブを読み取るときは、star コマンドを使用
する必要があります。

コード例 5-9 では、star コマンドを使用して、最初の tar ファイルを確認していま
す。star(1M) コマンドと tar(1) コマンドでは、512 バイトのブロック単位でブロッ
クサイズを指定します。この例で -b に続いて指定している数値 32 は、手順 4 の 
ANSI ラベルの数値 16384 に対応する、手順 6 の表の 512 バイトのブロック数です。

コード例 5-10 では、同じコマンドを使用して次の tar(1) ファイルを確認していま
す。

コード例 5-11 は、別のファイルの 2 つのコピーを示します。

コード例 5-9 最初の tar(1) ファイルを確認する star(1M) コマンド

# star -tv -b 32 -f /dev/rmt/2cbn

-rw-rw----  0/1   102564 Sep  6 13:02 1996 test

6+1 records in

11+1 records out

コード例 5-10 2 番目の tar(1) ファイルを確認する star(1M) コマンド

# star -tv -b 32 -f /dev/rmt/2cbn

-rw-rw----  0/1   102564 Sep  6 13:02 1996 test

6+1 records in

11+1 records out

コード例 5-11 追加の tar(1) ファイルを確認する star(1M) コマンド

# star -tv -b 32 -f /dev/rmt/2cbn

-rw-rw----  0/1   102564 Sep  6 13:02 1996 test2

6+1 records in

11+1 records out

# star -tv -b 32 -f /dev/rmt/2cbn

-rw-rw----  0/1   102564 Sep  6 13:02 1996 test2

6+1 records in

11+1 records out
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コード例 5-12 は、テープの終わりに達したことを示します。

8. star(1M) コマンドを使用できない場合は、dd(1M) コマンドと tar(1) コマンドを使
用してアーカイブを確認します。

コード例 5-13 では、dd コマンドを使用して、最初の tar ファイルを確認していま
す。入力ブロックサイズ (ibs=) として使用している値 16k は、手順 6 の表の 3 番目
の列で、手順 4 の ANSI ラベルの数値 16384 に対応する数値です。

コード例 5-14 では、同じコマンドを使用して次の tar(1) ファイルを確認していま
す。

コード例 5-15 では、別のファイルの 2 つのコピーを確認しています。

コード例 5-12 テープの末尾を示す star(1M) および mt(1M) の出力

# star -tv -b 32 -f /dev/rmt/2cbn

0+0 records in

0+0 records out

tar: blocksize = 0

# mt -f /dev/rmt/2cbn status

Other tape drive:

 sense key(0x13)= EOT   residual= 0   retries= 0

 file no= 5   block no= 0

コード例 5-13 最初の tar(1) ファイルを確認する dd(1M) コマンド

# dd if=/dev/rmt/2cbn ibs=16k obs=10k conv=sync | tar tvf -

-rw-rw----  0/1   102564 Sep  6 13:02 1996 test

6+1 records in

11+1 records out

コード例 5-14 次の tar(1) ファイルを確認する dd(1M) コマンド

# dd if=/dev/rmt/2cbn ibs=16k obs=10k conv=sync | tar tvf -

-rw-rw----  0/1   102564 Sep  6 13:02 1996 test

6+1 records in

11+1 records out

コード例 5-15 追加の tar(1) ファイルを確認する dd(1M) コマンド 

# dd if=/dev/rmt/2cbn ibs=16k obs=10k conv=sync | tar tvf -

-rw-rw----  0/1   102564 Sep  6 13:02 1996 test2

6+1 records in

11+1 records out

# dd if=/dev/rmt/2cbn ibs=16k obs=10k conv=sync | tar tvf -
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コード例 5-16 は、テープの終わりに達したことを示します。

注 – この処理中に、エラーが発生する場合があります。次のエラーは、指定したブ
ロックサイズがテープのブロックサイズと一致しないことを示しています。

          read:not enough space

正しいブロックサイズを指定して、再試行してください。

9. 復元するファイルがアーカイブ内で見つかったら、-x オプションを指定した star 
コマンドを単独で、または dd コマンドと tar コマンドを使用して、アーカイブか
らファイルを抽出します。

コード例 5-17 にこれらのコマンドを示します。

注 – 「dd: read error」という、出力の 1 行目のエラーは無視してかまいませ
ん。

-rw-rw----  0/1   102564 Sep  6 13:02 1996 test2

6+1 records in

11+1 records out

コード例 5-16 テープの末尾を示す dd(1M) および mt(1M) の出力

# dd if=/dev/rmt/2cbn ibs=16k obs=10k conv=sync | tar tvf -

0+0 records in

0+0 records out

tar: blocksize = 0

# mt -f /dev/rmt/2cbn status

Other tape drive:

 sense key(0x13)= EOT   residual= 0   retries= 0

 file no= 5   block no= 0

コード例 5-17 star(1M) コマンド、または dd(1M) および tar(1) コマンドを使用す
る

# dd if=/dev/samst/c0t1u0 bs=1k iseek=3374 of=/tmp/junk count=10

dd: read error: I/O error

8+0 records in

8+0 records out

# tar xvf /tmp/junk

コード例 5-15 追加の tar(1) ファイルを確認する dd(1M) コマンド  (続き)
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アーカイバのログの情報を使用した、
セグメントに分割されたファイルの復元
セグメントに分割されたファイルがアーカイブに保存されるとき、または復元される
ときは、ある一定の単位で保存または復元されます。セグメントに分割されたファイ
ルは、アーカイバのログに複数のエントリがあります。

アーカイバのログファイルがある場合は、セグメントに分割されたファイルの複数の
エントリをログファイル内で検索できます。必要に応じて、63 ページの「アーカイ
バのログを設定する」を参照してください。

セグメントに分割されたファイルのエントリがアーカイバのログにある場合は、ファ
イルの位置、セグメントサイズ、VSN、およびメディアのタイプから、
request(1M) コマンドと star(1M) コマンドを使用してファイルを復元できます。
この手順は、85 ページの「アーカイバのログエントリの情報を使用して、セグメン
トに分割されたファイルを復元する」で説明します。

アーカイバのログファイルの各フィールドの定義については、表 5-3 を参照してくだ
さい。

この節の例では、セグメントに分割された aaa というファイルを使用します。コー
ド例 5-18 に、セグメントに分割されたファイル aaa のアーカイバのログファイルで
の 3 つのエントリを示します。

# star -xv -f /tmp/junk

tar: blocksize = 1

-rw-rw---- 0/1 2673 May 1 15:41 1996 dir3/dir2/file0

-rw-rw---- 0/1 946 May  1 15:41 1996 dir3/dir1/file1

-rw-rw---- 0/1 468 May  1 15:41 1996 dir1/dir3/file0

コード例 5-18 セグメントに分割されたファイル aaa を示すアーカイバのログファ
イル

A 2000/06/15 17:07:28 ib E00000 all.1 1276a.1 samfs4 14.5 10485760 
seg/aaa/1 S 0 51

A 2000/06/15 17:07:29 ib E00000 all.1 1276a.5002 samfs4 15.5 
10485760 seg/aaa/2 S 0 51

A 2000/06/15 17:07:29 ib E00000 all.1 1276a.a003 samfs4 16.5 184 
seg/aaa/3 S 0 51

コード例 5-17 star(1M) コマンド、または dd(1M) および tar(1) コマンドを使用す
る
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注 – コード例 5-18 では、すべてのセグメントが同じテープの tar(1) ファイルにあ
り、セグメントがオーバーフローしていないことを前提にしています。複数の 
tar(1) ファイルにまたがるセグメントがある場合は、各 tar(1) ファイルの位置ごと
に、個別の request(1M) コマンドを使用します。セグメントがボリュームオーバー
フローファイルである場合は、このセグメントに対して、90 ページの「アーカイバ
のログの情報を使用した、ボリュームオーバーフローファイルの復元」で説明されて
いる手順を使用します。

表 5-6 に、セグメントに分割されたファイルを復元するときに使用する情報が記録さ
れている位置を示します。

▼ アーカイバのログエントリの情報を使用して、セ
グメントに分割されたファイルを復元する

注 – ファイルシステムには、復元するファイルのサイズの 2 倍の空き容量が必要で
す。

1. ファイルシステム名 (フィールド 8) とファイル名 (フィールド 11) を使用して、アー
カイバのログで、セグメントに分割されたファイルのエントリを検索します。

コード例 5-19 に、セグメントに分割されたファイル file2 の archiver.log ファ
イルでのエントリを示します。

表 5-6 セグメントに分割されたファイルの復元に必要なアーカイバのログのエント
リ情報

フィールド 定義 説明

4 メディアの
タイプ

5 VSN

7 位置

12 ファイルの
タイプ

フィールド 12 の S は、セグメントに分割されたファイルのセ
グメントのエントリであることを示します。

11 ファイル名 この例の 3 つのエントリのファイル名フィールドでは、ファイ
ル aaa の 3 つのセグメントは seg/aaa/1、seg/aaa/2、お
よび seg/aaa/3 になります。

10 長さ ファイルセグメントのエントリでは、セグメントサイズ (長さ) 
が示されます。セグメントに分割されたファイルを復元すると
きは、最初のセグメントのセグメントサイズを segment(1) 
コマンド行で指定します。
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コード例 5-19 に、ファイルシステム qfs1 にあるファイルセグメントのアーカイバ
のログファイルを示します。各セグメントには、独自のエントリとファイル名があり
ます。seg/aaa/1、seg/aaa/2、seg/aaa/3 などです。

アーカイバのログファイルの各フィールドの定義については、表 5-3 を参照してくだ
さい。

2. アーカイバのログのいくつかのフィールドの内容を記録します。

アーカイバのログの情報は、手順 3 で request(1M) コマンドへの入力として、手順 
9 で segment(1) コマンドへの入力として使用する必要があります。必要な情報
は、次のフィールドに含まれています。

■ フィールド 4。ファイルが保存されているメディアのタイプ。使用できるメディア
のタイプについては、mcf(4) のマニュアルページを参照してください。

■ フィールド 5。VSN。

■ フィールド 7。ファイルの位置。フィールドのピリオド (.) の左側の位置インジ
ケータを使用します。

■ フィールド 10。セグメントサイズ。このフィールドは、長さフィールドです。

上記の例では、最初の行で次の情報が示されます。

■ メディアタイプは ib。

■ VSN は E00000。

■ ファイルの位置は 1276a。

■ セグメントサイズは 10485760。

3. request(1M) コマンドを入力して、セグメントを示すリムーバブルメディアファイ
ルを作成します。

次の情報を request(1M) コマンドの引数として指定します。

■ -m オプションのあとにメディアのタイプ。

■ -p オプションのあとに 16 進数表記で位置番号。位置番号の前に 0x。

■ -v オプションのあとに VSN。

コード例 5-19 アーカイバログファイルの例 

A 2002/11/19 14:01:47 ib E00000 all.1 1276a.1 samfs4 14.5 10485760 seg/aaa/1 S 
0 51
A 2002/11/19 14:04:11 ib E00000 all.1 1276a.5002 samfs4 15.5 10485760 seg/aaa/2 
S 0 51
A 2002/11/19 14:06:24 ib E00000 all.1 1933a.1 samfs4 16.5 184 seg/aaa/3 S 0 51
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■ リムーバブルメディアファイルのファイル名。

次のコマンドでは、手順 1 の例の値を使用しています。

このコマンドは、最初の 2 つのセグメントを取り出します。

注 – request(1M) コマンドを使用して指定する VSN は、ローカルの自動ライブラ
リに存在する必要があります。

4. コード例 5-20 で示すように、star(1M) コマンドを入力します。

前の手順で作成したファイルの名前を使用して、セグメントをテープからディスクに
読み込みます。

5. 一意な位置にあるセグメントまたはセグメントのグループごとに 手順 2、手順 3、手
順 4 を繰り返します (同じ VSN にある場合も含む)。

同じ位置に複数のセグメントが存在することがあります。場合によっては、この手
順、手順 3、および 手順 4 を 1 つのまとまりとして、複数回実行する必要がありま
す。

異なる VSN にセグメントがある場合は、各セグメントのメディアタイプと VSN を
正しく指定してください。

次のコマンドは、コード例 5-19 で説明した 3 つのファイルセグメントを取り出すた
めに必要なコマンドシーケンスを完了します。

3 番目のセグメントが、最初の 2 つのセグメントと異なる位置にあるため、コード例 
5-21 のコマンドが必要です。複数の場所にファイルセグメントがある場合は、
request(1M) コマンドと star(M) コマンドを入力して、すべてのセグメントを取り
出す必要があります。同じ tar から取り出されるそのほかのファイルは破棄できま
す。

# request -m ib -p 0x1276a -v E00000 /sam3/rmfile

コード例 5-20 テープからディスクにセグメントを読み込む

# star xvbf 512 /sam3/rmfile

seg/aaa/1

seg/aaa/2

コード例 5-21 追加コマンドを入力する

# request -m ib -p 0x1933a -v E00000 /sam3/rmfile

# star xvbf 512 /sam3/rmfile
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6. cd(1) コマンドを使用して、セグメントに分割されたファイルがあるディレクトリに
移動します。

コード例 5-22 に、seg/aaa ディレクトリにあるセグメントに分割されたファイル 
1、2、3 を示します。

7. ls(1) コマンドと sort(1) コマンドを使用して、ファイルを番号順に並べ替え、
cat(1M) コマンドを使用して、ファイルを結合します。

この手順で作成される一時ファイルは、セグメントに分割されていません。

8. cd(1) コマンドを使用し、番号付きのファイルがあるディレクトリに移動し、rm(1) 
コマンドを使用して番号付きのファイルを削除します。

コード例 5-23 にこの例を示します。

コード例 5-22 セグメントに分割されたファイルがあるディレクトリに移動する 

# cd seg

# pwd
/sam3/seg

# ls –l

total 8

drwxrwx---   2 root     other       4096 Jun 15 17:10 aaa/

# ls -l aaa

total 40968

-rw-rw----   1 root     other    10485760 Jun 15 17:06 1

-rw-rw----   1 root     other    10485760 Jun 15 17:06 2

-rw-rw----   1 root     other        184 Jun 15 17:07 3

# pwd

/sam3/seg

# cd aaa

# pwd
/sam3/seg/aaa

# ls | sort -n | xargs cat > ../bbb

コード例 5-23 番号付きのファイルがあるディレクトリに移動する

# cd ..

# pwd

/sam3/seg

# ls –l

total 41000

drwxrwx---   2 root     other       4096 Jun 15 17:10 aaa/

-rw-rw----   1 root     other    20971704 Jun 15 17:11 bbb

# ls -l aaa
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9. touch(1M) コマンドを入力して、空のファイルを作成します。

10. segment(1) コマンドを使用して、手順 9 で作成したファイルのセグメント属性を
設定します。

segment コマンドでは、-l オプションのあとにセグメントの長さをメガバイト単位
で指定し、m のあとに、前の手順で作成した空のファイルのファイル名を指定しま
す。

セグメントの長さは、アーカイバのログファイルエントリのフィールド 10 の値を 
1048576 で割ってメガバイト単位に変換します。たとえば、手順 2 では、アーカイバ
のログのエントリのセグメントの長さが 10485760 になっています。セグメントの長
さを 1048576 で割ると 10M バイトになるので、次のように -l 10m と入力します。

11. 手順 7 で作成した一時ファイルを、手順 9 で作成した空のファイルにコピーし、一
時ファイルを削除します。

コード例 5-24 にこの手順を示します。

12. -2K オプションを指定して sls(1) コマンドを入力し、セグメントに分割されたファ
イルのセグメントを 2 行で出力します。

コード例 5-25 にこの手順を示します。

total 40968

-rw-rw----   1 root     other    10485760 Jun 15 17:06 1

-rw-rw----   1 root     other    10485760 Jun 15 17:06 2

-rw-rw----   1 root     other        184 Jun 15 17:07 3

# rm -rf aaa

# touch aaa

# segment -l 10m aaa

コード例 5-24 一時ファイルをコピーしたあとで削除する

# cp bbb aaa

# rm bbb

コード例 5-25 sls -2K コマンドを使用する 

# sls -2K aaa

-rw-rw----   1 root     other     20971704 Jun 15 17:12 aaa

---------- ----- sI {3,0,0,0}

-rw-rw----   1 root     other     10485760 Jun 15 17:12 aaa/1

---------- ----- sS

コード例 5-23 番号付きのファイルがあるディレクトリに移動する (続き)
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アーカイバのログの情報を使用した、
ボリュームオーバーフローファイルの復
元
ボリュームオーバーフローファイルは、複数のボリュームに書き込まれたファイルで
す。アーカイバのログファイルがある場合は、復元するファイルのエントリをログ
ファイル内で検索できます。必要に応じて、63 ページの「アーカイバのログを設定
する」を参照してください。ボリュームオーバーフローファイルのエントリがアーカ
イバのログにある場合は、ファイルの位置、セグメントサイズ、VSN、およびメディ
アのタイプから、request(1M)、star(1M)、dd(1M)、および cat(1) の各コマンド
を使用してファイルを復元し、結合できます。この手順は、91 ページの「アーカイ
バのログの情報を使用して、ボリュームオーバーフローファイルを復元する」で説明
します。

アーカイバのログファイルの各フィールドの定義については、表 5-3 を参照してくだ
さい。

ここでは、file3 というボリュームオーバーフローファイルを使用します。コード
例 5-26 に、archiver.log ファイルにあるファイル file3 の 2 つのセクションに
対する 2 つのエントリを示します。

最後から 3 番目のフィールドの f が通常のファイルのエントリを示し、最後から 2 
番目のフィールドの 0 と 1 がセクション番号なので、ファイルが 2 つのセクション
から構成されるボリュームオーバーフローファイルであることがわかります。5 番目
のフィールドは、ファイルが VSN 700036 から開始し、VSN 700034 にオーバーフ
ローすることを示します。

次の手順では、復元するファイルのサイズの 2 倍の空き容量がファイルシステムにあ
ることを前提とします。

-rw-rw----   1 root     other     10485760 Jun 15 17:12 aaa/2

---------- ----- sS

-rw-rw----   1 root     other          184 Jun 15 17:12 aaa/3

---------- ----- sS

コード例 5-26 アーカイバログファイルのエントリ

A 2004/08/23 10:28:51 sg 700036 ReleasePercent.1 12d55.1 qfs2 
11731.1 89128448 ReleasePercent/huge2/dir24/file3 f 0 210

A 2004/08/23 10:28:51 sg 700034 ReleasePercent.1 15f9e.0 qfs2 
11731.1 525271552 ReleasePercent/huge2/dir24/file3 f 1 220

コード例 5-25 sls -2K コマンドを使用する  (続き)
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▼ アーカイバのログの情報を使用して、ボリューム
オーバーフローファイルを復元する

注 – ファイルシステムには、復元するファイルのサイズの 2 倍の空き容量が必要で
す。

1. vi(1M) または別のコマンドを使用して、復元するファイルのエントリが含まれる
アーカイバのログファイルを表示します。

file3 のアーカイバのログファイルは、コード例 5-26 に示されています。

2. request(1M) コマンドを使用して、各セクションを示すリムーバブルメディアファ
イルを作成します。

コード例 5-27 に、使用する request(1M) オプションを示します。

3. cd(1M) コマンドと dd(1M) コマンドを使用して、セクションを復元します。

コード例 5-28 は、どちらのテープもブロックサイズが 256K バイトであると想定さ
れていることを示します。

残りの各セクションに対して dd(1M) コマンドを繰り返します。

コード例 5-27 request(1M) コマンドを使用する

# request -p 0x12d55 -m sg -v 700036 /samfs1/tp1

# request -p 0x15f9e -m sg -v 700032 /samfs1/tp2

コード例 5-28 cd(1) コマンドと dd(1M) コマンドを使用する

# cd /qfs2

# dd  if=/samfs1/tp1 of=file3.0 ibs=256k

340+0 records in

174080+0 records out

# dd  if=/samfs1/tp2 of=file3.1 ibs=256k

2004+0 records in

1026048+0 records out
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4. ls(1M) コマンドを使用して出力を確認し、ファイルのすべての部分がディスク上に
あることを確認します。

コード例 5-29 に、この例を示します。

5. cat(1M) コマンドと star(1M) コマンドを使用して、ファイルを結合します。

コード例 5-30 では、cat(1) コマンドと star(1) コマンドを使用して、ファイルを結
合しています。

ディスクにアーカイブされたファイルの
復元
ここでは、ディスクにアーカイブされたファイルの復元方法を説明します。次の項目
があります。

■ 93 ページの「ディスクアーカイブの復元に必要な情報を収集する」。この手順で
は、ディスクアーカイブ tar(1) ファイルからファイルを復元するために必要な情
報の収集方法を示します。実際のファイル復元手順を実行する前に、この手順を
実行する必要があります。

コード例 5-29 ls(1) コマンドを使用して出力を確認する

# ls -l file3.*

-rw-r--r--   1 root     other   89128960  Aug 31 12:07 file3.0

-rw-r--r--   1 root     other   525336576 Aug 31 12:14 file3.1

コード例 5-30 ファイルを結合する

# cat file3.0 file3.1 > file3.2

# ls -l file3.*

-rw-r--r--   1 root     other    89128960  Aug 31 12:07 file3.0

-rw-r--r--   1 root     other    525336576 Aug 31 12:14 file3.1

-rw-r--r--   1 root     other    614465536 Aug 31 12:21 file3.2

# star xvbf 256 file3.2

ReleasePercent/huge2/dir24/file3

# sls -D ReleasePercent/huge2/dir24/file3

ReleasePercent/huge2/dir24/file3:

  mode: -rw-r--r--  links:   1  owner: root      group: other   

  length: 614400000  admin id:      0  inode:    12481.1

  access:      Aug 31 12:40  modification: Aug 20 14:28

  changed:     Aug 31 12:43  attributes:   Aug 31 12:40

  creation:    Aug 31 12:40  residence:    Aug 31 12:40
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■ 98 ページの「ディスクアーカイブ tar(1) ファイルから単一のファイルを復元す
る」

■ 100 ページの「ディスクアーカイブ tar(1) ファイルから複数のファイルを復元す
る」

この手順の例では、6 つのアーカイブ済みファイルを使用します。3 つのファイル 
(filex、filey、filez) は、拡張 tar(1) ファイルヘッダーから得られる長いパス
名を使用します。これらは完全性のために含まれています。長いパス名を持つファイ
ルを障害回復するために特別な手順は必要ありません。

各サンプルファイルには、次のように、4 つのアーカイブコピーがあります。

■ コピー 1 は、ディスクアーカイブ VSN DISK_01 を使用

■ コピー 2 は、ディスクアーカイブ VSN DISK_02 を使用

■ コピー 3 は、ディスクアーカイブ VSN DISK_03 を使用

■ コピー 4 は、ディスクアーカイブ VSN 000064 を使用

▼ ディスクアーカイブの復元に必要な情報を収集す
る

ディスクにアーカイブされたファイルを復元する前に、次の情報が必要です。

■ ディスクボリューム名。

■ ディスクアーカイブ tar(1) ファイルのパス。

■ diskvols.conf(4) でディスクボリューム名に定義されているパス名。

保存されている sls(1) の出力、または復元するファイルが含まれているアーカイバ
ログファイルが必要です。

1. アーカイブ済みファイルが含まれているディスクアーカイブ tar(1) ファイルのディ
スクボリューム名とパスを検索します。

-D オプションを指定した sls(1) コマンドまたはアーカイバのログファイルのエント
リを使用できます。この手順の例では、両方を示します。

方法 1 - sls(1) を使用

復元するファイルの sls(1) 出力がある場合に、この方法を使用できます。

コード例 5-31 に、sls(1) コマンドの出力を示します。ディスクアーカイブコピーに
対応する行を確認します。この行の 5 番目のフィールドで、メディアタイプが dk で
あることが示されます。この行の最後から 2 番目のフィールドで、
diskvols.conf(4) で定義されているディスクボリューム名が示されます。最後の
フィールドで、ディスクアーカイブ tar(1) ファイルのパスが示されます。
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コード例 5-31 の出力では、入力したコマンドと検索する情報の両方を太字のテキス
トで示します。

コード例 5-31 ディスクにアーカイブされたファイルに対する sls(1) の出力例 

# cd /shareqfs2/testdir4
# sls -D filea fileb filec
filea:
  mode: -rw-r--r--  links:   1  owner: root      group: other   
  length:     65732  admin id:      0  inode:   120235.783
  archdone;
  copy 1: ---- Nov  3 14:46     81366.1    dk DISK_01 d8/d19/f102
  copy 2: ---- Nov  3 14:54     2ec7e.209  dk DISK_02 d2/d236/f126
  copy 3: ---- Nov  3 14:58        bf.209  dk DISK_03 f191
  copy 4: ---- Nov  3 15:05      ea7a.209  lt 000064
  access:      Nov  3 14:35  modification: Nov  3 14:35
  changed:     Nov  3 14:35  attributes:   Nov  3 14:35
  creation:    Nov  3 14:35  residence:    Nov  3 14:35
fileb:
  mode: -rw-r--r--  links:   1  owner: root      group: other   
  length:     65732  admin id:      0  inode:   120300.783
  archdone;
  copy 1: ---- Nov  3 14:46     81366.105  dk DISK_01 d8/d19/f102
  copy 2: ---- Nov  3 14:54     2ec7e.411  dk DISK_02 d2/d236/f126
  copy 3: ---- Nov  3 14:58        bf.411  dk DISK_03 f191
  copy 4: ---- Nov  3 15:05      ea7a.411  lt 000064
  access:      Nov  3 14:35  modification: Nov  3 14:35
  changed:     Nov  3 14:35  attributes:   Nov  3 14:35
  creation:    Nov  3 14:35  residence:    Nov  3 14:35
filec:
  mode: -rw-r--r--  links:   1  owner: root      group: other   
  length:     65732  admin id:      0  inode:   120243.783
  archdone;
  copy 1: ---- Nov  3 14:46     81366.83   dk DISK_01 d8/d19/f102
  copy 2: ---- Nov  3 14:54     2ec7e.38f  dk DISK_02 d2/d236/f126
  copy 3: ---- Nov  3 14:58        bf.38f  dk DISK_03 f191
  copy 4: ---- Nov  3 15:05      ea7a.38f  lt 000064
  access:      Nov  3 14:35  modification: Nov  3 14:35
  changed:     Nov  3 14:35  attributes:   Nov  3 14:35
  creation:    Nov  3 14:35  residence:    Nov  3 14:35
# cd /shareqfs2/testdir4/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0
001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir
0001/tstdir0001/tstdir0001
# sls -D filex filey filez
filex:
  mode: -rw-r--r--  links:   1  owner: root      group: other   
  length:    131420  admin id:      0  inode:   120239.783
  archdone;
  copy 1: ---- Nov  3 14:50     81367.20b  dk DISK_01 d8/d19/f103
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方法 2 - アーカイバのログファイルを使用

復元するファイルが含まれているアーカイバのログファイルがある場合に、この方法
を使用します。

コード例 5-32 に、アーカイバログの出力例を示します。ディスクアーカイブコピー
に対応する行を確認します。この行の 4 番目のフィールドで、メディアタイプが dk 
であることが示されます。この行の 5 番目のフィールドで、diskvols.conf(4) で
定義されているディスクボリューム名と、ディスクアーカイブ tar(1) ファイルのパ
スが示されます。これらは、スラッシュ (/) 文字で結合されています。

  copy 2: ---- Nov  3 14:54     2ec7e.28d  dk DISK_02 d2/d236/f126
  copy 3: ---- Nov  3 14:58        bf.28d  dk DISK_03 f191
  copy 4: ---- Nov  3 15:05      ea7a.28d  lt 000064
  access:      Nov  3 14:36  modification: Nov  3 14:36
  changed:     Nov  3 14:36  attributes:   Nov  3 14:36
  creation:    Nov  3 14:36  residence:    Nov  3 14:36
filey:
  mode: -rw-r--r--  links:   1  owner: root      group: other   
  length:    131420  admin id:      0  inode:   120232.783
  archdone;
  copy 1: ---- Nov  3 14:50     81367.107  dk DISK_01 d8/d19/f103
  copy 2: ---- Nov  3 14:54     2ec7e.107  dk DISK_02 d2/d236/f126
  copy 3: ---- Nov  3 14:58        bf.107  dk DISK_03 f191
  copy 4: ---- Nov  3 15:05      ea7a.107  lt 000064
  access:      Nov  3 14:36  modification: Nov  3 14:36
  changed:     Nov  3 14:36  attributes:   Nov  3 14:36
  creation:    Nov  3 14:36  residence:    Nov  3 14:36
filez:
  mode: -rw-r--r--  links:   1  owner: root      group: other
  length:    131420  admin id:      0  inode:   120228.783
  archdone;
  copy 1: ---- Nov  3 14:50     81367.3    dk DISK_01 d8/d19/f103
  copy 2: ---- Nov  3 14:54     2ec7e.3    dk DISK_02 d2/d236/f126
  copy 3: ---- Nov  3 14:58        bf.3    dk DISK_03 f191
  copy 4: ---- Nov  3 15:05      ea7a.3    lt 000064
  access:      Nov  3 14:36  modification: Nov  3 14:36
  changed:     Nov  3 14:36  attributes:   Nov  3 14:36
  creation:    Nov  3 14:36  residence:    Nov  3 14:36

コード例 5-31 ディスクにアーカイブされたファイルに対する sls(1) の出力例  (続き)
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コード例 5-32 の出力では、検索する情報を太字のテキストで示します。

コード例 5-32 ディスクにアーカイブされたファイルのアーカイバのログファイルの出力 

A 2003/11/03 14:46:35 dk DISK_01/d8/d19/f102 arset4.1 81366.1 shareqfs2 
120235.783 65732 testdir4/filea f 0 0
A 2003/11/03 14:46:35 dk DISK_01/d8/d19/f102 arset4.1 81366.83 shareqfs2 
120243.783 65732 testdir4/filec f 0 0
A 2003/11/03 14:46:35 dk DISK_01/d8/d19/f102 arset4.1 81366.105 shareqfs2 
120300.783 65732 testdir4/fileb f 0 0
A 2003/11/03 14:50:35 dk DISK_01/d8/d19/f103 arset4.1 81367.3 shareqfs2 
120228.783 131420
testdir4/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tst
dir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstd
ir0001/filez f 0 0
A 2003/11/03 14:50:35 dk DISK_01/d8/d19/f103 arset4.1 81367.107 shareqfs2 
120232.783 131420
testdir4/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tst
dir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstd
ir0001/filey f 0 0
A 2003/11/03 14:50:35 dk DISK_01/d8/d19/f103 arset4.1 81367.20b shareqfs2 
120239.783 131420
testdir4/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tst
dir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstd
ir0001/filex f 0 0
A 2003/11/03 14:54:35 dk DISK_02/d2/d236/f126 arset4.2 2ec7e.3 shareqfs2 
120228.783 131420
testdir4/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tst
dir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstd
ir0001/filez f 0 0
A 2003/11/03 14:54:35 dk DISK_02/d2/d236/f126 arset4.2 2ec7e.107 shareqfs2 
120232.783 131420
testdir4/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tst
dir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstd
ir0001/filey f 0 0
A 2003/11/03 14:54:35 dk DISK_02/d2/d236/f126 arset4.2 2ec7e.209 shareqfs2 
120235.783 65732 testdir4/filea f 0 0
A 2003/11/03 14:54:35 dk DISK_02/d2/d236/f126 arset4.2 2ec7e.28d shareqfs2 
120239.783 131420
testdir4/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tst
dir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstd
ir0001/filex f 0 0
A 2003/11/03 14:54:35 dk DISK_02/d2/d236/f126 arset4.2 2ec7e.38f shareqfs2 
120243.783 65732 testdir4/filec f 0 0
A 2003/11/03 14:54:35 dk DISK_02/d2/d236/f126 arset4.2 2ec7e.411 shareqfs2 
120300.783 65732 testdir4/fileb f 0 0
A 2003/11/03 14:58:35 dk DISK_03/f191 arset4.3 bf.3 shareqfs2 120228.783 131420
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2. cat(1) またはそのほかのコマンドを使用して、diskvols.conf(4) ファイルを確認
し、diskvols.conf(4) でディスクボリューム名に定義されているパス名を検索し
ます。

コード例 5-33 に、ディスクアーカイブコピーを受け取るように定義された次の 3 つ
のディスクボリュームを示します。

■ ディスクボリューム名 DISK_01 は、ローカルにマウントされた宛先パス 
/ufs2/disk_archive/01 を指します。

testdir4/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tst
dir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstd
ir0001/filez f 0 0
A 2003/11/03 14:58:35 dk DISK_03/f191 arset4.3 bf.107 shareqfs2 120232.783 
131420
testdir4/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tst
dir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstd
ir0001/filey f 0 0
A 2003/11/03 14:58:35 dk DISK_03/f191 arset4.3 bf.209 shareqfs2 120235.783 65732 
testdir4/filea f 0 0
A 2003/11/03 14:58:35 dk DISK_03/f191 arset4.3 bf.28d shareqfs2 120239.783 
131420
testdir4/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tst
dir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstd
ir0001/filex f 0 0
A 2003/11/03 14:58:35 dk DISK_03/f191 arset4.3 bf.38f shareqfs2 120243.783 65732 
testdir4/filec f 0 0
A 2003/11/03 14:58:35 dk DISK_03/f191 arset4.3 bf.411 shareqfs2 120300.783 65732 
testdir4/fileb f 0 0
A 2003/11/03 15:05:33 lt 000064 arset4.4 ea7a.3 shareqfs2 120228.783 131420
testdir4/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tst
dir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstd
ir0001/filez f 0 42
A 2003/11/03 15:05:33 lt 000064 arset4.4 ea7a.107 shareqfs2 120232.783 131420
testdir4/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tst
dir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstd
ir0001/filey f 0 42
A 2003/11/03 15:05:33 lt 000064 arset4.4 ea7a.209 shareqfs2 120235.783 65732 
testdir4/filea f 0 42
A 2003/11/03 15:05:33 lt 000064 arset4.4 ea7a.28d shareqfs2 120239.783 131420
testdir4/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tst
dir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstdir0001/tstd
ir0001/filex f 0 42
A 2003/11/03 15:05:33 lt 000064 arset4.4 ea7a.38f shareqfs2 120243.783 65732 
testdir4/filec f 0 42
A 2003/11/03 15:05:33 lt 000064 arset4.4 ea7a.411 shareqfs2 120300.783 65732 
testdir4/fileb f 0 42

コード例 5-32 ディスクにアーカイブされたファイルのアーカイバのログファイルの出力  (続き)
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■ ディスクボリューム名 DISK_02 は、ローカルにマウントされた宛先パス 
/ufs2/disk_archive/02 を指します。

■ ディスクボリューム名 DISK_03 は、リモートサーバー mars の宛先パス 
/qfs1/disk_archive/03 を指します。

▼ ディスクアーカイブ tar(1) ファイルから単一の
ファイルを復元する

この手順を使用して、ディスクアーカイブ tar(1) ファイルから単一のファイルを復
元します。

1. 93 ページの「ディスクアーカイブの復元に必要な情報を収集する」の手順を使用し
て、この復元に必要な情報を収集します。

2. mkdir(1) コマンドを使用して、ファイルを復元するディレクトリを SAM-QFS ファ
イルシステムに作成します。

3. cd(1) コマンドを使用して、復元用のディレクトリに移動します。

4. -tv オプションを指定して star(1M) コマンドを使用し、ディスクアーカイブ 
tar(1) ファイルの内容を表示します。

コード例 5-34 に、アーカイブコピー 1 に関連付けられたディスクアーカイブ tar(1) 
ファイルの内容を示します。ここで示す star(1M) コマンドは、2 つのソースから入
力ファイル名を導き出します。

■ /ufs2/disk_archive/01 は、diskvols.conf(4) ファイルがもとになってい
ます。

■ /d8/d19/f102 は、sls(1) の出力またはアーカイバのログファイルがもとになっ
ています。

コード例 5-33 diskvols.conf(4) のエントリの例

# cat /etc/opt/SUNWsamfs/diskvols.conf

DISK_01 /ufs2/disk_archive/01

DISK_02 /ufs2/disk_archive/02

DISK_03 mars:/qfs1/disk_archive/03

コード例 5-34 tar(1) ファイルの内容を表示する 

# star -tv -f /ufs2/disk_archive/01/d8/d19/f102

-rw-r--r-- root/other    65732 2003-11-03 14:35 testdir4/filea

-rw-r--r-- root/other    65732 2003-11-03 14:35 testdir4/filec

-rw-r--r-- root/other    65732 2003-11-03 14:35 testdir4/fileb
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注 – この tar ファイルは、リモートサーバーにあってもかまいません。その場合、リ
モートサーバーのディスクアーカイブ tar(1) ファイルにアクセスするために、リ
モート認証データベースが正しく構成されている必要があります。/.rhosts ファイ
ルの構成については、hosts.equiv(4) のマニュアルページを参照してください。

5. 復元するファイルが手順 4 の出力に表示されていることを確認します。

ファイルがある場合は、手順 6 で使用するためにパス名を記録します。

コード例 5-34 では、ディレクトリ testdir4 に存在する紛失ファイル fileb が表
示されています。手順 6 で使用するために、testdir4/fileb を記録します。

6. -xv オプションを指定して star(1M) コマンドを使用し、現在のディレクトリにファ
イルを復元します。

ファイル名は、手順 4 (コード例 5-34) の出力に表示されたパス名と完全に一致してい
る必要があります。

コード例 5-35 に、ファイル testdir4/fileb をディスクアーカイブ tar(1) ファイ
ル /ufs2/disk_archive/01/d8/d19/f102 から取り出す star(1M) コマンドを
示します。

7. -DR オプションを指定して sls(1) コマンドを使用し、適切なファイルが抽出された
ことを確認します。

コード例 5-36 に、sls(1) の出力を示します。

コード例 5-35 star(1M) を使用してファイルを取り出す

# star -xv -f /ufs2/disk_archive/01/d8/d19/f102 testdir4/fileb

testdir4/fileb

コード例 5-36 取り出したファイルを示す sls(1) の出力 

# sls -DR

testdir4:

  mode: drwxr-xr-x  links:   2  owner: root      group: other   

  length:      4096  admin id:      0  inode:   120274.787

  access:      Nov  4 14:08  modification: Nov  4 14:08

  changed:     Nov  4 14:08  attributes:   Nov  4 14:08

  creation:    Nov  4 14:08  residence:    Nov  4 14:08

testdir4:

testdir4/fileb:

  mode: -rw-r--r--  links:   1  owner: root      group: other   

  length:     65732  admin id:      0  inode:   120293.785
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▼ ディスクアーカイブ tar(1) ファイルから複数の
ファイルを復元する

この手順を使用して、ディスクアーカイブ tar(1) ファイルから複数のファイルを復
元します。

1. 93 ページの「ディスクアーカイブの復元に必要な情報を収集する」の手順を使用し
て、この復元に必要な情報を収集します。

2. mkdir(1) コマンドを使用して、ファイルを復元するディレクトリを SAM-QFS ファ
イルシステムに作成します。

3. cd(1) コマンドを使用して、復元用のディレクトリに移動します。

4. -tv オプションを指定して star(1M) コマンドを使用し、ディスクアーカイブ 
tar(1) ファイルの内容を表示します。

コード例 5-37 に、アーカイブコピー 1 に関連付けられたディスクアーカイブ tar(1) 
ファイルの内容を示します。ここで示す star(1M) コマンドは、2 つのソースから入
力ファイル名を導き出します。

■ /ufs2/disk_archive/01 は、diskvols.conf(4) ファイルがもとになってい
ます。

■ /d8/d19/f102 は、sls(1) の出力またはアーカイバのログファイルがもとになっ
ています。

注 – この tar ファイルは、リモートサーバーにあってもかまいません。その場合、リ
モートサーバーのディスクアーカイブ tar(1) ファイルにアクセスするために、リ
モート認証データベースが正しく構成されている必要があります。/.rhosts ファイ
ルの構成については、hosts.equiv(4) のマニュアルページを参照してください。

5. 復元するファイルが手順 4 の出力に表示されていることを確認します。

  access:      Nov  4 14:08  modification: Nov  3 14:35

  changed:     Nov  4 14:08  attributes:   Nov  4 14:08

  creation:    Nov  4 14:08  residence:    Nov  4 14:08

コード例 5-37 tar(1) ファイルの内容を表示する 

# star -tv -f /ufs2/disk_archive/01/d8/d19/f102

-rw-r--r-- root/other    65732 2003-11-03 14:35 testdir4/filea

-rw-r--r-- root/other    65732 2003-11-03 14:35 testdir4/filec

-rw-r--r-- root/other    65732 2003-11-03 14:35 testdir4/fileb

コード例 5-36 取り出したファイルを示す sls(1) の出力  (続き)
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6. -xv オプションを指定して star(1M) コマンドを使用し、現在のディレクトリにディ
スクアーカイブ tar(1) ファイルの内容のすべてを復元します。

コード例 5-38 に、ディスクアーカイブ tar(1) ファイル 
/ufs2/disk_archive/01/d8/d19/f102 からすべてのファイルを取り出す 
star(1M) コマンドを示します。

7. -DR オプションを指定して sls(1) コマンドを使用し、適切なファイルが抽出された
ことを確認します。

コード例 5-39 に、sls(1) の出力を示します。

コード例 5-38 star(1M) を使用してすべてのファイルを取り出す 

# star -xv -f /ufs2/disk_archive/01/d8/d19/f102

testdir4/filea

testdir4/filec

testdir4/fileb

コード例 5-39 取り出したファイルを示す sls(1) の出力 

# sls -DR

testdir4:

  mode: drwxr-xr-x  links:   2  owner: root      group: other   

  length:      4096  admin id:      0  inode:   120274.789

  access:      Nov  4 14:11  modification: Nov  4 14:11

  changed:     Nov  4 14:11  attributes:   Nov  4 14:11

  creation:    Nov  4 14:11  residence:    Nov  4 14:11

testdir4:

testdir4/filea:

  mode: -rw-r--r--  links:   1  owner: root      group: other   

  length:     65732  admin id:      0  inode:   120293.787

  access:      Nov  4 14:11  modification: Nov  3 14:35

  changed:     Nov  4 14:11  attributes:   Nov  4 14:11

  creation:    Nov  4 14:11  residence:    Nov  4 14:11

testdir4/fileb:

  mode: -rw-r--r--  links:   1  owner: root      group: other   

  length:     65732  admin id:      0  inode:   120281.783

  access:      Nov  4 14:11  modification: Nov  3 14:35

  changed:     Nov  4 14:11  attributes:   Nov  4 14:11

  creation:    Nov  4 14:11  residence:    Nov  4 14:11

testdir4/filec:

  mode: -rw-r--r--  links:   1  owner: root      group: other   

  length:     65732  admin id:      0  inode:   120280.783
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アーカイブに保存していなかったファイ
ルのファイルシステムからの取り出し
SAM-QFS ファイルシステムに存在する、アーカイブに保存していなかったファイル
は、システム障害が発生したあとで復元することはできません。アーカイブに保存し
ていなかったファイルの復元について、いくつかの有益な情報を示します。

■ samfsdump(1M) を使用してメタデータをダンプおよびバックアップしていた場合
は、samfsrestore(1M) コマンドによって、アーカイブのコピーがないファイル
が識別され、「損傷」と設定されます。

■ Sun StorEdge SAM-FS のログファイルは、アーカイブに保存していなかったた
め、最後にアーカイバが実行されてからシステム障害が発生するまでの間に紛失
したファイルの判別に役立ちません。ただし、archiver.cmd ファイル内のアー
カイブの指示と間隔を分析することで、アーカイブに保存していなかった可能性
があるファイルを判別することはできます。すべてのファイルがアーカイブ対象
の場合は、archiver.cmd ファイルの内容から、アーカイブに保存していなかっ
た (紛失した) もっとも古いファイルがわかります。

■ archiver(1M) コマンドの -l オプションと -v オプションを使用して、障害が発
生する前に、各アーカイブセットのデータを保存するためのボリュームがあった
かどうかを判別できます。十分なボリュームがなかった場合は、1 つまたは複数の
アーカイブセットのデータがアーカイブに保存されなかった可能性があります。
archiver(1M) コマンドについては、sam-archiverd(1M) のマニュアルページ
を参照してください。

■ tar(1) 形式のバックアップテープから直接ファイルを復元する場合、復元先は、
テープ上の情報に従って判別されます。パス名は、ファイルシステムのマウント
ポイントからの相対パス名です。アーカイブのコピーを作成したあとでシステム
内でファイルを移動した場合は、新しい場所ではなく、元の場所に復元されま
す。

■ sfind(1M) コマンド行を使用して、ファイルシステム内でアーカイブに保存して
いないすべてのファイルを識別できます。次のコマンドは、マウントポイント 
/sam1 に関連する、アーカイブに保存していないファイルを検索します。

  access:      Nov  4 14:11  modification: Nov  3 14:35

  changed:     Nov  4 14:11  attributes:   Nov  4 14:11

  creation:    Nov  4 14:11  residence:    Nov  4 14:11

# sfind /sam1 !-archived

コード例 5-39 取り出したファイルを示す sls(1) の出力  (続き)
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第 6 章

破損したボリュームの回復

この章では、SAM-QFS の環境で使用できないテープまたは光磁気ディスクから、
データを復元する方法について説明します。この章に示す手順では、ボリュームが部
分的に破壊された場合、誤ってラベルが付け替えられた場合、ラベルが破損した場
合、または完全に破壊された場合の対処方法を示します。また、アーカイブのコピー
がある場合、およびほかにコピーがない場合にデータを復元する方法を示します。

この章に示す手順を実行する前に、Sun StorEdge SAM-FS のツール以外のソフト
ウェアを使用してボリュームを読み取れるかどうかを確認します。複数のドライブで
のボリュームの読み取り、または tar(1) コマンドの使用を試してください。

この章には、次の項目があります。

■ 103 ページの「テープボリュームからのデータの復元」

■ 109 ページの「光磁気ディスクボリュームからのデータの復元」

テープボリュームからのデータの復元
テープボリュームからデータを復元する手順は、破損のタイプ、およびボリュームの
ファイルのアーカイブのコピーが別のテープにあるかどうかによって異なります。こ
こでは、次の場合にデータを復元する方法について説明します。

■ テープボリュームが破損し、アーカイブのコピーがほかにある。

■ テープボリュームが部分的に破壊され、アーカイブのコピーがほかにない。

■ テープボリュームのラベルが誤って付け替えられ、アーカイブのコピーがほかに
ない。

■ Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェアがテープボリュームラベルを読み取れず、
アーカイブのコピーがほかにない。
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破損したテープボリューム (ほかにコピーがある場
合)
Sun StorEdge SAM-FS の記憶領域とアーカイブのマネージャーによって、各オンラ
インファイルのアーカイブのコピーを 4 つまで作成できます。デフォルトでは、コ
ピーは 1 つだけが作成されますが、少なくとも 2 つのコピーを、なるべく物理的に異
なるアーカイブメディアに作成することをお勧めします。

別のアーカイブのコピーがある場合は、復元の手順で、破損したボリュームに保存さ
れているすべてのアーカイブのコピーを再度保存してから、破損したボリュームを破
棄します。新しいアーカイブのコピーは、別のアーカイブのコピーから作成します。

▼ 破損したテープをリサイクルする (ほかにコピーがある場合)

この手順は、オンサイトに保管したボリュームにほかにアーカイブのコピーがあり、
復元が可能である場合に使用します。

1. 破損したボリュームをテープライブラリからエクスポートし、履歴カタログで「使用
不可」と設定します。

次のように export(1M) コマンドと chmed(1M) コマンドを入力し、破損したボ
リュームのメディアのタイプ (mt) と VSN (vsn) を指定します。

2. 使用不可のボリュームをリサイクル対象に設定します。

chmed(1M) コマンドを使用して、破損したボリュームのメディアのタイプ (mt) と 
VSN (vsn) を指定します。

3. recycler.cmd ファイルで、ライブラリに -ignore オプションを設定します。

コード例 6-1 で、lt20 ライブラリに -ignore オプションを設定する方法を示しま
す。

# export mt.vsn
# chmed +U mt.vsn

# chmed +c mt.vsn

コード例 6-1 -ignore オプションを設定する recycler.cmd ファイルの例

# vi /etc/opt/SUNWsamfs/recycler.cmd

logfile = /var/adm/recycler.log

lt20 -hwm 75 -mingain 60 -ignore

:wq
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ignore オプションの詳細については、recycler-cmd(4) のマニュアルページを参
照してください。

4. コマンド行で、-x オプションを指定して sam-recycler(1M) コマンドを実行しま
す。

例:

リサイクラの実行時には、「使用不可」と設定したボリューム以外のボリュームはリ
サイクル対象として選択されません。リサイクラでは、このボリューム上にある有効
なアーカイブのコピーがすべて識別され、再アーカイブ対象として設定されます。再
アーカイブ対象として設定されたアーカイブのコピーは、アーカイバが次に実行され
たときに新しいボリュームに書き込まれます。

アーカイブのコピーが新しいボリュームに書き込まれたら、リサイクル対象の破損し
たボリュームに有効なアーカイブのコピーはないと見なされます。

5. ボリュームを破棄します。

破損したボリュームから有効なアーカイブのコピーが取り出されたら、ボリュームを
破棄できます。破棄の方法は、破損のタイプによって異なります。次の手引きを参考
にして、方法を決定します。

■ テープのラベルが誤って付け替えられた場合は、tplabel(1M) コマンドを使用し
て、ボリュームのラベルを付け直します。

■ テープのラベルが読み取れない場合は、tplabel(1M) コマンドを使用して、ボ
リュームにラベルを付け直します。

■ ボリュームのラベル付けに失敗した場合は、履歴からボリュームをエクスポート
し、テープを破棄します。

テープが部分的または完全に破壊されている場合は、履歴カタログからボリュームを
エクスポートしたあとにテープの VSN を再利用できますが、再利用はお勧めしませ
ん。

破損したテープボリューム (ほかにコピーがない場
合)
テープボリュームが部分的に破壊されている場合は、破壊されていない部分からデー
タを復元できる可能性があります。可能な限りのデータを復元するには、試行錯誤が
必要です。

# sam-recycler -x
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装置のログに記録されたエラーから、テープの破損部分を判別できる場合がありま
す。archive_audit(1M) コマンドを使用して、特定のファイルシステムでアーカイ
ブに保存されたすべてのファイルの位置とオフセットの情報を生成できます。この位
置とオフセットの情報を使用して、テープの破損部分に書き込まれたアーカイブのコ
ピーを判別できます。

▼ 破損したテープからファイルを復元する (ほかにコピーがな
い場合)

1. archive_audit(1M) コマンドを使用して、部分的に破壊されたテープボリュームに
アーカイブのコピーがあるすべてのファイルのリストを生成します。

次のコマンド構文を使用して、ファイルシステムのマウントポイント、ボリュームの 
VSN (vsn)、および出力ファイル名を指定します。

2. 前の手順で実行した archive_audit(1M) コマンドの出力ファイルを編集し、破損
部分にあるファイルの行を削除し、手順 3 で使用するために、削除したファイルの
リストを保存します。

3. アーカイブのコピーにアクセスできない (テープの破損部分に書き込まれている) 
ファイルのリストを使用して、ディスク上に残っているファイルがあるかどうかを判
別します。

ディスクにないファイルは復元できません。復元できないファイルは、ファイルシス
テムから削除できます。

4. stageback.sh スクリプトを編集して、手順 2 で編集した archive_audit の出力
ファイルに対して実行します。

stageback.sh スクリプトでは、archive_audit の出力にある各ファイルが復元
され、「no-release」(解放なし) に設定され、ファイルが再アーカイブ対象に設定
されます。

stageback.sh スクリプトの詳細については、55 ページの「障害回復用のコマンド
とツール」を参照してください。

a. 編集のために /opt/SUNWsamfs/examples/stageback.sh ファイルを開きま
す。

# archive_audit /マウントポイント | grep vsn > ファイル名

# cd /opt/SUNWsamfs/examples
# vi stageback.sh
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b. 「# echo rearch $file」で始まるセクションを検索します。

コード例 6-2 にこの例を示します。

c. コード例 6-2 に示すセクションで、「media」をメディアのタイプ (mt) に置き換
え、「VSN」を破損したボリュームの VSN (手順 1 の VSN と同じ) に置き換えま
す。

d. 手順 b に示すセクションの行の先頭にあるハッシュ記号を削除します。

ファイルは、コード例 6-3 のようになります。

e. ファイルを保存し、終了します。

f. stageback.sh スクリプトを実行します。

ラベルが付け替えられたテープボリューム (ほかに
コピーがない場合)
Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェアでは、EOD 以降は読み取れません。テープのラ
ベルが誤って付け替えられた場合、データを復元するには、テープの製造元に、
EOD 以降を読み取る方法を問い合わせる必要があります。

テープの製造元で、EOD 以降を読み取る方法を用意している場合は、その手順と、
Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェアでラベルを読み取れないテープボリュームから
ファイルを復元する手順を組み合わせて、データを復元できます。この手順は、108 
ページの「テープのラベルが読み取り不可 (ほかにコピーがない場合)」で説明しま
す。

コード例 6-2 stageback.sh ファイルの例

# echo rearch $file

#

# Edit the following line for the correct media type and VSN

#

# eval /opt/SUNWsamfs/bin/rearch -m media -v VSN $file

コード例 6-3 stageback.sh ファイルの例 (編集後)

echo rearch $file

# Edit the following line for the correct media type and VSN

eval /opt/SUNWsamfs/bin/rearch -m media -v VSN $file
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テープのラベルが読み取り不可 (ほかにコピーがな
い場合)
Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェアで、テープボリュームをドライブにマウントす
る要求があると、まずテープに書き込まれたラベルが確認されます。テープのラベル
が読み取れない場合は、Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェアでテープを使用して、
復元およびアーカイブ処理を行うことができません。

ラベルを読み取れないテープからデータを復元するには、tarback.sh(1M) スクリ
プトを使用します。このシェルスクリプトでは、テープに書き込まれたデータが自動
的に復元されます。特定のテープボリュームに書き込まれたアーカイブのファイル
は、star(1M) コマンドを使用して読み取られます。ファイルデータは、データとし
てディスク (Sun StorEdge QFS または UFS ファイルシステム) に読み取られます。こ
の方法で復元されたファイルデータは、Sun StorEdge QFS ファイルシステムの適切
な場所に移動できます。移動したら、新規データとしてアーカイブに保存する必要が
あります。

▼ ラベルが読み取れないテープのファイルを復元する

1. この方法で複数のテープからファイルデータを復元する場合は、現在実行中のリサイ
クルを無効にします。

リサイクルの実行中は、テープボリューム上のデータにアクセスできない場合があり
ます。

2. cp(1M) コマンドを使用して、tarback.sh ファイルを実際に使用する場所にコピー
します。

たとえば、次のコマンドでは、スクリプトをデフォルトの場所 
/opt/SUNWsamfs/examples/tarback.sh から /var/tarback.sh にコピーして
います。

3. unavail オプションを指定した samcmd(1M) コマンドを入力し、テープドライブを
使用不可にします。

テープドライブが復元およびアーカイブ処理に使用されないようにするには、次の構
文を使用します。eq には、mcf(4) ファイルで指定されているドライブの装置順序番
号を指定します。

# cp /opt/SUNWsamfs/examples/tarback.sh /var/tarback.sh

# samcmd unavail eq
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4. 実際に使用する tarback.sh(1M) スクリプトのコピーを編集し、次の表に示す変数
を指定します。

5. tarback.sh(1M) スクリプトを実行します。

光磁気ディスクボリュームからのデータ
の復元
光磁気ディスクボリュームからデータを復元する手順は、破損のタイプ、およびボ
リュームのファイルのアーカイブのコピーが別の光磁気ディスクにあるかどうかに
よって異なります。ここでは、次の場合にデータを復元する方法について説明しま
す。

■ 光磁気ディスクボリュームが破損し、アーカイブのコピーがほかにある。

110 ページの「破損した光磁気ディスクボリューム (コピーがある場合)」 を参
照。

■ 光磁気ディスクボリュームが破損し、アーカイブのコピーがほかにない。

112 ページの「破損した光磁気ディスクボリューム (ほかにコピーがない場合)」 
を参照。

表 6-1 tarback.sh(1M) スクリプトで指定する変数

変数 定義

EQ=”eq” mcf ファイルで定義された、テープドライブの装置順序番
号。

TAPEDRIVE=”path” EQ= で指定した装置の raw パス。

BLOCKSIZE=”size” 512 バイト単位で表したブロックサイズ。128K バイトのブ
ロックサイズには 256 を指定してください。

MEDIATYPE=”mt” mcf(4) ファイルで定義された、このテープの 2 文字のメディ
アのタイプ。

 VSN_LIST=”vsn1 vsn2 ...” 読み取る VSN のリスト。指定できる VSN 数に制限はありま
せん。VSN の区切りには空白文字を使用してください。

このリストは、バックスラッシュ (\) を使用して次の行に続
けることができます。
例:
VSN_LIST=”vsn1 vsn2 \

vsn3”
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■ 光磁気ディスクボリュームのラベルが誤って付け替えられ、アーカイブのコピー
がほかにない。

114 ページの「ラベルが付け替えられた光磁気ディスクボリューム (ほかにコピー
がない場合)」 を参照。

■ Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェアが光磁気ディスクボリュームのラベルを読み
取れず、アーカイブのコピーがほかにない。

114 ページの「ラベルが読み取り不可 (ほかにコピーがない場合)」 を参照。

破損した光磁気ディスクボリューム (コピーがある
場合)
光磁気ディスクボリュームの破損のタイプにかかわらず、アーカイブのコピーがほか
にある場合は、正常な光磁気ディスクボリュームをメインのアーカイブのコピーとし
て使用します。

復元の手順では、破損したボリュームに保存されているすべてのアーカイブのコピー
を再度保存してから、破損したボリュームを破棄します。新しいアーカイブのコピー
は、別のアーカイブのコピーから作成します。

▼ ファイルを再度アーカイブに保存し、破損した光磁気ディス
クボリュームをリサイクルする (コピーがある場合)

この手順は、オンサイトのボリュームに、復元に使用できる読み取り可能なアーカイ
ブのコピーがほかにある場合に使用します。

1. samexport(1M) コマンドを入力して、破損したボリュームを光磁気ディスクライブ
ラリからエクスポートします。

次の構文を使用して、破損したボリュームのメディアのタイプ (mt) と VSN (vsn) を
指定します。

2. -U オプションを指定して chmed(1M) コマンドを入力し、破損したボリュームを履歴
カタログで「使用不可」と設定します。

次の構文を使用して、破損したボリュームのメディアのタイプ (mt) と VSN (vsn) を
指定します。

# samexport mt.vsn

# chmed +U mt.vsn
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3. -c オプションを指定して chmed(1M) コマンドを入力し、使用不可のボリュームをリ
サイクル対象として設定します。

次の構文を使用して、破損したボリュームのメディアのタイプ (mt) と VSN (vsn) を
指定します。

4. recycler.cmd(4) ファイルを編集して、ライブラリの -ignore オプションを設定
します。

次の例では、lt20 ライブラリに -ignore オプションを設定しています。

5. -x オプションを指定して sam-recycler(1M) コマンドを入力します。

リサイクラの実行時には、「使用不可」と設定したボリューム以外のボリュームはリ
サイクル対象として選択されません。リサイクラでは、このボリューム上にある有効
なアーカイブのコピーがすべて識別され、再アーカイブ対象として設定されます。再
アーカイブ対象として設定されたアーカイブのコピーは、アーカイバが次に実行され
たときに新しいボリュームに書き込まれます。

アーカイブのコピーが新しいボリュームに書き込まれたら、リサイクル対象の破損し
たボリュームに有効なアーカイブのコピーはないと見なされます。

6. ボリュームを破棄します。

破損したボリュームから有効なアーカイブのコピーが取り出されたら、ボリュームを
破棄できます。破棄の方法は、破損のタイプによって異なります。次の手引きを参考
にして、方法を決定します。

■ 光磁気ディスクボリュームのラベルが誤って付け替えられた場合は、
odlabel(1M) コマンドを使用して、ボリュームのラベルを付け直します。

■ 光磁気ディスクのラベルが読み取れない場合は、履歴からボリュームをエクス
ポートし、光磁気ディスクボリュームを破棄します。

■ 光磁気ディスクボリュームが部分的に破壊されている場合は、履歴からボリュー
ムをエクスポートし、光磁気ディスクボリュームを破棄します。

# chmed +c mt.vsn

コード例 6-4 -ignore オプションを設定する recycler.cmd ファイルの例

# vi /etc/opt/SUNWsamfs/recycler.cmd

logfile = /var/adm/recycler.log

lt20 -hwm 75 -mingain 60 -ignore

:wq

# sam-recycler -x
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■ 光磁気ディスクボリュームが完全に破壊されている場合は、履歴からボリューム
をエクスポートし、光磁気ディスクボリュームを破棄します。

光磁気ディスクボリュームが部分的または完全に破壊されている場合は、履歴カタロ
グからボリュームをエクスポートしたあとに光磁気ディスクのラベルを再利用できま
すが、再利用はお勧めしません。

光磁気ディスクボリュームが完全に破壊され、アーカイブのコピーがほかにない場合
は、光磁気ディスクからデータを復元することは不可能です。

破損した光磁気ディスクボリューム (ほかにコピー
がない場合)
光磁気ディスクボリュームが部分的に破壊されている場合は、破壊されていない部分
からデータを復元できる可能性があります。可能な限りのデータを復元するには、試
行錯誤が必要です。

装置のログに記録されたエラーから、光磁気ディスクボリュームの破損部分を判別で
きる場合があります。取り出せないファイルのファイル名を使用することで、位置と
オフセットのデータから、破損の場所を判別できます。

archive_audit(1M) コマンドでは、特定のファイルシステムのアーカイブのコピー
がすべて監査されます。archive_audit コマンドの出力には、アーカイブのコピー
の位置とオフセットの情報が含まれます。この位置とオフセットの情報を使用して、
光磁気ディスクの破損部分に書き込まれたアーカイブのコピーを判別できます。

▼ 破損した光磁気ディスクボリュームから復元する (ほかにコ
ピーがない場合)

光磁気ディスクボリュームの破損部分以外にアーカイブが保存されたファイルのコ
ピーは、アクセスできる場合があります。次の手順を使用して、部分的に破壊された
光磁気ディスクボリュームのアクセス可能な部分からファイルを復元できます。

1. archive_audit(1M) コマンドを使用して、部分的に破壊された光磁気ディスクボ
リュームにアーカイブのコピーがあるすべてのファイルのリストを生成します。

次のコマンド構文を使用して、ファイルシステムのマウントポイント、破損したボ
リュームの VSN、および出力ファイル名を指定します。

2. archive_audit の出力ファイルを編集し、次の内容を含む 3 つの別個のファイル
を作成します。

■ 光磁気ディスクの破損部分の前にあるファイル

# archive_audit /マウントポイント | grep vsn > ファイル名
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■ 破損部分内のファイル

■ 破損部分のあとにあるファイル

3. 光磁気ディスクの破損部分内にアーカイブのコピーがあるファイルを検索し、ディス
クキャッシュ内にあるファイルがあるかどうかを判別します。

ディスクキャッシュにないファイルは復元できません。

4. 手順 2 の復元できないファイルをファイルシステムから削除します。

5. stageback.sh スクリプトを編集し、手順 2 で作成した破損部分以外のファイルを
含むファイルに対して実行します。

stageback.sh スクリプトでは、archive_audit の出力にある各ファイルが復元
され、「no-release」(解放なし) に設定され、ファイルが再アーカイブ対象に設定
されます。

stageback.sh スクリプトの詳細については、第 1 章を参照してください。

a. 編集のために /opt/SUNWsamfs/examples/stageback.sh ファイルを開きま
す。

b. 「# echo rearch $file」で始まるセクションを検索します。

c. コード例 6-5 に示すセクションで、「media」をメディアのタイプに置き換え、
「VSN」を手順 1 で指定した VSN に置き換えます。

d. 手順 b に示すセクションの行の先頭にあるハッシュ記号を削除します。

# cd /opt/SUNWsamfs/examples
# vi stageback.sh

コード例 6-5 stageback.sh ファイルの例

# echo rearch $file

#

# Edit the following line for the correct media type and VSN

#

# eval /opt/SUNWsamfs/bin/rearch -m media -v VSN $file

コード例 6-6 stageback.sh ファイルの例 (編集後)

echo rearch $file

# Edit the following line for the correct media type and VSN

eval /opt/SUNWsamfs/bin/rearch -m media -v VSN $file
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e. ファイルを保存し、終了します。

f. stageback.sh スクリプトを実行します。

ラベルが付け替えられた光磁気ディスクボリュー
ム (ほかにコピーがない場合)
テープメディアとは異なり、光磁気メディアには、EOD マーカーがありません。光
磁気ディスクボリュームのラベルが誤って付け替えられると、ラベルの日付が原因
で、Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェアから、以前に書き込まれたデータにアクセ
スできなくなります。Sun StorEdge SAM-FS システムでは、光磁気ディスクボ
リュームのラベルの日付が、ファイルのアーカイブのコピー日付よりもあとの場合、
データはアクセスできないと見なされます。

光磁気ディスクボリュームのラベルが誤って付け替えられた場合は、ご購入先にお問
い合わせください。光磁気ディスクのラベルの日付を無視する特殊な samst ドライ
バを使用して、一部のデータを復元できる可能性があります。このドライバは、Sun 
StorEdge SAM-FS 製品に標準で付属するものではありません。ご購入先からだけ入
手できます。

ラベルが読み取り不可 (ほかにコピーがない場合)
光磁気メディアの場合、さまざまな tar(1M) ファイルを検索し、スキップする、
Solaris の標準の方法はありません。ラベルが読み取れない光磁気ディスクボリュー
ムのファイルにアクセスする必要がある場合は、ご購入先にお問い合わせください。
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第 7 章

ファイルシステムの復元

この章では、SAM-QFS のファイルシステムが破壊されたとき、あるいは紛失したと
きにデータを復元する方法について説明します。この手順は、ファイルシステムのタ
イプ、およびファイルシステムの samfsdump(1M) が使用可能であるかによって異な
ります。この手順を実行するには、ご購入先へのお問い合わせが必要な場合がありま
す。

この章には、次の項目があります。

■ 115 ページの「メタデータダンプファイルを使用する SAM-QFS ファイルシステム
の復元」

■ 117 ページの「ダンプファイルを使用しない SAM-QFS ファイルシステムの復元」

メタデータダンプファイルを使用する 
SAM-QFS ファイルシステムの復元
ファイルシステムの samfsdump(1M) によるメタデータの出力がある場合は、
samfsrestore(1M) コマンドを使用して、破壊された、または誤って再作成された
ファイルシステムを復元できます。手順で使用する構文とオプションについては、
samfsdump(1M) のマニュアルページを参照してください。

▼ File System Manager を使用してファイルシステ
ムを復元する

1. 「サーバー」ページで、目的のファイルシステムがあるサーバーの名前をクリックし
ます。

「ファイルシステムの概要」ページが表示されます。
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2. ファイルを復元するファイルシステムの隣のラジオボタンを選択します。

3. 「操作」ドロップダウンメニューから「Restore」を選択します。

「Restore File System」ページが表示されます。

4. 「Metadata Snapshot Summary」テーブルにリンクとしてメタデータスナップ
ショットファイルが表示された場合は、次のステップに進みます。表示されない場合
は、利用できないスナップショットの隣のラジオボタンを選択し、「Make Available 
for Browsing」をクリックして、スナップショットを利用可能にします。

5. 「Metadata Snapshot Summary」テーブルで、次のいずれかを実行します。

■ メタデータスナップショットファイルをクリックし、内容を閲覧します。

■ メタデータスナップショットファイルの隣のラジオボタンを選択し、「Browse」
をクリックします。

「Restore File System」ページが更新され、選択したメタデータスナップショットの
最上位項目が「Metadata Snapshot Entries」テーブルに表示されます。

6. 「Restore Type」の下で「Entire File System」を選択します。

7. 「Online Status After Restoring」ドロップダウンメニューから、ファイルを復元す
る方法を選択します。

8. 「Restore」をクリックします。

注 – File System Manager ソフトウェアは、File System Manager ソフトウェアで作
成されたスナップショットからのみファイルを復元できます。

▼ コマンド行インタフェースを使用してファイルシ
ステムを復元する

この例では、/dump_sam1/dump/041126 という samfsdump のダンプファイルか
らファイルシステムを復元します。

1. cd(1M) コマンドを使用して、ファイルシステムのマウントポイント、またはファイ
ルシステムを復元するディレクトリに移動します。

注意 – ファイルシステムは、まず一時ディレクトリに復元し、正常に復元されるこ
とを確認してから、既存のファイルシステムに直接復元することをお勧めします。こ
のようにすると、正常に復元されることを確認せずに現在のファイルシステムを破壊
するリスクを軽減できます。正常に復元されない場合は、ほかの方法でファイルシス
テムを復元できる可能性があります。
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次の例では、マウントポイントは /sam1 です。

2. -T オプションと -f オプションを指定した samfsrestore コマンドを使用して、
ファイルシステム全体を現在のディレクトリから相対的に復元します。

次の構文を使用して、-f オプションのあとにダンプファイルのパス名を指定し、-g 
オプションのあとに復元ログファイルのパス名を指定します。

注 – 上の画面例で作成された log ファイルは、restore.sh(1M) スクリプトの入力
として使用して、ダンプ時にオンラインであったファイルを復元できます。

ダンプファイルを使用しない SAM-QFS 
ファイルシステムの復元
samfsdump(1M) コマンドの出力、またはアーカイバのログファイルがなくても、
Sun SAM-QFS のファイルシステムからデータを復元できる場合があります。

次の手順に、テープまたは光磁気ディスクを再読み込みし、star(1M) コマンドの –
n オプションを使用することで、ユーザーのファイルを再作成する方法を示します。

注 – アーカイブのカートリッジからファイルシステムを復元し、star コマンドを使
用することは、手間と時間がかかる作業です。これが、一般的な障害回復の状況であ
ると考えないでください。

▼ ダンプファイルを使用しないで復元する

1. (省略可能) Sun StorEdge SAM-FS の処理に関連する自動処理をすべて無効にしま
す。

次のどれかの自動処理が実行されている場合は、復元処理中は無効にし、データが紛
失しないようにします。

# cd /sam1

# samfsrestore -T -f /dump_sam1/dumps/041126 -g log
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■ リサイクル。root の crontab(4) のエントリによって起動されるものも含め、リ
サイクル処理をすべて無効にします。リサイクル処理を無効にしなかった場合、
有効なデータが含まれるテープがリサイクルされ、ラベルが付け替えられる可能
性があります。

■ アーカイブ

■ samfsdump(1M) ファイルを作成する処理。この処理を一時的に停止すると、既存
の samfsdump の出力ファイルが残され、復元が容易になります。

■ ファイルシステムへの書き込み

2. (省略可能) ファイルシステムの NFS 共有を無効にします。

復元中は、ファイルシステムが NFS でファイルシステムを共有していない方が、容
易にデータを復元できます。

3. sammkfs(1M) コマンドを使用して、復元する SAM-QFS ファイルシステムを再作成
します。

4. アーカイブのコピーの情報を含むカートリッジを識別します。

5. アーカイブメディアをすべて読み取ります。

テープを使用する場合は、tar(1M)、gnutar(1M)、または star(1M) を使用しま
す。

6. テープメディアから復元する場合は、tarback.sh スクリプトを使用します。

tarback.sh(1M) スクリプトについては、55 ページの「障害回復用のコマンドと
ツール」で説明します。このスクリプトの詳細については、tarback.sh のマニュアル
ページを参照してください。スクリプトの使用例については、114 ページの「ラベル
が読み取り不可 (ほかにコピーがない場合)」も参照してください。

スクリプトは /opt/SUNWsamfs/examples/tarback.sh にあります。このスクリ
プトでは、復元時に使用する 1 つのテープドライブが識別され、復元する VSN のリ
ストが作成されます。スクリプトでは、star(1M) を使用してボリューム内でループ
され、アーカイブファイルがすべて読み取られます。

star(1M) コマンドは、gnutar(1M) の拡張版です。tarback.sh スクリプトでは、
-n オプションを指定した star(1M) が使用されます。これは、gnutar(1M) に対す
る star(1M) 拡張です。-n オプションを指定すると、既存のコピーよりも新しい
ファイルだけが復元されます。復元するアーカイブのコピーが、既存のコピーよりも
古い場合は、復元はスキップされます。したがって、アーカイブメディアを特定の順
序で読み取る必要はありません。

7. 光磁気メディアから復元する場合は、ご購入先にお問い合わせください。
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第 8 章

災害からの回復

一部の障害は、「災害」として分類できます。災害には、コンピュータルームの浸水
など、自然災害によるものも含まれます。この章では、このような障害に対処する方
法について説明します。この章で説明している手順を実行するには、ご購入先へのお
問い合わせが必要な場合があります。

▼ 災害から回復する
正常なシステムコンポーネント、ソフトウェア要素、または SAM-QFS ファイルシス
テムは、回復しないでください。ただし、ファイルシステムにアクセスしたり、障害
の発生したファイルシステムがあるかどうかを判別したりするには、回復後のシステ
ムで SAM-QFS ファイルシステムを再構成する必要がある場合があります。詳細は、
このマニュアルのほかの章を参照してください。

1. 障害の発生したシステムコンポーネントを判別します。

120 ページの「障害の発生したシステムコンポーネントを復元する」 を参照してくだ
さい。

2. ファイルの復元が完了するまで、アーカイバとリサイクラを無効にします。

121 ページの「ファイルの復元が完了するまで、アーカイバとリサイクラを無効にす
る」 を参照してください。

3. 以前の構成ファイルと現在の構成ファイルを比較し、不整合を解消します。

123 ページの「以前と現在の構成ファイルとログファイルを維持し、比較する」 を参
照してください。

4. ディスクを修復します。

123 ページの「ディスクを修復する」 を参照してください。

5. ライブラリカタログファイルを復元、または新規に作成します。

123 ページの「ライブラリカタログファイルを復元または新規作成する」 を参照して
ください。
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6. 新しいファイルシステムを作成し、samfsdump の出力から復元します。

124 ページの「新しいファイルシステムを作成し、samfsdump の出力から復元す
る」 を参照してください。

▼ 障害の発生したシステムコンポーネントを復元する

1. 障害の発生したコンポーネントを判別します。

このあとの手順に、次の各タイプのコンポーネントを復元する方法を示します。

■ ハードウェア

■ オペレーティング環境

■ Sun StorEdge SAM-FS または Sun StorEdge QFS パッケージ

2. ハードウェアコンポーネントに障害がある場合は、使用可能なデータを保存し、操作
可能な状態に回復します。

障害の発生したコンポーネントが、完全に破壊されていないディスクドライブの場合
は、可能な限りの情報を保存します。ディスクを交換または再フォーマットする前
に、復元可能なファイルを識別してテープまたは別のディスクにコピーし、あとで回
復処理に使用します。復元可能なファイルは、次のとおりです。

■ SAM-QFS ファイルシステムダンプ
■ Sun StorEdge SAM-FS 構成ファイル、アーカイブログファイル、またはライブラ

リカタログ

3. Solaris オペレーティング環境に障害がある場合は、操作可能な状態に回復します。

22 ページの「オペレーティング環境ディスクの障害回復」を参照してください。
Solaris オペレーティング環境が正しく機能していることを確認できたら、次に進み
ます。

4. Sun StorEdge SAM-FS または Sun StorEdge QFS パッケージが破損した場合は、削
除して、バックアップコピーまたは配布ファイルから再インストールします。

パッケージが破損しているかどうかは、pkgchk(1M) ユーティリティーを使用して確
認できます。

5. Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェアで使用されるディスクハードウェアを手順 2 で
修復または交換した場合は、必要に応じてディスクを構成します (RAID 結合または
ミラー化)。

ディスクの再フォーマットは、ディスクを交換した場合、またはそれ以外の理由で必
要な場合にだけ行います。再フォーマットすると、ファイルシステムの情報がすべて
削除されます。
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▼ ファイルの復元が完了するまで、アーカイバとリサイクラを
無効にする

注意 – すべてのファイルが復元される前にリサイクラが実行されるように設定され
ている場合は、有効なアーカイブのコピーがあるカートリッジのラベルが誤って付け
替えられる可能性があります。

1. archiver.cmd ファイルに、グローバルな wait 指示を 1 つ追加するか、アーカイ
ブを無効にするファイルシステムごとにファイルシステム固有の wait 指示を追加し
ます。

注 – wait 指示は、1 つまたは複数のファイルシステムに対して、グローバルに、ま
たは個別に適用できます。

a. 編集のために /etc/opt/SUNWsamfs/archiver.cmd ファイルを開き、wait 指
示を挿入するセクションを検索します。

コード例 8-1 は、vi(1) コマンドを使用してファイルを編集する例です。この例で
は、ファイルシステム samfs1 と samfs2 に、ローカルのアーカイブ指示があり
ます。

コード例 8-1 archiver.cmd ファイルの例

# vi /etc/opt/SUNWsamfs/archiver.cmd

...

fs = samfs1

allfiles   .

1   10s

fs = samfs2

allfiles   .

1   10s
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b. wait 指示を追加します。

コード例 8-2 は、fs = コマンド (fs = samfs1) の前にグローバルな wait 指示
を挿入した例です。

コード例 8-3 は、1 番目と 2 番目の fs = コマンド (fs = samfs1 と fs = 
samfs2) のあとにファイルシステム固有の 2 つの wait 指示を挿入した例です。

2. recycler.cmd ファイルに、グローバルな ignore 指示を 1 つ追加するか、リサイ
クルを無効にするライブラリごとにファイルシステム固有の ignore 指示を追加し
ます。

a. 編集のために /etc/opt/SUNWsamfs/recycler.cmd ファイルを開きます。

コード例 8-4 は、vi(1) コマンドを使用してファイルを編集する例です。

コード例 8-2 archiver.cmd ファイルにグローバルな wait 指示を追加した例

wait

fs = samfs1

allfiles   .

1   10s

fs = samfs2

allfiles   .

1   10s

:wq

コード例 8-3 archiver.cmd ファイルにファイルシステム固有の wait 指示を追
加した例

fs = samfs1

wait

allfiles   .

1   10s

fs = samfs2

wait

allfiles   .

1   10s

:wq

コード例 8-4 recycler.cmd ファイルの例

# vi /etc/opt/SUNWsamfs/recycler.cmd

...

         logfile = /var/adm/recycler.log

         lt20 -hwm 75 -mingain 60 
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b. ignore 指示を追加します。

コード例 8-5 は、3 つのライブラリに対して ignore 指示を追加した例です。

▼ 以前と現在の構成ファイルとログファイルを維持し、比較す
る

1. システムを再構築する前に、システムのディスクから、Sun StorEdge SAM-FS の構
成ファイルまたはアーカイバのログファイルを復元します。

2. SAMreport に含まれる構成ファイルの復元版と、システムのバックアップから復元
された構成ファイルを比較します。

3. 不整合がある場合は、不整合の影響を判別し、必要であれば、SAMreport の構成情
報を使用して、Sun StorEdge QFS ファイルシステムを再インストールします。

SAMreport ファイルについての詳細は、samexplorer(1M) のマニュアルページを
参照してください。

▼ ディスクを修復する

● 交換しなかったディスクに常駐する SAM-QFS ファイルシステムに対しては、
samfsck(1M) ユーティリティーを実行して、小さな不整合の修復や、紛失したブ
ロックの再生などを行います。

samfsck ユーティリティーに対するコマンド行オプションについては、
samfsck(1M) のマニュアルページを参照してください。

▼ ライブラリカタログファイルを復元または新規作成する

1. リムーバブルメディアファイル、Sun StorEdge SAM-FS サーバーディスク、または
ファイルシステムの最新のアーカイブ (少し古くなっている場合がある) のいずれか
からコピーしたライブラリカタログファイルの最新のコピーと交換します。

         lt20 75 60 

         hp30 -hwm 90 -mingain 60 -mail root

         gr47 -hwm 95 -mingain 60 -mail root

コード例 8-5 recycler.cmd ファイルに ignore 指示を追加した例

#  recycler.cmd.after  - example recycler.cmd file

#

         logfile = /var/adm/recycler.log

         lt20 -hwm 75 -mingain 60 -ignore

         hp30 -hwm 90 -mingain 60 -ignore -mail root

         gr47 -hwm 95 -mingain 60 -ignore -mail root

コード例 8-4 recycler.cmd ファイルの例
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2. ライブラリカタログがない場合は、build.cat(1M) コマンドを使用して新しいカタ
ログを作成します。このとき入力として、最新の SAMreport のライブラリカタログ
のセクションを使用します。

自動化ライブラリごとに、最新のライブラリカタログのコピーを使用します。

注 – Sun StorEdge SAM-FS システムは、SCSI 接続された自動化ライブラリ用のライ
ブラリカタログを自動的に再作成します。ACSLS 接続された自動化ライブラリに対
しては、この処理は行われません。テープの使用に関する統計情報は失われます。

▼ 新しいファイルシステムを作成し、samfsdump の出力から
復元する

交換または再フォーマットしたディスクの一部または全体に常駐していた SAM-QFS 
ファイルシステムに対しては、次の手順を実行します。

1. samfsdump(1M) の出力ファイルの最新のコピーを取得します。

2. ファイルシステムを新規作成し、samfsdump 出力ファイルを使用して SAM-QFS 
ファイルシステムを復元します。

a. sammkfs(1M) コマンドを使用して、新しいファイルシステムを作成します。

コード例 8-6 にこの処理を示します。

b. -f オプションと -g オプションを指定して samfsrestore(1M) コマンドを使用
します。

-f オプションのあとに、samfsdump の出力ファイルの場所を指定します。-g オ
プションのあとに、ログファイルの名前を指定します。-g オプションを指定する
と、オンラインであったファイルのログが作成されます。次にその例を示しま
す。

注 – すべてのファイルシステムを復元したら、ユーザーが縮退モードでシステムを
使用できるようにできます。

コード例 8-6 sammkfs(1M) コマンドの使用

# mkdir /sam1

# sammkfs samfs1

# mount samfs1

# cd /sam1
# samfsrestore -f /dump_sam1/dumps/040120 -g /var/adm/messages/restore_log
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3. 手順 2 で復元したファイルシステムで、次の手順を実行します。

a. 手順 2 の手順 b で作成したログファイルに対して restore.sh(1M) スクリプト
を実行し、障害が発生する前にオンラインであったことがわかっているすべての
ファイルを復元します。

b. SAM-QFS ファイルシステムに対して sfind(1M) コマンドを実行し、破損してい
ることがラベルで示されているファイルを判別します。

これらのファイルは、アーカイブのログファイルの内容によって、テープから復
元できる場合とできない場合があります。次のアーカイブのログファイルのう
ち、どれが最新であるかを判別します。

■ リムーバブルメディアファイルのログファイル。

■ Sun StorEdge SAM サーバーディスク。

■ 上記の 2 つになかった場合、ファイルシステムの最新のアーカイブのログファ
イル。このログファイルは少し古くなっている可能性があります。

c. 最新のアーカイバのログファイルに対して grep(1) コマンドを実行して、破損し
たファイルを検索し、samfsdump(1M) コマンドが最後に実行されたあと、破損し
たファイルのアーカイブがテープに保存されたかどうかを判別します。

d. アーカイブのログファイルを表示し、アーカイブ内に、ファイルシステムに存在
しないファイルがあるかどうかを確認します。

e. star(1M) コマンドを使用して、アーカイブメディアからファイルを復元し、破損
していることがラベルで示されているファイルを復元します。

これらのファイルは、手順 c と手順 d で識別されています。

4. バックアップコピーから得られた情報を使用して、災害回復用のスクリプト、メソッ
ド、および cron(1M) ジョブを再実装します。
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D
DAU ディスク割り当て単位ディスク割り当て単位 (Disk Allocation Unit)。オンライ

ン記憶装置の基本単位。ブロックサイズとも呼ばれます。

F
FDDI Fiber-Distributed Data Interface。最大 200 km (124 マイル) まで延長可能な、

ローカルエリアネットワークでのデータ転送規格。FDDI プロトコルは、トー
クンリングプロトコルが基礎になっています。

FTP ファイル転送プロトコル (File Transfer Protocol)。TCP/IP ネットワークを通し
て 2 つのホスト間でファイルを転送するためのインターネットプロトコルで
す。

I
i ノード 索引ノード。ファイルシステムがファイルを記述するときに使用するデータ構

造です。i ノードは、名前以外のファイル属性をすべて記述します。ファイル属
性には所有権、アクセス、アクセス権、サイズ、およびディスクシステム上に
おけるファイルの場所などが含まれます。
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i ノードファイル ファイルシステムに常駐しているすべてのファイルの i ノード構造を含む、
ファイルシステム上の特殊ファイル (.inodes)。i ノードは長さが 512 バイト
です。i ノードファイルは、ファイルシステムのファイルデータから分離された
メタデータファイルです。

L
LAN ローカルエリアネットワーク (Local Area Network)

LUN 論理ユニット番号 (Logical Unit Number)

M
mcf マスター構成ファイル (Master Configuration File)。ファイルシステム環境での

デバイス間の関係 (トポロジ) を定義した、初期化時に読み込まれるファイル。

N
NFS ネットワークファイルシステム (Network File System)。異機種システム混在

ネットワーク上で、リモートファイルシステムへの透過アクセスを提供する、
Sun の分散ファイルシステムです。

NIS Sun OS 4.0 以上の Network Information Service。ネットワーク上のシステムと
ユーザーに関する重要な情報を含む、分散ネットワークデータベースです。
NIS データベースは、マスターサーバーとすべてのスレーブサーバーに保存さ
れます。

R
RAID Redundant Array of Independent Disks。複数の独立したディスクを使用して

ファイル保存の信頼性を保証するディスク技術です。1 つのディスクが故障し
てもデータを紛失することはなく、耐障害のディスク環境を提供できます。
ディスクを個別で使用した場合より、スループットを向上できます。
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RPC 遠隔手続き呼び出し。カスタムネットワークデータサーバーの実装時に NFS が
基盤として使用するデータ交換メカニズムです。

S
samfsdump 制御構造ダンプを作成し、指定したファイル群に関する制御構造の情報をすべ

てコピーするプログラム。UNIX の tar(1) ユーティリティーと似ていますが、
通常、ファイルデータのコピーは行いません。「samfsrestore」も参照。

samfsrestore i ノードおよびディレクトリの情報を制御構造ダンプから復元するプログラム。
「samfsdump」も参照。

SAM-QFS Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェアと Sun StorEdge QFS ファイルシステムを
組み合わせた構成。SAM-QFS は、ストレージ管理ユーティリティーとアーカ
イブ管理ユーティリティーにおいて、ユーザーと管理者に高速な標準の UNIX 
ファイルシステムのインタフェースを提供します。SAM-QFS は、Sun 
StorEdge SAM-FS コマンドセット内の多くのコマンド、および標準の UNIX 
ファイルシステムのコマンドを使用します。

SCSI 小型コンピュータシステムインタフェース (Small Computer System 
Interface)。ディスクドライブ、テープドライブ、自動ライブラリといった周辺
装置に通常使用される、電気通信の仕様です。

small computer system
interface 「SCSI」を参照。

Sun SAM-Remote クラ

イアント クライアントデーモンにいくつかの擬似デバイスが含まれ、専用のライブラリ
デバイスも持つことがある Sun StorEdge SAM-FS システム。クライアントは、
Sun SAM-Remote サーバーに依存して 1 つまたは複数のアーカイブのコピーに
使用するアーカイブメディアを利用します。

Sun SAM-Remote サー

バー 全容量の Sun StorEdge SAM-FS ストレージ管理サーバーと、Sun SAM-Remote 
クライアントが共有するライブラリを定義する Sun SAM-Remote サーバーデー
モンの両方。

T
tar テープアーカイブ。イメージのアーカイブに使用される、標準のファイルおよ

びデータ記録フォーマット。
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TCP/IP Transmission Control Protocol/Internet Protocol。ホストツーホストのアド
レッシングとルーティング、パケット配信 (IP)、および信頼性の高いアプリ
ケーションポイント間データ配信 (TCP) を行うインターネットプロトコルで
す。

V
VSN ボリュームシリアル名 (Volume Serial Name)。リムーバブルメディアカート

リッジへのアーカイブでは、VSN は、ボリュームラベルに書き込まれる磁気
テープと光磁気ディスクの論理識別子。ディスクキャッシュへのアーカイブで
は、VSN はディスクアーカイブセットに対して一意です。

W
WORM Write Once Read Many。書き込みできるのは 1 回だけで、読み込みは何度でも

行えるという、メディアの記録方式です。

あ
アーカイバ リムーバブルカートリッジへのファイルのコピーを自動制御するアーカイブプ

ログラム。

アーカイブ記憶領域 アーカイブメディア上で作成されたファイルデータのコピー。

アーカイブメディア アーカイブファイルの書き込み先である媒体。ライブラリ内のリムーバブルな
テープカートリッジまたは光磁気カートリッジを、アーカイブメディアとして
使用できます。また、別のシステム上のマウントポイントをアーカイブメディ
アとすることもできます。

アドレッサブル記憶領域 Sun StorEdge QFS または Sun StorEdge SAM-FS のファイルシステムを通じて
ユーザーが参照する、オンライン、ニアライン、オフサイト、およびオフライ
ンストレージを包含する記憶領域。
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い
イーサネット ローカルエリアのパケット交換網のテクノロジ。当初は同軸ケーブルが使用さ

れていましたが、現在では遮蔽より対線ケーブルが利用されています。イーサ
ネットは、10 M バイトまたは 100 M バイト/秒の LAN です。

え
遠隔手続き呼び出し 「RPC」を参照。

お
オフサイト記憶装置 サーバーから遠隔地にあって災害回復に使用される記憶装置。

オフライン記憶装置 読み込み時にオペレータの介入を必要とする記憶装置。

オンライン記憶装置 いつでも利用可能な記憶装置 (ディスクキャッシュ記憶領域など)。

か
カートリッジ テープ、光ディスクなど、データを記録するための媒体を含む物体。「メディ

ア」、「ボリューム」、または「媒体」と呼ぶこともあります。

カーネル 基本的なシステム機能を提供する、中央制御プログラム。UNIX カーネルは、
プロセスの作成と管理を行い、ファイルシステムにアクセスする機能を提供
し、一般的なセキュリティーを提供し、通信機能を用意します。

外部配列 ファイルに割り当てられた各データブロックのディスク上の位置を定義する、
ファイルの i ノード内の配列。

解放優先順位 ファイルシステム内のファイルがアーカイブ後に開放される優先順位。開放優
先順位は、ファイル属性のさまざまなウェイトを掛け合わせてから、その結果
を合計することで計算されます。

書き込み ニアラインファイルやオフラインファイルをアーカイブストレージからオンラ
インストレージにコピーすること。
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カタログ 自動ライブラリにある VSN のレコード。1 つの自動ライブラリにつき 1 つのカ
タログがあり、1 つのサイトの自動ライブラリすべてにつき 1 つの履歴があり
ます。

監査 (完全) カートリッジを読み込んでカートリッジの VSN を検証する処理。光磁気カート
リッジの容量と領域に関する情報が確認され、自動ライブラリのカタログに入
力されます。

間接ブロック ストレージブロックのリストが入っているディスクブロック。ファイルシステ
ムには、最大 3 レベルの間接ブロックがあります。第 1 レベルの間接ブロック
には、データストレージに使用されるブロックのリストが入っています。第 2 
レベルの間接ブロックには、第 1 レベルの間接ブロックのリストが入っていま
す。第 3 レベルの間接ブロックには、第 2 レベルの間接ブロックのリストが
入っています。

き
擬似デバイス 関連付けられているハードウェアがないソフトウェアのサブシステムまたはド

ライバ。

共有ライター/共有リー

ダー 複数のホストにマウント可能なファイルシステムを指定する、シングルライ
ター、マルチリーダー機能。複数のホストがこのファイルシステムを読み込む
ことができますが、ファイルシステムへの書き込みを行えるのは 1 つのホスト
だけです。複数のリーダーは、mount(1M) コマンドの –o reader オプション
によって指定します。シングルライターホストは、mount(1M) コマンドの –o 
writer オプションによって指定します。mount(1M) コマンドの詳細について
は、mount_samfs(1M) のマニュアルページを参照してください。

く
クライアント - サーバー あるサイトのプログラムが、別のサイトのプログラムに要求を送って応答を待

つ、分散システムにおける対話モデル。要求側のプログラムをクライアントと
呼びます。応答を行うプログラムをサーバーと呼びます。

グローバル指示 すべてのファイルシステムに適用され、最初の fs = 行の前に位置する、アー
カイバー指示とリリーサ指示。
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し
事前割り当て ディスクキャッシュ上の隣接する領域をファイルの書き込み用として予約する

ことです。事前割り当ては、サイズがゼロのファイルに対してだけ指定できま
す。詳細については、setfa(1) のマニュアルページを参照してください。

自動ライブラリ オペレータが処置を必要としない、リムーバブルメディアカートリッジを自動
的に読み込んだり取り外したりするように設計された、ロボット制御の装置。
自動ライブラリには、1 つまたは複数のドライブと、ストレージスロットとド
ライブの間でカートリッジを移動するトランスポートメカニズムとが含まれて
います。

す
スーパーブロック ファイルシステムの基本パラメータを定義する、ファイルシステム内のデータ

構造。スーパーブロックは、ストレージファミリセット内のすべてのパーティ
ションに書き込まれ、セットにおけるパーティションのメンバーシップを識別
します。

ストライプ化 複数のファイルをインターレース方式で論理ディスクに同時に書き込むデータ
アクセス方法。SAM-QFS ファイルシステムには、ストライプグループを使用
する「強いストライプ化」と、stripe=x マウントパラメータを使用する「弱
いストライプ化」の 2 種類のストライプ化があります。強いストライプ化は
ファイルシステムの設定時に使用可能にし、mcf(4) ファイルにストライプ化グ
ループを定義する必要があります。弱いストライプ化は stripe=x マウントパ
ラメータで使用可能にし、ファイルシステムごと、またはファイルごとに変更
できます。stripe=0 に設定すると使用不可になります。強いストライプ化と
弱いストライプ化はどちらも、要素数が同じ複数のストライプ化グループで
ファイルシステムが構成されている場合に使用できます。「ラウンドロビン」
も参照。

ストライプ化グループ mcf(4) ファイルで 1 つ以上の gXXX デバイスとして定義された、ファイルシス
テムにあるデバイスの集合。複数のストライプ化グループは 1 つの論理デバイ
スとして扱われ、必ずディスク割り当て単位 (DAU) と等しいサイズでストライ
プ化されます。

ストライプサイズ 割り当てられたディスク割り当て単位 (DAU) の数。書き込みがこの数に達する
と、ストライプの次のデバイスへ移動します。stripe=0 マウントオプション
を使用した場合、ファイルシステムはストライプ化アクセスではなくラウンド
ロビン式アクセスを使用します。

ストレージスロット カートリッジがドライブ内で未使用のときに格納される、自動ライブラリ内の
場所。ライブラリが直接接続されている場合、ストレージスロットの内容は自
動ライブラリのカタログに保管されます。
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ストレージファミリセッ
ト 1 つのディスクファミリ装置にまとめられている、ディスクのセット。

せ
接続 信頼性の高いストリーム配信サービスを提供する、2 つのプロトコルモジュー

ル間のパス。TCP 接続は、1 台のマシン上の TCP モジュールと別のマシン上の 
TCP モジュールをつなぎます。

た
タイマー ユーザーが弱い制限値に達してから、このユーザーに強い制限値が課されるま

でに経過する時間を追跡する割り当てソフトウェア。

ち
直接アクセス ニアラインファイルをアーカイブメディアから直接アクセスすることができる

のでディスクキャッシュに取り出す必要がないことを指定する、ファイル属性 
(stage never)。

直接接続ライブラリ SCSI インタフェースを使用してサーバーに直接接続された自動ライブラリ。
SCSI 接続のライブラリは、Sun StorEdge SAM-FS ソフトウェアから直接制御
されます。

直接入出力 大型ブロック整合逐次入出力に使用される属性の 1 つ。setfa(1) コマンドの -
D オプションは、直接入出力のオプションです。このオプションは、ファイル
やディレクトリの直接入出力の属性を設定します。ディレクトリに対して設定
した直接入出力の属性は、継承されます。

つ
強い制限値 ディスク割り当てにおいて、ユーザーが超えてはいけないファイルシステム資

源 (ブロックと i ノード) の最大値です。
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て
ディスクキャッシュ オンラインディスクキャッシュとアーカイブメディアとの間でデータファイル

の作成と管理に使用する、ファイルシステムソフトウェアのディスクに格納さ
れている部分。個々のディスクパーティションまたはディスク全体で、ディス
クキャッシュとして使用できます。

ディスクのストライプ化 アクセスパフォーマンスの向上と全体的な記憶領域の容量の増大を図るため、1 
つのファイルを複数のディスクに記録すること。「ストライプ化」も参照。

ディスクバッファー Sun SAM-Remote ソフトウェアの構成において、クライアントからサーバーに
データをアーカイブするときに使用するサーバーシステム上のバッファー。

ディスク容量しきい値 管理者が定義した、ディスクキャッシュ利用率の最大レベルと最小レベル。リ
リーサは、これらの事前定義ディスク容量しきい値に基づいて、ディスク
キャッシュ利用率を制御します。

ディスク割り当て単位 「DAU」を参照。

ディレクトリ ファイルシステム内のそのほかのファイルとディレクトリを指す、ファイル
データ構造。

データデバイス ファイルシステムで、ファイルデータが格納されるデバイスまたはデバイスグ
ループ。

デバイススキャナ 手動でマウントされたリムーバブルデバイスの有無を定期的に監視し、ユー
ザーやほかのプロセスによって要求されることのある、マウント済みのカート
リッジの存在を検出するソフトウェア。

デバイスログ機能 デバイスの問題の解析に使用するデバイス固有のエラー情報を提供する、構成
可能な機能。

と
ドライブ リムーバブルメディアボリューム間でデータを転送するためのメカニズム。

な
名前空間 ファイルおよびその属性と格納場所を示す、ファイル群のメタデータ部分。
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に
ニアライン記憶装置 アクセスする前に無人マウントが必要なリムーバブルメディア記憶装置。通

常、ニアライン記憶装置はオンライン記憶装置よりも安価ですが、アクセスに
多少時間がかかります。

ね
ネットワーク接続された

自動ライブラリ ベンダー提供のソフトウェアパッケージによって制御される、StorageTek、
ADIC/Grau、IBM、Sony などの製品であるライブラリ。Sun StorEdge SAM-
FS のファイルシステムは、自動ライブラリ用に設計された Sun StorEdge SAM-
FS メディアチェンジャーデーモンを使用して、ベンダーソフトウェアと接続し
ます。

は
パーティション デバイスの一部または光磁気カートリッジの片面。

バックアップ記憶装置 不注意によるファイルの消去を防ぐことを目的とした、ファイル群のスナップ
ショット。バックアップには、ファイルの属性と関連データの両方が含まれま
す。

ふ
ファイバチャネル デバイス間の高速シリアル通信を規定する ANSI 標準。ファイバチャネルは、

SCSI-3 におけるバスアーキテクチャーの 1 つとして使用されます。

ファイルシステム 階層構造によるファイルとディレクトリの集まり。

ファイルシステム固有指
示 archiver.cmd ファイル内のグローバル指示のあとのアーカイバ指示とリリー

サ指示は特定のファイルシステム専用であり、fs= で始まります。ファイルシ
ステム固有指示は、次の fs = 指示行まで、またはファイルの終わりに到達す
るまで有効です。1 つのファイルシステムを対象とした指示が複数存在する場
合、ファイルシステム固有指示がグローバル指示より優先されます。
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ファミリセット 自動ライブラリ内の複数のディスクやドライブなどの、独立した物理デバイス
のグループによって表される記憶装置。「ストレージファミリセット」も参
照。

ファミリデバイスセット 「ファミリセット」を参照。

ブロックサイズ 「DAU」を参照。

ブロック割り当てマップ ディスク上の記憶装置の利用可能な各ブロック。また、これらのブロックが使
用中か空いているかを示す、ビットマップです。

ほ
ボリューム データ共有のための、カートリッジ上の名前付きの領域。カートリッジは、1 

つまたは複数のボリュームで構成されます。両面カートリッジには、片面に 1 
つずつ、合計 2 つのボリュームが含まれています。

ボリュームオーバーフ
ロー 1 つのファイルを複数のボリュームにまたがらせる機能。ボリュームオーバー

フローは、個々のカートリッジの容量を超える、非常に大きなファイルを使用
するサイトで、便利に利用できます。

ま
マウントポイント ファイルシステムがマウントされているディレクトリ。

み
ミラー書き込み 別々のディスク集合上で 1 つのファイルのコピーを 2 つ保管することによっ

て、どちらかのディスクが故障してもデータを消失しないようにしてくださ
い。
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め
メタデータ データに関するデータ。メタデータは、ディスク上のファイルの正確なデータ

位置を確認するために使用される索引情報です。ファイル、ディレクトリ、ア
クセス制御リスト、シンボリックリンク、リムーバブルメディア、セグメント
ファイル、およびセグメントファイルの索引に関する情報で構成されます。

メタデータデバイス ファイルシステムのメタデータを保存するデバイス (ソリッドステートディスク
やミラーデバイスなど)。ファイルデータとメタデータを別のデバイスに格納す
ると、パフォーマンスが向上します。メタデータデバイスは、ma ファイルシス
テム内の mm デバイスであると、mcf(4) ファイルにおいて宣言されます。

メディア テープカートリッジまたは光磁気ディスクカートリッジ。

メディアリサイクリング アクティブファイルのあまりないアーカイブメディアをリサイクルまたは再利
用するプロセス。

ゆ
猶予期間 ディスク割り当てにおいて、弱い制限値に達したユーザーがファイルの作成や

記憶領域の割り当てを行うことのできる時間。

よ
弱い制限値 ディスク割り当てにおいて、ユーザーが一時的に超えてもよい最大ファイルシ

ステム資源 (ブロックと i ノード) の限界値です。弱い制限値を超えると、タイ
マーが起動します。指定した時間の間弱い制限値を超えると、弱い制限値未満
のレベルにファイルシステムの使用を削減しないかぎり、システム資源の割り
当ては行われません。

ら
ライブラリ 「自動ライブラリ」を参照。

ライブラリカタログ 「カタログ」を参照。
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ラウンドロビン 個々のファイル全体を逐次的に論理ディスクに書き込むデータアクセス方法。1 
つのファイルがディスクに書き込まれるとき、そのファイル全体が第 1 論理
ディスクに書き込まれます。そして、2 つめのファイルはその次の倫理ディス
クに書き込まれる、というふうになります。各ファイルのサイズによって、入
出力のサイズが決まります。

「ディスクのストライプ化」と「ストライプ化」も参照。

り
リース 特定の期間中、ファイルを操作するアクセス権をクライアントホストに与える

機能。メタデータサーバーは、各クライアントホストに対してリースを発行し
ます。ファイル操作を続行するため、必要に応じてリースが更新されます。

リサイクラ 期限切れアーカイブのコピーが格納されている空間またはカートリッジを回収
する、Sun StorEdge SAM-FS のユーティリティー。

リムーバブルメディア
ファイル 磁気テープや光磁気ディスクカートリッジなど、常駐場所であるリムーバブル

メディアカートリッジから直接アクセスできる、特殊なタイプのユーザーファ
イル。アーカイブファイルデータや書き込みファイルデータの書き込みにも使
用します。

リリーサ アーカイブされたファイルを識別し、そのディスクキャッシュコピーを開放す
ることで、利用可能なディスクキャッシュ空間を増やす、Sun StorEdge SAM-
FS のコンポーネント。リリーサは、オンラインディスク記憶装置の容量を、上
限値と下限値に合わせて自動的に調整します。

ろ
ローカルファイルシステ

ム Sun Cluster システムの 1 つのノードにインストールされたファイルシステム。
ほかのノードからは、あまり利用されません。スタンドアロンサーバーにイン
ストールされたファイルシステムのことも指します。

ロボット 記憶装置のスロットとドライブとの間でカートリッジを移動する、自動ライブ
ラリの一部分。トランスポートとも呼ばれます。
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わ
割り当て ユーザーが使用できるシステム資源の容量。
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